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Arcserve 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している <arcserve> 製品は以下のとおりです。 

■ Arcserve® Replication 

■ Arcserve® High Availability (HA) 

■ Arcserve® Assured Recovery® 

■ Arcserve® Content Distribution 
 



 

 

Arcserve へのお問い合わせ 

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソース

を提供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。 

https://www.arcserve.com/support  

Arcserve サポートの利点 

■ Arcserve サポートの専門家が社内で共有している情報ライブラリと同

じものに直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ 

ベース（KB）ドキュメントにアクセスできます。ここから、重要な問

題やよくあるトラブルについて、製品関連 KB 技術情報を簡単に検索し、

実地試験済みのソリューションを見つけることができます。 

■ ライブ チャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐに

リアルタイムで会話を始めることができます。ライブ チャットでは、

製品にアクセスしたまま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得る

ことができます。 

■ Arcserve グローバル ユーザ コミュニティでは、質疑応答、ヒントの共

有、ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの対話に参加で

きます。 

■ サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チ

ケットを開くと、質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コー

ルバックを受けられます。 

また、使用している Arcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアク

セスできます。 

製品ドキュメントに関するフィードバックの提供 

Arcserve 製品ドキュメントに関してコメントまたは質問がある場合は、こ

ちらまでお問い合わせください。 
 

https://arcserve.com/support
http://www.arcserve.com/us/support.aspx
http://www.arcserve.com/us/support.aspx


 

 

マニュアルの変更点 

本マニュアルでは、前回のリリース以降に、以下の点を更新しています。 

■ 製品およびドキュメント自体の利便性と理解の向上に役立つことを目

的として、ユーザのフィードバック、拡張機能、修正、その他小規模

な変更を反映するために更新されました。 

■ 「フル システム シナリオ用のマスタおよびレプリカの設定」セクショ

ンが更新され、追加の仮想プラットフォームに関する情報が追加され

ました。 

■ 「フル システム の保護」セクションが更新され、デスティネーション

としてクラウドを使用する場合の情報が追加されました。  

■ 「VMware vCenter Server RHA の環境設定」セクションが更新され、新

しい vCenter Server 4.0 のサポートに関する情報が追加されました。 
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第 1 章： 概要 
 

<arcserve> Replication/High Availability （Arcserve RHA）は非同期リアルタイ

ム レプリケーション、自動化されたスイッチオーバーおよびスイッチ

バックに基づくソリューションです。Windows サーバ上の仮想化環境にコ

スト効率の高いビジネス継続性を提供します。  

Arcserve RHA では、データをローカル サーバまたはリモート サーバにレプ

リケートできるため、サーバのクラッシュやサイトに惨事が発生した場合

にデータを回復できます。ハイ アベイラビリティのライセンスを所有し

ている場合、ユーザをレプリカ サーバに手動または自動で切り替えるこ

とができます。このマニュアルでは、レプリケーションおよびハイ アベ

イラビリティの概念と手順について説明します。  

このマニュアルで説明されている手順は、記述どおりに行う必要がありま

す。以下の場合にのみ手順をカスタマイズします。 

■ Arcserve RHA に精通しており、変更がもたらす潜在的な影響を十分理

解している。 

■ 実稼動環境に実装する前に、テスト環境で手順を十分にテストしてい

る。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

このマニュアルについて (P. 12) 

関連マニュアル (P. 12) 

ログオン アカウントの条件 (P. 12) 

Arcserve RHA ライセンスの登録 (P. 13) 

仮想化に関する考慮事項 (P. 14) 
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このマニュアルについて 

このマニュアルでは、仮想化環境に <arcserve> Replication/High Availability 

ソリューションを実装する方法について説明します。開始する前に各手順

を確認してください。各タスクを実行するには、適切なリソースと権限が

必要になります。  

このマニュアルは、主に以下のセクションで構成されています。 

■ Microsoft Windows Hyper-V -- 個別のゲスト マシンに対するフル サー

バ レプリケーションおよびスイッチオーバー 

■ VMware vCenter Server -- vCenter 管理コンソール レプリケーションお

よびスイッチオーバー 

■ フル システム ハイ アベイラビリティ（HA） -- Hyper-V サーバによって

ホストされた仮想マシンへの物理システム全体の転送 
 

関連マニュアル 

このマニュアルは、「Arcserve RHA インストール ガイド」および「Arcserve 

RHA 管理者ガイド」と併せてお読みください。 
 

ログオン アカウントの条件 

Arcserve RHA エンジン サービスは、ほかのコンポーネントと正常に通信を

行うために、一定のアカウント要件を満たしている必要があります。 こ

れらの要件が満たされない場合、シナリオを実行できない場合があります。 

必要な権限を持っていない場合は、ローカルの IS チームにお問い合わせく

ださい。 
   

■ ドメイン管理者グループのメンバである。 ドメイン管理者グループが

ビルトイン ドメイン ローカル グループ管理者のメンバでない場合は、

そのメンバであるアカウントを使用する必要があります。 

■ ローカル コンピュータ管理者グループのメンバであるアカウント。 

Domain Admins グループがメンバでない場合は、アカウントを手動で

追加します。 
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■ ワークグループ内のサーバの場合は、ローカル システム アカウントを

使用します。 HA シナリオで DNS リダイレクト リダイレクション方式

を使用している場合は、ローカル管理者アカウントを使用します。 

注： MS SQL Server 2012 では、ローカル システム（NT 

AUTHORITY¥SYSTEM）は、sysadmin サーバの役割で自動的にプロビジョ

ニングされません。 sysadmin サーバの役割を NT AUTHORITY¥SYSTEM ア

カウントにプロビジョニングする方法については、Microsoft のドキュ

メントを参照してください。 あるいは、管理者アカウントを使用して

エンジン サービスへのインストールおよびログインを行うこともで

きます。 

■ SQL サーバがワークグループにある場合は、シナリオを実行する前に、

マスタ サーバおよびレプリカ サーバ上で "sa" アカウントを有効にし

ます。  
 

Arcserve RHA ライセンスの登録 

Arcserve RHA ライセンス ポリシーは、以下のようなパラメータの組み合わ

せに基づいています。  

■ 使用されるオペレーティング システム  

■ 必要なソリューション 

■ サポートされるアプリケーションとデータベース サーバ 

■ 使用するホストの数 

■ その他のモジュール（例： アシュアード リカバリ） 

そのため、生成されるライセンス キーはニーズに合わせてカスタマイズ

されます。  
 

最初にログインした後、または以前のライセンスの有効期間が切れた場合、

ライセンス キーを使用して Arcserve RHA 製品を登録する必要があります。 

製品を登録するには、有効な登録キーがあるかどうかにかかわらず、マ

ネージャを開きます。 マネージャを開くと、ライセンスの警告メッセー

ジが表示され、製品の登録を求められます。 ライセンスの警告メッセー

ジは、14 日以内にライセンスの期限が切れる場合にも表示されます。 
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シナリオを作成する際は、ライセンス条件によって、一部のオプションが

無効になっている可能性があります。 ただし、特定のシナリオを実行す

る前に、ライセンス キーの妥当性が確認されるので、シナリオはいくつ

でも作成できます。 ［実行］ボタンをクリックしたときにのみ、ユーザ

が選択したシナリオを実行できるかどうかがライセンス キーに従って

チェックされます。 このシナリオを実行するのに必要なライセンスがな

いとシステムが判断した場合、シナリオは実行されず、［イベント］ペイ

ンにメッセージが表示されて、必要なライセンスの種類が通知されます。 
 

ライセンス キーを使用して Arcserve RHA を登録する方法 

1. マネージャを開きます。  

「ようこそ」メッセージが表示され、続いて［ライセンスの警告］メッ

セージが表示され、製品が登録されていないことが通知されます。 こ

の時点で登録を求められます。 

2. ［OK］をクリックし、メッセージを閉じます。  

3. ［ヘルプ］メニューを開き、［登録］オプションを選択します。  
 

Arcserve RHA の登録ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. 以下のフィールドに入力します。 

■ ［登録キー］ - 登録キーを入力します。 

■ （オプション）［会社名］ - 会社名を入力します。 

5. ［登録］ボタンをクリックして製品を登録し、ダイアログ ボックスを

閉じます。 

これで、ライセンスの権限に基づいて、Arcserve RHA マネージャを使

用できるようになりました。  
 

仮想化に関する考慮事項 

仮想マシン環境では、スイッチオーバ後、すべてのディスクが最初のコン

トローラに追加されます。これは、コントローラが一杯（16 ディスク）

になるまで続きます。 一杯になると、Arcserve RHA は別の SCSI コントロー

ラーを作成します。 これは、スイッチオーバされた VM がそのマスタとは

異なる展開を持つことができたことを意味します。  
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第 2 章： VMware vCenter Server 環境の保護 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

VMware vCenter Server RHA の環境設定 (P. 16) 

vCenter Server  のレプリケーションおよびハイ アベイラビリティ (P. 24) 

リダイレクション方式 (P. 53) 

スイッチオーバーとスイッチバックの動作のしくみ (P. 62) 
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VMware vCenter Server RHA の環境設定 

vCenter Server には複数のコンポーネント（データベース サーバ、ライセ

ンス サーバおよび Web アクセス サーバ）があり、これらのコンポーネン

トを 1 台のマシン（ローカル）に、または分散して展開できます。  

■ レプリカ上に同じ VMware vCenter Server コンポーネントをインス

トールすると、マスタ上のコンポーネントと一致させることができま

す。   

■ すべての vCenter Server に Arcserve RHA エンジンをインストールしま

す。 

■ （Active Directory 環境で）マスタとレプリカの両方のサーバが同じ 

Active Directory フォレストに属しており、同じドメインまたは信頼で

きるドメインのメンバである。  

vCenter Server の 2 つの主な設定方式を以下に説明します。 

■ 1 台のマシン（ローカル）への展開 -- データベース サーバ、vCenter 

Server、ライセンス サーバおよび Web アクセス サーバがすべて同じマ

シンにインストールされます。 これらのコンポーネントをマスタ サー

バにインストールする場合、レプリカ サーバにもインストールする必

要があります。  

■ 分散展開 -- vCenter Server および Web アクセス サーバは 1 台のマシン

にインストールされますが、データベース サーバ、ライセンス サーバ、

またはその両方が別のマシンにインストールされます。 vCenter Server 

マシンに障害が発生しても、データベースは動作可能です。 分散展開

を使用する場合、マスタ サーバとレプリカ サーバの両方の設定が同じ

分散したマシンを参照していることを確認する必要があります。  分散

展開では、個々のデータベースを保護するために SQL または Oracle の 

HA シナリオを作成します。 詳細については、該当する操作ガイドを

参照してください。  

重要：  選択する方法に関わらず、vCenter Server と Web アクセス サー

バは同じマシンにインストールする必要があります。  

ライセンス サーバが分散展開されている場合、以下のいずれかを実行し

ます。  

■ ライセンス サーバ（A）がマスタにインストールされている場合、別

のインスタンスのライセンス サーバ（B）をレプリカにインストール

し、B インスタンスをレプリカ上で動作する vCenter Server のライセン

ス サーバに指定します。 
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■ ライセンス サーバ（A）がマスタとは別のマシンにインストールされ

ている場合、1 つ目のインスタンス（A）をレプリカ上で動作する 

vCenter Server のライセンス サーバに指定します。  

注： VMware vCenter 4 を実行している場合、インストールが必要な別のラ

イセンス サーバはありません。  
 

 

以下の図では、VMware vCenter Server は分散展開方式を使用して設定され

ています。 vCenter Server と Web アクセス サーバを収容する vCenter 

Server システムがマスタ サーバです。 ご使用の環境のすべての vCenter 

Server に Arcserve RHA エンジンをインストールする必要があります。  
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vCenter Server マスタ サーバの設定 

vCenter Server 環境を設定する際に、以下の点に配慮してください。 

■ 各 VMware ESX サーバがローカルでこのサーバを管理する vCenter 

Server の IP アドレスを格納しています。 このアドレスは、スイッチ

オーバー時にスタンバイ サーバに変更する必要があります。 vCenter 

Server で［管理 IP アドレス］設定を使用して、スイッチオーバーを自

動化することをお勧めします。 

■ 各 VMware ESX サーバは 1 台の vCenter Server のみで管理できます。 

ESX サーバを複数の vCenter Server に接続すると、自動的に元のサーバ

から接続解除されます。  

vCenter Server マスタ サーバで Arcserve RHA を設定するときに、［管理 IP 

アドレス］フィールドで入力したのと同じ IP アドレスを［ハイ アベイラ

ビリティ プロパティ］画面の［IP マスク］フィールドに入力します。  

［管理 IP アドレス］設定を使用しない場合、スイッチオーバー後にすべ

ての ESX サーバを手動でスタンバイ vCenter Server に再接続する必要があ

ります。 

vCenter Server マスタ サーバを設定する方法 

1. 別の IP アドレスをマスタ サーバのネットワーク インターフェース 

カード（NIC）に追加します。 詳細については、「マスタ サーバでの IP 

アドレスの追加」を参照してください。  

2. ［vCenter Server のランタイム設定］画面から、［管理 IP アドレス］

フィールドをマスタ サーバの IP アドレスではなく、手順 1 で追加した

のと同じ IP アドレスに設定します。 詳細については、VMware vCenter 

Server のマニュアルを参照してください。  

3. HostReconnect スクリプトを実行して、vCenter Server で管理されるす

べての ESX サーバを再接続します。 VMware Web サイトからこのスク

リプトをダウンロードします。  

重要： HA シナリオを作成する場合、［スイッチオーバー プロパティ］画

面で［IP 移動リダイレクション］を有効にすることをお勧めします。 マ

スタ サーバの NIC に追加の IP アドレスを入力すると、デフォルトで［IP 移

動］が有効になります。  
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vCenter Server レプリカ サーバの設定 

vCenter Server をレプリケーション用に設定するには、レプリカ サーバを

以下のように設定します。  

■ vCenter コンポーネントをマスタ サーバとレプリカ サーバに同一の設

定でインストールします。  

■ 分散データベースの展開を使用している場合は、レプリカ上の vCenter 

サーバをマスタに設定されている同じデータベース サーバに接続す

るように設定します。 ローカル データベースの展開を使用している場

合は、レプリカ上の vCenter サーバをレプリカに設定されているデー

タベース サーバに接続するように設定します。  
 

■ レプリカ上の vCenter サーバをライセンス サーバに接続するように設

定します。ライセンス サーバがローカルでマスタ サーバにインストー

ルされている場合、ライセンス サーバの別のインスタンスをレプリカ

にインストールし、レプリカ上の vCenter でこのインスタンスを指定

する必要があります。 ライセンス サーバがリモートからマスタにイン

ストールされている場合、レプリカ上の vCenter でそのインスタンス

を指定します。  

■ すべての vCenter サーバにエンジンをインストールします。 
 

注： 分散データベースの展開の場合、必要に応じ Arcserve RHA for SQL 

Server または Arcserve RHA for Oracle を使用してデータベースを保護し

ます。 詳細については、「操作ガイド」を参照してください。 分散ラ

イセンス サーバの展開の場合、ライセンス サーバを Arcserve RHA シナ

リオで保護することはできません。  
 

vCenter Server をハイ アベイラビリティ用に設定するには、レプリカ サー

バを以下のように設定します。 

■ vCenter コンポーネントをマスタ サーバとレプリカ サーバに同一の設

定でインストールします。 レプリカにマスタと同じ種類のデータベー

スがあることを確認します。 また、両方のサーバで同じフォルダ構造

を使用してください。  

■ 使用した vCenter Server 設定方式に従って、レプリカ上でデータベース 

サーバを設定します。 詳細については、「レプリカ上の vCenter Server 

データベース サーバの設定」 (P. 21)を参照してください。 
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■ 使用した vCenter Server 設定方式に従って、レプリカ上でライセンス 

サーバを設定します。 詳細については、「vCenter Server ライセンス 

サーバの設定」 (P. 23)を参照してください。 

注： 分散（リモート）データベース サーバを保護するには、必要に応

じて別の Arcserve RHA シナリオを SQL 用または Oracle 用に作成します。 

ただし、ライセンス サーバが別々に展開されている場合、Arcserve RHA 

ではライセンス サーバを保護できません。  
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レプリカ上の vCenter Server データベース サーバの設定 

障害発生時に、データベース サーバにアクセスすることは、VMware 

vCenter Server のハイ アベイラビリティ シナリオにとって重要です。  

注： データベースの自動検出の問題を防ぐため、サーバ名を明示的に指定

してください。  

レプリカ サーバ上の vCenter Server データベース サーバの設定方法 

使用環境の設定に合わせて、以下のいずれかを実行します。  

■ 1 台のマシンへの（ローカルの）展開を使用した場合は、ODBC 設定を

以下のように設定します。  

1. データベース サーバをレプリカにインストールします。 このイン

スタンスをレプリカ上で明示的に指定し、レプリカがそのローカ

ル データベース サーバを使用するようにします。 

2. データベース サーバのインスタンス名が、マスタで指定されてい

るインスタンス名と同じであることを確認します。 

3. データベース名が、マスタで指定されているデータベース名と同

じであることを確認します。 

4. データベース サーバのインストール パスとデータベース ファイ

ルのパスが、マスタで指定されているパスと同じであることを確

認します。 

または 

■ 分散展開を使用した場合は、ODBC 設定を以下のように設定します。  

1. データベース サーバをレプリカにインストールしません。 代わり

に、マスタで指定されているのと同じリモート データベース サー

バを指定します。 

2. マスタと同じデータ ソース名（DSN）を指定します。 これを行う

には、［VMware vCenter Server の展開オプション - ステップ 1］画

面から［既存のデータベース サーバを使用］を選択して、すでに

設定済みの DSN の名前を入力します。 データベースを再初期化し

て、空の設定から始めるかどうかを聞かれたら、［いいえ］をク

リックします。  
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VMware vCenter Server でサポートされるデータベース 

VMware vCenter Server 環境で使用する場合、Arcserve RHA では以下のデー

タベースをサポートします。  

■ Microsoft SQL Server 2005、2008 

■ Microsoft SQL Server Express 

■ Oracle 10g、11g 

vCenter Server のデータベース サーバが vCenter Server とは別に展開され

ている場合、それを保護する適切なデータベース アプリケーション タイ

プを使用して、追加のシナリオを作成する必要があります。 vCenter Server 

のシナリオでは、データベース サーバが保護されるのは、vCenter Server を

ホストしている同じマシンに展開された場合のみです。  

注： MSDE および Microsoft SQL Server の 2005 Express を保護する場合は、

Microsoft のテクニカル サポート Web サイトを参照し、ナレッジ ドキュメ

ント、TEC445313 をダウンロードします。  
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レプリカ上の vCenter Server ライセンス サーバの設定 

障害発生時に、ライセンス サーバにアクセスすることも、vCenter Server ハ

イ アベイラビリティ シナリオにとって重要です。 vCenter Server 4 を実行

していない場合は、以下のいずれかの手順を実行します。 vCenter Server 4 

を展開している場合は、個別のライセンス サーバはありません。  

レプリカ上の vCenter Server ライセンス サーバの設定方法 

以下のいずれかを行います。  

■ 1 台のマシンへの（ローカルの）展開を使用した場合： 

1. ライセンス サーバをレプリカにインストールします。 

2. レプリカは、ローカルのライセンス サーバを使用します。 ［VMware 

vCenter Server の展開オプション - ステップ 2］画面から、［既存の

ライセンス サーバを使用］を選択します。 

3. テキスト フィールドにレプリカ ライセンス サーバとポート番号

を指定します。 

または 

■ 分散展開を使用した場合：  

1. レプリカにライセンス サーバをインストールする必要はありませ

ん。 

2. ［VMware vCenter Server の展開オプション - ステップ 2］画面から、

［既存のライセンス サーバを使用］を選択します。 

3. テキスト フィールドにマスタで指定されているのと同じリモート 

ライセンス サーバを指定します。  

次に、SSL 証明書を設定します。 

1. マスタ サーバからレプリカ サーバに SSL 証明書をコピーします。 

2. レプリカ サーバ上で以下のコマンドを使用してユーザ名とパスワー

ドを入力し、レジストリ内の暗号化されたパスワードをリセットしま

す。 

vxpd -p 

レプリカ サーバ上の vCenter Server からデータベース サーバにアクセ

スできるようになりました。 
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vCenter Server  のレプリケーションおよびハイ アベイラビリティ 

vCenter Server レプリケーション シナリオの作成 

VMware vCenter Server のアプリケーション データはファイル ベースで、

シナリオの作成中に自動検出されます。  

新規 vCenter レプリケーション シナリオの作成方法 

1. マネージャを開いて、［シナリオ］-［新規］を選択するか、［新規シ

ナリオ］ボタンをクリックして、シナリオ作成ウィザードを起動しま

す。  

［ようこそ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

2. ［新規シナリオの作成］を選択し、グループ名を選択して、［次へ］

をクリックします。  

［サーバおよび製品タイプの選択］ダイアログ ボックスが表示されま

す。  

3. ［vCenter］-［レプリケーションおよびディザスタ リカバリ シナリオ 

（DR）］を選択して、［次へ］をクリックします。  

注： ［レプリカ上のタスク］を指定する場合、詳細については「Arcserve 

RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

［マスタおよびレプリカ ホスト］ダイアログ ボックスが表示されます。  

4. シナリオ名を入力し、マスタ サーバとレプリカ サーバの両方のホスト

名または IP アドレスとポート番号を入力します。次に、［ホスト上の 

CA ARCserve RHA エンジンを検証］を有効にした後、［次へ］をクリッ

クします。  

エンジンの検証が完了するまで待ちます。  

5. ［インストール］をクリックし、必要に応じて一方または両方のサー

バでエンジンをアップグレードし、［次へ］をクリックします。  

［マスタ構成］ダイアログ ボックスが表示されます。  

6. vCenter データベースが SQL Server の場合、検出結果が DB ツリーで表

示されます。 vCenter データベースが Oracle の場合、データベース接

続認証情報の入力を求められます。 必要な情報を入力して、［OK］を

クリックします。  

必要に応じて、ディザスタ リカバリ用のコンポーネントをオフまたは

オンにして、［次へ］をクリックします。  
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［シナリオのプロパティ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

7. 「Arcserve RHA 管理者ガイド」の説明に従って必要なプロパティを設

定し、［次へ］をクリックします。  

［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログ ボックスが開きます。  

8. 必要なプロパティを設定して、［次へ］をクリックします。  

シナリオの検証が完了するまで待ちます。  

9. 検証時に警告やエラーが表示されたら、それらを解決して、［次へ］

をクリックします。  

［シナリオ実行］ダイアログ ボックスが表示されます。  

10. レプリケーションを開始してシナリオを有効にする場合は［今すぐ実

行］を、後でシナリオを実行する場合は［終了］をクリックします。  
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vCenter Server HA シナリオの作成 

検出中、システム データベースは自動的に保護されます。 ただし、vCenter 

が使用するデータベース サーバがリモート マシンである場合、このシナ

リオでは保護できません。 リモートのデータベース サーバを保護するに

は、固有のデータベース シナリオを作成する必要があります。 

新規 vCenter Server HA シナリオの作成方法 

1. マネージャを開いて、［シナリオ］-［新規］をクリックするか、［新

規シナリオ］ボタンをクリックします。 

［ようこそ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

2. ［新規シナリオの作成］を選択し、リストからシナリオ グループを選

択します。 ［次へ］をクリックします。  

［サーバおよび製品タイプの選択］ダイアログ ボックスが表示されま

す。  

3. ［VMware vCenter Server］-［ハイ アベイラビリティ シナリオ（HA）］

を選択して、［次へ］をクリックします。  

［マスタおよびレプリカ ホスト］ダイアログ ボックスが表示されます。  

4. シナリオ名を入力し、マスタ サーバとレプリカ サーバの両方のホスト

名または IP アドレスおよびポート番号を入力して、［ホスト上のエン

ジンを検証］オプションを有効にして、［次へ］をクリックします。  

エンジンの検証が完了するまで待ちます。 ログオン認証情報の入力を

求められたら、認証情報を入力して［OK］をクリックします。  

5. 必要に応じて［インストール］をクリックして一方または両方のサー

バでエンジン サービスをアップグレードします。 ログオン認証情報の

入力を求められたら、認証情報を入力して［OK］をクリックします。 

インストールが完了したら、もう一度確認して、［次へ］をクリック

します。  

注： ローカルの Oracle インスタンスを vCenter データベースとして使

用している場合、ログオン認証情報の入力を求められます。 Oracle DBA 

名とパスワードを入力し、［OK］をクリックして、自動検出を開始し

ます。  

［レプリケーション用データベース］ダイアログ ボックスが開き、マ

スタとして指定したホストで自動検出された結果が表示されます。 

SQL Server の場合、vCenter で使用されるすべてのデータベースがデ

フォルトでレプリケートされます。  
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6. 必要に応じてレプリケートしたくないデータベースの横のチェック

マークをオフにし、［次へ］をクリックします。  

［レプリカ環境設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 Arcserve 

RHA が自動的にマスタとレプリカの設定を比較して、両方が同一であ

ることを確認します。  

7. エラーが表示されている場合はそのエラーを解決し、［次へ］をクリッ

クします。   

［シナリオのプロパティ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

8. 必要に応じて追加のプロパティを設定し、［次へ］をクリックします。 

詳細については、「シナリオのプロパティ (P. 28)」または「管理者ガ

イド」を参照してください。  

［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログ ボックスが開きます。  

9. 必要に応じて変更を加え、［次へ］をクリックします。 詳細について

は、「シナリオのプロパティ」または「管理者ガイド」を参照してく

ださい。  

［スイッチオーバー プロパティ］ダイアログ ボックスで情報が処理さ

れる間、待ちます。  

10. 必要なリダイレクションのプロパティを設定して、［次へ］をクリッ

クします。 vCenter HA シナリオの場合、［IP 移動］は自動的に［オン］

に設定されています。 詳細については、「スイッチオーバーとスイッ

チバック (P. 62)」を参照してください。  

［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ダイアログ 

ボックスが表示されます。  

11. 自動または手動スイッチオーバーを選択し、必要に応じて自動または

手動レプリケーションを選択して、［次へ］をクリックします。 これ

らのオプションを両方とも自動に設定することはできません。 詳細に

ついては、「シナリオのプロパティ」または「管理者ガイド」を参照

してください。  

12. シナリオの検証が完了するまで待ちます。 ダイアログ ボックスに問題

がレポートされます。 シナリオを実行する前にエラーを解決し、警告

を解決する必要があります。 シナリオの検証が問題なく終了したら、

［次へ］をクリックします。  

13. ［すぐに実行］を選択して同期を開始するか、［終了］を選択してシ

ナリオを保存し、後で実行します。 詳細については、「ウィザード以

外からのシナリオの実行」を参照してください。   
 



vCenter Server  のレプリケーションおよびハイ アベイラビリティ 
 

28  仮想サーバ環境 Windows 版操作ガイド 
 

シナリオのプロパティの設定 

ウィザードを使用して設定したシナリオの変更、追加の設定、およびプロ

パティ ペインを使用したシナリオの変更が可能です。 

［プロパティ］ペインとそのタブはコンテキストに依存し、シナリオ フォ

ルダから選択するノードに応じて変わります。 プロパティを設定する前

にシナリオを停止する必要があります。 一部の値は、一度設定すると変

更できません。そのような値には、その旨が明記されています。 シナリ

オのプロパティ設定の詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を

参照してください。 
  

プロパティは、Arcserve RHA マネージャのフレームワーク ペインのタブに

整理されています。 これらのタブは、サーバ タイプ、Arcserve RHA ソリュー

ション、およびシナリオのステータスに基づいて表示されます。 プロパ

ティを変更するシナリオを選択し、該当するタブを選択します。  
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［ルート ディレクトリ］タブの設定 

以下の手順に従います。 

1. ［シナリオ］ペインから［マスタ サーバ］を選択します。 ［ディ

レクトリ］フォルダをダブルクリックして、マスタ ルート ディレ

クトリを追加または削除します。 必要に応じて、フォルダの横の

チェックボックスを選択または選択解除して、フォルダを含めた

り、除外したりします。 ディレクトリ名を変更することもできま

す。  

2. ［シナリオ］ペインから［レプリカ サーバ］を選択します。 マス

タ ルート ディレクトリごとに、レプリカ ルート ディレクトリを指

定する必要があります。 レプリカ サーバの［ディレクトリ］フォ

ルダをダブルクリックします。 必要に応じてフォルダの横の

チェックボックスをオンまたはオフにして、対応するマスタ ディ

レクトリを保持します。  
 

［プロパティ］タブの設定 

シナリオのプロパティ 

これらの設定により、シナリオ全体のデフォルトの動作が決定さ

れます。  

■ 一般プロパティ -- 一度作成すると、変更できません。 

■ レプリケーション プロパティ -- レプリケーション モード（［オ

ンライン］または［スケジュール］）、同期値（［ファイル］

または［ブロック］、［同一サイズ/時刻のファイルを無視］）

およびオプション設定（［NTFS 圧縮属性をレプリケート］、

［NTFS ACL をレプリケート］、［Windows 共有を同期］、［エ

ラー発生時の自動再同期を禁止］）を選択します。  

■ イベント通知のプロパティ -- 実行するスクリプトを指定する

か、電子メール通知を選択するか、またはイベント ログに書き

込みます。 

■ レポート処理 -- レポートの設定、電子メールの配信またはスク

リプトの実行を指定します。 
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マスタとレプリカのプロパティ  

これらの設定により、マスタとレプリカの両方でサーバのプロパ

ティを確立します。 一部の設定はサーバタイプごとに異なります。  

■ ホスト接続のプロパティ -- IP アドレス、ポート番号およびマス

タとレプリカの完全修飾名を入力します。 

■ レプリケーションのプロパティ -- これらのプロパティはマス

タとレプリカで異なります。 詳細については、「Arcserve RHA 

管理者ガイド」を参照してください。  

■ スプールのプロパティ -- サイズ、最小ディスク空き容量、およ

びディレクトリ パスを設定します。 詳細については、「スプー

ル ディレクトリの設定 (P. 119)」を参照してください。  

■ イベント通知のプロパティ -- 実行するスクリプトを指定する

か、電子メール通知を選択するか、またはイベント ログに書き

込みます。 

■ レポートのプロパティ -- 同期レポートまたはレプリケーショ

ン レポートを選択し、配布またはスクリプトの実行を指定しま

す。 

■ （レプリカ）スケジュール タスク -- アシュアード リカバリを

使用したレプリカ整合性テストを含むタスクを設定または一

時停止します。 詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」

を参照してください。  

■ （レプリカ）リカバリ プロパティ -- レプリカの、遅延、データ

のリワインドのプロパティ、またはスケジュール タスクを設定

します。 
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［HA プロパティ］タブの設定  

これらの設定でスイッチオーバーおよびスイッチバックの実行方法を

制御します。  

■ スイッチオーバーのプロパティ -- 自動または手動スイッチオー

バーを選択し、スイッチオーバーホスト名とリバース レプリケー

ション設定を指定します。 

■ ホストのプロパティ -- マスタとレプリカの完全修飾名を指定しま

す。 

■ ネットワーク トラフィック リダイレクションのプロパティ -- ［IP 

移動］、［DNS リダイレクト］、［コンピュータ名の切り替え］

または［ユーザ定義スクリプト］を選択します。  

■ Is Alive のプロパティ -- ハートビート周期およびチェック方式を設

定します。 

■ DB 管理のプロパティ（ファイル サーバ シナリオには適用されませ

ん） -- データベース サーバ上の共有またはサービスを管理するよ

うに Arcserve RHA を設定します。 

■ 成功時のアクションのプロパティ -- 使用するカスタム スクリプト

および引数を定義します。  
 

データ リカバリ プロセス 

なんらかのイベントが原因でマスタ データが損失した場合、任意のレプ

リカからデータをリストアできます。 リカバリ プロセスは、同期処理を

逆方向（レプリカからマスタ）に行うものです。 

Arcserve RHA では、以下の 2 つの方法でデータをリカバリできます。  

■ レプリカからマスタへの損失データのリカバリ -- このオプションは

逆方向の同期プロセスであり、シナリオを停止する必要があります 

（このオプションは、Oracle、SQL または Exchange シナリオでは推奨

されません）。 

■ 特定のイベントまたは時点からの損失データのリカバリ（データのリ

ワインド） -- このオプションでは、タイムスタンプ付きのチェックポ

イントおよびユーザ定義のブックマークを使って、マスタ上の破損

データを、破損前のある時点までロールバックします。  

重要： リカバリを開始するには、レプリケーションを停止する必要があり

ます。 
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レプリカからの損失データのリカバリ 

以下の手順は、どのサーバ タイプでも共通です。 

レプリカから全損失データをリカバリする方法 

1. マネージャの［シナリオ］ペインで、対象のシナリオを選択し、停止

します。 

2. （データベース アプリケーションの場合のみ）マスタ ホスト上でデー

タベース サービスを停止します。 

3. マネージャで、シナリオ フォルダからレプリカ ホストを選択します。 

複数のレプリカがシナリオに関連している場合は、データのリカバリ

元となるレプリカを選択します。 ［データのリストア］オプションが

有効になります。  

4. ［ツール］メニューから［データのリストア］を選択するか、標準の

ツールバーにある［データのリストア］ボタンをクリックします。  

注： マネージャへのログインに使用したユーザ認証情報がレプリカ上

のエンジンの操作に必要な認証情報と異なる場合、［ユーザ認証情報］

ダイアログ ボックスが表示され、選択したレプリカ用のログオン アカ

ウントの詳細を入力するように求められます。  

データのリストア ウィザードの［リカバリ方法］ページが表示されま

す。 

注： ［データのリワインド］プロパティが［オン］に設定されている

場合は、別の［データのリストア］ダイアログが表示されます。 この

場合、最初のオプション、つまり［レプリカ上のデータでマスタ上の

すべてのデータを上書きします］を選択します。 このオプションでは、

リワインドせずにデータをリストアします。  
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5. ［次へ］をクリックします。 ［同期方法］ページが表示されます。 

6. 適切な同期方法が選択されていることを確認します。 詳細については、

「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  ［完了］ボタ

ンをクリックします。 

リカバリ プロセスの開始が完了すると、Arcserve RHA では、選択した

レプリカをルートとし、マスタを転送先ノードとした一時的なリバー

ス ツリーが作成されます。 マスタのリカバリ プロセスが終了すると、

一時的なシナリオは削除され、［イベント］ペインに「同期処理が終

了しました」というメッセージが表示されます。 

注： 一時的なリカバリ シナリオの実行中にエラーが発生した場合、リ

カバリ シナリオが停止し、［シナリオ］ペインに残ることがあります。 

このような場合は、これを右クリックし、ポップアップ メニューから

［削除］オプションを選択して削除する必要があります。 リカバリ シ

ナリオが削除されると、［シナリオ］ペインに元のシナリオが再表示

されます。 次に、元のシナリオを再実行し、必要に応じてリカバリ プ

ロセスを繰り返すことができます。  
 

7. デフォルトでは、データ リカバリが実行されると、同期レポートが生

成されます。 

これで、レプリケーション プロセスを元のシナリオで再開できます。 
 

アクティブ サーバのリカバリ 

状況によっては、データ同期プロセスを完了させずに、マスタ サーバま

たはレプリカ サーバを強制的にアクティブ サーバにする必要が生じるこ

とがあります。  

たとえば、スイッチオーバーは発生したものの、レプリカ サーバ上のデー

タが変更されていない場合などです。 この場合、マスタ サーバ上には、

より新しいデータがある可能性があり、レプリカからマスタ サーバへの

データの同期は望ましくありません。 Arcserve RHA では、アクティブ サー

バのリカバリ プロセスを使用できます。 このオプションを使用するには、

シナリオが停止していることを確認して、［ツール］メニューから［アク
ティブ サーバのリカバリ ］を選択します。 
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重要： このオプションは多くの場合正しい選択となりますが、使用には注

意が必要です。 不適切に使用すると、データが失われることがあります。 

Arcserve RHA では通常、すべてのデータが同期されるまで、ホストから他

のホストへのスイッチオーバーは認められません。 このように設計され

ているのは、ユーザが古いデータ セットにリダイレクトされ、そのデー

タセットがそれよりも新しい可能性のあるデータを上書きしてしまうこ

とを避けるためです。 「アクティブ サーバのリカバリ」を使用すると、

どのサーバに正しいデータ セットがあるかに関係なく、強制的にいずれ

かのサーバにリダイレクトされます。 そのため、管理者はアクティブに

するサーバに最も新しいデータ セットがあることを手動で確認する必要

があります。 
 

アクティブ サーバのリカバリ方式で問題が解決されない場合は、手動で

サーバをリカバリできます。 詳細については、「サーバのリカバリ (P. 40)」

を参照してください。  
 

強制的にアクティブにするサーバに応じて、［マスタのアクティブ化］ま

たは［レプリカのアクティブ化］を選択します。 

 

重要： 障害発生時に有効なスイッチオーバーが発生し、ユーザが一定期間

レプリカ サーバにリダイレクトされた場合には、マスタ サーバをアク

ティブにする前に、レプリカ サーバでのすべての変更をマスタにレプリ

ケートする必要があります。 このような状況で［アクティブ サーバのリ
カバリ］を使用すると、データが失われます。 
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ブックマークの設定 

「ブックマーク」は、どの状態に戻すかを示すために手動で設定される

チェックポイントです。 データが不安定になる可能性があるアクティビ

ティが発生する直前にブックマークを設定することをお勧めします。 

ブックマークは、過去のイベントに対してではなく、リアルタイムに設定

されます。 

注：  

■ このオプションは、［リカバリ］ - ［データのリワインド］オプショ

ンを［オン］に設定した場合のみ使用できます（デフォルトの設定は

［オフ］です）。 

■ 同期処理中はブックマークを設定できません。 

■ フル システム HA シナリオには手動でブックマークを挿入できます。 

ブックマークの設定方法 

1. 対象のシナリオが実行中のときに、データをリワインドするレプリカ 

ホストをシナリオ ペインで選択します。 

2. ［ツール］メニューの［リワインド ブックマークの設定］オプション

を選択します。 

［リワインド ブックマーク］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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［リワインド ブックマーク］ダイアログ ボックスに表示されるテキス

トは、［リワインド ポイントの選択］ダイアログ ボックスにブック

マーク名として表示されます。 デフォルトの名前には、日付と時間が

含まれます。 

3. ブックマークのデフォルト名をそのまま使用するか、別の名前を入力

して、［OK］をクリックします。  

注： 対象のブックマークを簡単に見つけることができるよう、意味の

ある名前を付けることをお勧めします。 

ブックマークが設定されます。 

注： フル システム HA のような一部のシナリオでは、ブックマークが作成

されるまで、ジャーナル変更の適用は一時停止され、作成後に再開されま

す。 
 

データのリワインド 

データのリワインドによるリカバリ方法では、データを破損前の時点にリ

ワインドできます。 リワインド プロセスは、逆方向の同期処理が始まる

前に、レプリカ サーバで実行されます。 データのリワインドでは、リワ

インド ポイントまたはブックマークを使用して、現在のデータを以前の

状態にリセットできます。 

このオプションは、［リカバリ］ - ［データのリワインド］オプションを

［オン］に設定した場合のみ使用できます。 
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このオプションが［オフ］に設定されている場合、システムはデータのリ

ワインド ポイントを登録しません。 データのリワインド パラメータの詳

細（保存期間、最大ディスク サイズ）については、「Arcserve RHA 管理者
ガイド」を参照してください。 

重要： データのリワインド プロセスは、一方向にのみ実行できます。つま

り、一度戻したものを再度先に進めることはできません。 リワインド後、

リワインド ポイント以後のすべてのデータは失われます。これは、リワ

インド ポイント以降のデータが新しいデータで上書きされるためです。 

注： リワインド ポイントの自動登録が開始されるのは、同期プロセスが完

了し、「同期処理中の変更はすべてレプリケートされました」というメッ

セージが［イベント］ペインに表示されてからになります。 同様に、同

期処理中にブックマークを手動で設定することはできません。 以下の例

では、ファイル サーバ シナリオが使用されていますが、手順はすべての

シナリオ タイプで同様です。  
 

リワインド ポイントを使用して損失データをリカバリする方法 

1. マネージャのシナリオ ペインから停止するシナリオを選択し、停止し

ます。 

2. （データベース アプリケーションの場合のみ）マスタ ホスト上でデー

タベース サービスを停止します。 

3. シナリオ フォルダからレプリカ ホストを選択します。 

注： 対象のシナリオに複数のレプリカ サーバが関連している場合は、

データをリカバリするレプリカを選択します。 

 
 

4. ［ツール］メニューから、［データのリストア］を選択するか、［デー

タのリストア］  ボタンをクリックします。 ユーザ認証情報の入力

を求められたら、該当する情報を入力して、［OK］をクリックします。  

データのリストア ウィザードの［リカバリ方法］ページが表示されま

す。 
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5. いずれかのデータのリワインド オプションを選択します。リワインド 

データをマスタに同期して戻す（オプション 2）か、レプリカにのみ

残す（オプション 3）かを選択します。 

注：  

■ マネージャへのログインに使用したユーザ認証情報がレプリカ上

のエンジンの操作に必要な認証情報と異なる場合、［ユーザ認証

情報］ダイアログ ボックスが表示され、選択したレプリカ用のロ

グオン アカウントの詳細を入力するように求められます。 

■ ［レジストリ キー同期を含める］チェックボックスが有効になる

のは、シナリオの開始前にこのオプションを有効にした場合のみ

です。 このチェックボックスが有効な場合、このチェックボック

スをオンにして、同期されたレジストリ キーをリカバリ プロセス

に含めることができます。  

データのリワインド オプションを選択すると、リカバリ シナリオが自

動的に作成されます。 このリカバリ シナリオは、リワインド プロセ

スの最後まで実行されます。 

6. ［次へ］をクリックします。  

［リワインド ポイントの選択］ページが表示されます。 

7. しばらくすると［リワインド ポイントの選択］ボタンが有効になるた

め、クリックして既存のリワインド ポイントを表示します。 
 

［リワインド ポイントの選択］ダイアログ ボックスが表示されます。 

［リワインド ポイントの選択］ダイアログ ボックスに、現在保護して

いるアプリケーションに応じたすべてのリワインド ポイントのリス

トが表示されます。 これには、システムおよびユーザ定義のブック

マークによって自動的に登録されたフォルダやファイルの変更も含ま

れます。   

このリストは、左側の［リワインド ポイントのフィルタ］ペインを使っ

て、リワインド ポイントのタイプやその他の基準でフィルタリングで

きます。  

8. リワインド ポイントを選択して、［OK］をクリックします。 

注： リワインド ポイントとしてブックマークを使用する場合は、実際

のイベントに最も近いリワインド ポイントを選択することをお勧め

します。 
 



vCenter Server  のレプリケーションおよびハイ アベイラビリティ 

 

第 2 章： VMware vCenter Server 環境の保護  39  
 

［リワインド ポイントの選択］ページに戻ります。ここには、選択し

たリワインド ポイントに関する情報が表示されています。 

9. ［次へ］をクリックします。  

［同期方法］ページが表示されます。 
 

10. ［ブロック レベル同期］を選択して、［終了］をクリックします。 

注： マネージャへのログインに使用したユーザ認証情報がレプリカ上

のエンジンの操作に必要な認証情報と異なる場合、［ユーザ認証情報］

ダイアログ ボックスが表示され、選択したレプリカ用のログオン アカ

ウントの詳細を入力するように求められます。 

Arcserve RHA は、選択したポイントまでデータをリワインドします。 リ

ワインド プロセスが終了すると、［イベント］ペインに「リワインド 

プロセスが正常に完了しました」というメッセージが表示されます。 

レプリカ上のデータでマスタ上のデータを置換するように選択してい

る場合、Arcserve RHA はレプリカからマスタへの同期処理を開始しま

す。 プロセスが終了すると、一時的なリカバリ シナリオは停止して削

除されます。 

デフォルトでは、データ リカバリが実行されると、同期レポートが生

成されます。 レプリケーション プロセスを元のシナリオで再開できる

ようになります。 
 

vCenter マシンでデータをリストアする方法 

リワインド ポイントを使用するときには、vCenter Server の［リワインド ポ

イントの選択］ダイアログ ボックスに専用のビューを表示できます。 

［vCenter］オプションをクリックして、このビューを有効にし、目的のマ

シンからリワインド ポイントを選択します。  
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サーバのリカバリ 

Arcserve RHA は、レプリカ サーバがアクティブになるタイミングを検出し、

リカバリ プロセスを自動的に実行することができます。 何らかの理由で

リカバリが正常に完了しない場合、以下の手順を実行してください。  

■ 「アクティブ サーバのリカバリ」の手順を実行します。 詳細について

は、「アクティブ サーバのリカバリ」を参照してください。 

■ ［アクティブ サーバのリカバリ］の手順で問題が解決されない場合に

は、以下の手動タスクのうち、使用するリダイレクション方式に適し

た 1 つ以上のタスクを試してください。 

– IP リダイレクションを使用している場合、その IP アドレスを削除

します。 IP 移動リダイレクションをサポートしていないシナリオ

には、この方法は使用できません（Hyper-V HA、CS HA）。 詳細に

ついては、「障害の発生したサーバの手動リカバリ - IP アドレスの

移動 (P. 41)」を参照してください。 

– コンピュータ名の切り替えリダイレクションを使用している場合、

その名前を手動で切り替えます。 コンピュータ名の切り替えリダ

イレクションをサポートしていないシナリオには、この方法は使

用できません（Hyper-V HA、Exchange HA、ローカルの Oracle を使

用している場合は vCenter HA）。 詳細については、「障害の発生

したサーバの手動リカバリ - コンピュータ名の切り替え (P. 41)」を

参照してください。 

– IP と、コンピュータ名の切り替えリダイレクション方式の両方を

使用している場合には、IP を削除し、コンピュータ名を切り替え

てください。 IP 移動リダイレクションとコンピュータ名の切り替

えリダイレクションをサポートしていないシナリオ（Exchange、CS 

HA）には、この方法は使用できません。 詳細については、「障害

の発生したサーバの手動リカバリ - IP とコンピュータ名の切り替

えを使用している場合 (P. 43)」を参照してください。 
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障害の発生したサーバの手動リカバリ - IP アドレスの移動 

IP リダイレクションを使用する場合は、IP を手動で削除する必要がありま

す。 IP 移動リダイレクションをサポートしていないシナリオには、この

方法は使用できません（Hyper-V HA、CS HA）。 

IP 移動リダイレクション使用時に、障害の発生したサーバをリカバリする方法 

1. IP の競合エラーを防ぐため、マスタ サーバをネットワークに接続しな

いで起動します。 

2. ［TCP/IP のプロパティ］ダイアログ ボックスから、追加の IP アドレス

を削除します。  

3. サーバを再起動し、ネットワークに再接続します。  

4. シナリオがまだ実行されていない場合は、マネージャからシナリオを

実行します。 自動リバース レプリケーションがオンに設定されている

と、シナリオはバックワード モードで実行されるため、レプリカ サー

バがアクティブになり、マスタ サーバがスタンバイになります。 

5. 同期が完了するまで待ちます。  

6. マスタを再度アクティブにするために、手動スイッチオーバーを実行

します。 この作業は、通常の業務時間外に行うことをお勧めします。  
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障害の発生したサーバの手動リカバリ - コンピュータ名の切り替え 

重要： Oracle がローカルにインストールされ、vCenter Server によって使用

されている場合、［コンピュータ名の切り替え］リダイレクション方式は

サポートされません。  

［コンピュータ名の切り替え］リダイレクション方式を使用して、障害の発生した

サーバを手動でリカバリする方法 

1. ネットワーク名の重複を防ぐため、マスタ サーバをネットワークに接

続しないで起動します。  

2. サーバの名前を <新規サーバ名>-RHA に変更して、一時的なワークグ

ループに移動します。 たとえば、サーバの名前が「Server1」の場合、

これを「Server1-RHA」に変更します。 マシンを再起動する必要があり

ます。 再起動が完了した後、開始できなかったサービスが 1 つ以上あ

ることを示すエラー メッセージが表示されます。このエラー メッセー

ジは無視してください。通常、エンジンはドメイン アカウントで動作

するため、この状況では正常なメッセージです。  

3. ネットワークに接続します。 

4. ドメインに再接続して、手順 2 で割り当てた -RHA 名を使用しているこ

とを確認します。  

5. コンピュータを再起動します。  

6. シナリオがまだ実行されていない場合は、マネージャからシナリオを

実行します。 （自動リバース レプリケーションがオンに設定されてい

ると、シナリオはバックワード モードで実行されるため、レプリカ 

サーバがアクティブになり、マスタ サーバがスタンバイになります）。  

7. 同期が完了するまで待ちます。 マスタをアクティブにするために、手

動スイッチオーバーを実行します。 この作業は、通常の業務時間外に

行うことをお勧めします。  
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障害の発生したサーバの手動リカバリ - IP とコンピュータ名の切り替えを使用している場合 

IP と、コンピュータ名の切り替えリダイレクション方式の両方を使用して

いる場合には、手動で IP アドレスを削除し、コンピュータ名を切り替え

てください。 IP アドレス移動リダイレクションとコンピュータ名の切り

替えリダイレクションをサポートしていないシナリオ（Exchange、CS HA）

には、この方法は使用できません。  

IP リダイレクションと、コンピュータ名の切り替えリダイレクション方法の両方を

使用して障害の発生したサーバを手動でリカバリする方法 

1. スイッチオーバーを発生させるハードウェア上の問題があれば、解決

します。 

2. IP の競合エラーを防ぐため、マスタ サーバをネットワークに接続しな

いで再起動します。 

3. ［TCP/IP のプロパティ］ダイアログ ボックスから、追加の IP アドレス

を削除します。  

4. ［システムのプロパティ］と［コンピュータ名］ダイアログ ボックス

で、コンピュータ名を <ServerName>-RHA に変更します。 たとえば、

サーバの名前が Server 3 の場合、これを Server 3-RHA に変更します。   

5. サーバを一時的なワークグループに割り当てます。  

6. コンピュータを再起動して変更を有効にします。 再起動が完了したら、

ネットワークを再接続します。 「システム起動時にエラーになった

サービスが、最低 1 つあります。」というメッセージは無視します。

ドメイン内で実行されているエンジンは現在使用できないため、この

状態は正常です。 

7. ドメインに再接続して、 -RHA 名を使用していることを確認し、再起動

します。  

8. リバース シナリオが開始され、レプリカ サーバがアクティブな役割を

引き受けます。 同期が完了するまで待ちます。  

9. ［スイッチオーバーの実行］ボタンをクリックして、手動でスイッチ

オーバーを実行し、マスタ サーバを再度アクティブにします。 
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vCenter Server シナリオのトラブルシューティング 

以下の情報は、エラーと警告の解決に役立つように提供されています。  

EM00589 vCenter に設定されたライセンス サーバに整合性がありません 

原因： 

マスタとレプリカのライセンス サーバの展開が同じではありません。 一

方はローカルにインストールされており、他方はリモートにインストール

されています。 これらのライセンス サーバは、マスタとレプリカで同じ

である必要があります。  

処置： 

レプリカ上のライセンス サーバ設定を再設定します。 
 

EM00590 vCenter に設定されたデータベースに整合性がありません 

原因：  

マスタ上のデータベース サーバの展開またはデータベース タイプがレプ

リカと異なります。同じである必要があります。  

処置： 

レプリカ上のデータベース設定を再設定します。  
 

EM00591 設定されている vCenter バージョンに整合性がありません 

原因：  

マスタ上の vCenter のバージョンがレプリカ上の vCenter のバージョンと

異なります。これらは同一である必要があります。  

処置：  

vCenter をレプリカに再インストールします。  
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EM00592 vCenter に設定された分散データベースに整合性がありません 

原因： 

マスタ上のデータベース サーバのホスト名またはインスタンス名がレプ

リカ上のものと異なります。これらは同じ名前である必要があります。  

処置： 

レプリカ上のデータベース設定を再設定します。  
 

EM00594 vCenter に設定されているデータベース ユーザ名が同じではありま

せん 

原因： 

マスタ上のデータベース サーバへのアクセスに使用されている vCenter 

のアカウントがレプリカ上のアカウントと異なります。これらは同一でな

ければなりません。  

処置： 

レプリカ上の ODBC 設定を再設定します。  
 

EM00596 vCenter のレプリカ上で設定されている Oracle サーバ名が localhost 

ではありません 

原因： 

これは設定エラーです。  

処置：  

レプリカ上で「localhost」をホスト名として使用して ODBC 設定を変更し

ます。  
 

EM00597 vCenter のレプリカ上で設定されている SQL Server 名が localhost で

はありません 

原因： 

これは設定エラーです。  

処置：  

レプリカ上で「localhost」をホスト名として使用して ODBC 設定を変更し

ます。  
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EM00598 設定されている vCenter データベース名に整合性がありません 

原因： 

これは、設定に問題があります。 

処置： 

レプリカ上のデータベース設定をマスタ上のデータベース設定と一致す

るように、データベース設定を再設定します。  
 

EM00599 マスタ <IP Address> 上の vCenter データベースは分散されて展開さ

れていて、AR はサポートされていません 

原因： 

vCenter Server データベースがリモート マシン上にある場合、AR はサポー

トされません。  

処置： 

Arcserve RHA を再起動します。 Arcserve RHA でリモート データベースの展

開が検出されると、AR オプションが選択不可になります。  
 

ER00603 不明なパラメータです。 vCenter の設定を比較できません 

原因： 

これは内部プログラム エラーが原因です。 

処置： 

もう一度試してください。 
 

ER00604 vCenter HA 情報が初期化されていません 

原因： 

マスタまたはレプリカ上のエンジンに問題があります。  

処置： 

エンジンが動作していることを確認して、再試行してください。 
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EM00590 vCenter に設定されたデータベースに整合性がありません 

原因： 

マスタ上のデータベース サーバ タイプがレプリカ上のものと異なります。

これらは同じである必要があります。  

処置： 

レプリカ上のデータベース サーバを再設定します。  
 

ER00605 DB サーバの設定に失敗しました 

原因： 

レプリカ上のレジストリ設定（HKEY_LOCAL_MACHINE_SOFTWARE¥VMware, 

Inc.¥VMware vCenter¥DB）に誤りがあります。 

処置： 

vCenter の ODBC 設定が正しいことを確認し、レジストリ キーを確認しま

す。 レジストリ キーがない場合は、レプリカに vCenter を再インストール

します。  
 

ER00606 ライセンス サーバの設定に失敗しました 

原因： 

レプリカ上のレジストリ設定（HKEY_LOCAL_MACHINE_SOFTWARE¥VMware, 

Inc.¥VMware vCenter¥vCenter）に誤りがあります。 

処置： 

レジストリ キーを確認します。 レジストリ キーがない場合は、レプリカ

に vCenter を再インストールします。  
 

ER00607 Managed IP の設定に失敗しました 

原因： 

レプリカ上のレジストリ設定（HKEY_LOCAL_MACHINE_SOFTWARE¥VMware, 

Inc.¥VMware vCenter¥vCenter）に誤りがあります。 

処置： 

レジストリ キーを確認します。 レジストリ キーがない場合は、レプリカ

に vCenter を再インストールします。  
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ER00608 DB パスワードの設定に失敗しました 

原因： 

レプリカ上のレジストリ値「3」

（HKEY_LOCAL_MACHINE_SOFTWARE¥VMware, Inc.¥VMware vCenter¥DB）に

誤りがあります。 

処置： 

レジストリ キーを確認します。 レジストリ キーがない場合は、レプリカ

に vCenter を再インストールします。  
 

ER00609 Web アクセス ポートの設定に失敗しました 

原因： 

レプリカ上のレジストリ値「WebCenterPort」

（HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥VMWare, Inc.¥VMware vCenter）に誤

りがあります。 

処置： 

レジストリ キーを確認します。 レジストリ キーがない場合は、レプリカ

に vCenter を再インストールします。  
 

WM00529 vCenter に設定された分散ライセンス サーバに整合性がありません 

原因： 

レプリカ上の HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥VMware, Inc.¥VMware 

vCenter キーのレジストリ値「License Path」はマスタ上のレジストリ値と

同じでなければなりません。  

処置： 

レプリカ上のライセンス サーバ設定を再設定します。 
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WM00531 vCenter に設定されたライセンス サーバに整合性がありません 

原因： 

マスタとレプリカのライセンス サーバの展開が同じではありません。 一

方はローカルにインストールされており、他方はリモートにインストール

されています。 これらのライセンス サーバは、マスタとレプリカで同じ

である必要があります。  

処置： 

レプリカ上のライセンス サーバ設定を再設定します。 
 

WM00532 vCenter に設定されたデータベースに整合性がありません 

原因：  

マスタ上のデータベース サーバの展開またはデータベース タイプがレプ

リカと異なります。同じである必要があります。  

処置： 

レプリカ上のデータベース設定を再設定します。  
 

WM00533 設定されている vCenter バージョンに整合性がありません 

原因：  

マスタ上の vCenter のバージョンがレプリカ上の vCenter のバージョンと

異なります。これらは同一である必要があります。  

処置：  

vCenter をレプリカに再インストールします。  
 

WM00534 vCenter に設定された分散データベースに整合性がありません  

原因： 

マスタ上のデータベース サーバのホスト名またはインスタンス名がレプ

リカ上のものと異なります。これらは同じ名前である必要があります。  

処置： 

レプリカ上のデータベース設定を再設定します。  
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WM00535 <IP Address> から vCenter 情報を受信できません 

原因： 

これは内部プログラム エラーです。エンジンが切断されたか、タイムア

ウトになりました。 

処置： 

しばらく待ってから、後でもう一度要求を実行してください。  
 

WM00536 vCenter に設定されているデータベース ユーザ名が同じではありま

せん 

原因： 

マスタ上のデータベース サーバへのアクセスに使用されている vCenter 

のアカウントがレプリカ上のアカウントと異なります。これらは同一でな

ければなりません。  

処置： 

レプリカ上の ODBC 設定を再設定します。  
 

WM00537 vCenter 上で設定されている WebCenter ポートが同じではありませ

ん 

原因： 

マスタ上の WebCenter ポートがレプリカ上に設定されているポートと異

なります。これらは同一である必要があります。  

処置： 

レプリカ上に vCenter を再インストールし、WebCenter ポートがマスタと

同じになるようにします。  
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WM00538 vCenter で管理されている IP <IP Address> が、IP 移動リストで設定さ

れていません。 

原因： 

vCenter の Managed IP を設定しましたが、スイッチオーバー プロパティ リ

ストにある IP 移動プロパティに追加しませんでした。  

処置： 

スイッチオーバーのプロパティを設定するときに、管理 IP アドレスを IP 

移動リストに追加します。  
 
 

WM00540 vCenter のレプリカ上で設定されている SQL Server 名が localhost で

はありません 

原因： 

これは設定エラーです。  

処置：  

レプリカ上で「localhost」をホスト名として使用して ODBC 設定を変更し

ます。  
 

WM00541 vCenter のレプリカ上で設定されているライセンス サーバ名が 

localhost ではありません  

原因： 

これは設定エラーです。 

処置： 

レプリカ上で「License Path」の値を「xxxx@localhost」スタイルに変更し

ます。 

WM00542 vCenter で設定されているライセンス サーバ ポートに整合性があり

ません 

原因： 

これは設定エラーです。  

処置： 

vCenter を再インストールして、レプリカ上でライセンス サーバを再設定

します。  
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WM00543 設定されているライセンス ファイル フォルダに整合性がありません 

原因： 

これは、設定に問題があります。  

処置： 

vCenter を再インストールして、ライセンス ファイルの正しいフォルダを

指定します。  
 

WM00544 設定されている vCenter データベース名に整合性がありません 

原因： 

これは、設定に問題があります。 

処置： 

レプリカ上のデータベース設定をマスタ上のデータベース設定と一致す

るように、データベース設定を再設定します。  
 

WM00588 vCenter に設定された分散ライセンス サーバに整合性がありません 

レプリカ上の HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥¥VMware, Inc.¥¥VMware 

vCenter キーのレジストリ値「License Path」はマスタ上のレジストリ値と

同じでなければなりません。  

処置： 

レプリカ上のライセンス サーバ設定を再設定します。 
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Oracle データベースのトラブルシューティング 

スイッチオーバーの後に Oracle データベースが開始しない  

症状： 

私は vCenter Server HA シナリオで Oracle データベースを使用しています。 

スイッチオーバーの後、Oracle データベースが再起動せず、以下のエラー

が表示されます。  

■ ER00319, 83, Error, <HOSTNAME><DATE/TIME>, Switchover Aborted 

■ ER00303, 82, Error, <HOSTNAME><DATE/TIME>, Unable to start vCenter 
Services 

■ ER00360, 81, Error, <HOSTNAME><DATE/TIME>, Unable to start vCenter 
after switchover. Service 'vpxd' not started 

解決策： 

これらのエラーは、Oracle データベースが正常に以下のスイッチオーバー

をマウントできなかった場合に発生します。 コマンド ラインを使用して

問題を解決してください。 

1. シャットダウンします。 

[ORACLE_HOME]¥bin¥oradim.exe -shutdown -sid orcl -usrpwd * -shutmode immediate 

2. 再度開始します。  
[ORACLE_HOME]¥bin¥oradim.exe -startup -sid orcl -usrpwd * -nocheck 0 

 

リダイレクション方式 

リダイレクションの仕組み 

Arcserve RHA がサポートする各サーバ タイプは、1 つ以上のリダイレク

ション方式を使用するように設定できます。 環境およびビジネス ニーズ

に基づいて、リダイレクション方式を有効にする必要があります。 以下

のセクションでは、VMware vCenter でサポートされるリダイレクション方

式について説明します。 

注： Microsoft Exchange Server 2010 の場合、デフォルトでは、このリダイレ

クション方式で利用できるのは、IP 移動のみです。 さらに、すべてのリ

ダイレクション方式がオフに設定されていても、Exchange Server 2010 HA 

シナリオは問題なく動作します。 
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DNS リダイレクション 

DNS リダイレクションにより、マスタ サーバーの DNS 「A」レコードがレ

プリカ サーバの IP アドレスに解決されるように変更されます。 マスタに

障害が発生すると、レプリカ サーバが該当する DNS レコードを変更し、

マスタ サーバへの参照がマスタの IP アドレスではなくレプリカの IP アド

レスに解決するようにします。 このリダイレクション方式は、ネットワー

クの再構成を必要とせず、LAN ネットワーク構成と WAN ネットワーク構

成で動作します。 

DNS リダイレクトは A （ホスト）タイプ レコードのみに有効で、CNAME （エ

イリアス）レコードを直接、更新することはできません。 しかし、CNAME 

レコードが変更された A レコードをポイントしている場合は、間接的にリ

ダイレクトされます。 

デフォルトではマスタ サーバ名が付いたレコードが使用されるように設

定されていますが、［DNS 設定］の［スイッチオーバー プロパティ］タブ

にあるマスタ名を使用して、任意の DNS A（ホスト）レコードにリダイレ

クトするように Arcserve RHA を設定することができます。 
 

IP 移動リダイレクション 

IP 移動リダイレクションは、マスタ サーバの IP アドレスのレプリカ サー

バへの移動に関わります。  

このリダイレクション方式は仮想マシンのシナリオでよく使われ、マスタ 

サーバとレプリカ サーバが同じネットワーク セグメントにある LAN 環境

でのみ使用できます。 この構成で、マスタ サーバでスイッチオーバーが

発生すると、レプリカ サーバがマスタ サーバに割り当てられた 1 つ以上

の IP アドレスを引き継ぎます。  

重要： この方式は、両方のサーバが同じ IP サブネットにある場合のみ使用

できます。 

IP 移動をリダイレクション方式として使用する場合は、最初にマスタ ホ

ストに IP アドレスを追加する必要があります。 詳細については、「マス

タ サーバでの IP アドレスの追加」を参照してください。  
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マスタ サーバでの IP 追加 

HA シナリオで IP 移動リダイレクションを使用するには、マスタ ホストに 

IP アドレスを追加する必要があります（以下の手順では「Arcserve-IP」と

記述します）。この新しい IP アドレスは、Arcserve RHA 内部の通信および

レプリケーションに使用されます。これは、スイッチオーバー（レプリカ 

サーバにスイッチ）が発生すると、現在の実運用 IP アドレスがマスタで

使用できなくなるために必要になります。 

重要：IP 移動リダイレクション方式を使用している場合のみ、以下の手順

を実行してください。  
 

マスタ サーバへの IP アドレスの追加方法 

1. ［コントロール パネル］を開いて、［ネットワーク接続］を選択しま

す。 

2. ［ローカルエリア接続］を右クリックして、［プロパティ］を選択し

ます。 
 

3. ［インターネット プロトコル（TCP/IP）］をクリックして、［プロパ

ティ］ボタンをクリックします。 

4. ［詳細設定］をクリックします。  
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5. ［追加］をクリックして、追加の IP アドレス（Arcserve-IP）を入力し

ます。  

以下のスクリーン ショットでは、<Arcserve>-IP IP アドレスは 

192.168.220.23、現在使用されているサーバ IP アドレスは 

192.168.220.111 です。 

 
 

6. ［追加］をクリックします。 

7. ［OK］をクリックします。  
 

8. ［OK］をクリックして、LAN 設定を終了します。  

マスタに IP を追加した後、HA シナリオに <Arcserve>-IP を追加する必要が

あります。HA シナリオに <Arcserve>-IP アドレスを追加するには、以下の 2 

つの方法があります。 

■ 新規シナリオの場合、ウィザードから直接追加 

■ 既存のシナリオの場合、マスタ ホスト名を変更して追加 

これら 2 つの方法の手順は以下のとおりです。  
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既存のシナリオへの <Arcserve>-IP の追加 

この手順は、IP 移動リダイレクション方式を使用する場合にのみ実行しま

す。  

既存のシナリオに <Arcserve>-IP を追加する方法： 

1. ［シナリオ］ペインで、必要なマスタ ホストを選択します。 

 
 

2. マスタを右クリックして、ポップアップ メニューから［名前の変更］

を選択します。次に、<Arcserve>-IP アドレスを入力します。 

3. ［フレームワーク］ペインで、［スイッチオーバー］タブを選択し、

スイッチオーバー ホストとしてレプリカ サーバを選択します。 
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4. ［IP 移動 ］オプションを［オン］に設定します。［IP 移動］ - ［IP/マ

スク］ に示される IP アドレスが実運用サーバの IP アドレス（これが

スイッチオーバーする IP アドレスです）と一致していることを確認し

ます。複数の IP アドレスを移動する場合は、［ここをクリックすると

新しい IP/マスクを追加します。］を選択して複数の実運用 IP アドレ

スを追加できます。  
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新規シナリオへの <Arcserve>-IP の追加 

注：この手順は、IP 移動リダイレクション方式を使用する場合にのみ実行

します。  

シナリオ作成ウィザードの初期実行時に、［マスタ ホスト名/IP］および

［レプリカ ホスト名/IP］ボックスに、サーバ名の代わりに <Arcserve>-IP お

よびレプリカ IP アドレスを入力します。 

 
 

コンピュータ名の切り替えリダイレクション 

クライアントがマスタ サーバ名を使用して接続されているファイル共有

をリダイレクトする場合は、［コンピュータ名の切り替え］を有効にしま

す。 たとえば、マスタ サーバの名前が fs01 で、クライアントが 

¥¥fs01¥sharename または ¥¥fs01.domain.com¥sharename に接続されている

場合は、コンピュータ名の切り替え方式を使用すると、クライアントは

フェールオーバ サーバにリダイレクトされます。 Active Directory 環境でコ

ンピュータ名の切り替えリダイレクションを使用するには、マスタとレプ

リカの両方が同じドメインに属している必要があります。  
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また、もう一方の方式も有効にしておくことをお勧めします。 DNS リダイ

レクションとコンピュータ名の切り替えリダイレクションの両方を使用

するのが一般的です。 Arcserve RHA では、一時的な名前をマスタ サーバに

割り当て、そのコンピュータ名をレプリカ サーバに引き継いで使用する

ことで、コンピュータ名の切り替えを実行します。  
 

Arcserve RHA ではレコードを直接更新するため、通常は再起動の必要があ

りません。 しかし、スイッチオーバー後に問題が発生した場合は、再起

動のオプションをオンにして、再度テストしてみてください。 

注： Windows Server 2008 システムの場合、コンピュータ名の切り替え方式

を使用する際、スイッチオーバーの発生後にコンピュータを再起動する必

要があります。 これを行うには、プロパティ［スイッチオーバー後に再

起動］を有効にします。 ただし、Windows 2008 Cluster システムの場合は、

このプロパティが有効でも、再起動されません。 手動で再起動し、SQL 

Sever サービスが実行されていることを確認する必要があります。 
 

コンピュータ名の切り替えを使用した自動リダイレクション 

可能な場合、Arcserve RHA はスイッチオーバ中にマスタ ホスト名を 「マス

タホスト名-RHA」に変更して、元の名前をレプリカ サーバに割り当てま

す。 この手順により、マスタの名前がレプリカ サーバに割り当てられる

ので名前の競合を防げます。 この場合、自動リバース レプリケーション

がオンに設定されていると、Arcserve RHA によりバックワード シナリオが

自動的に開始されます。 自動リバース レプリケーションがオフに設定さ

れている場合、［実行］ボタンを選択、または［ツール］メニューから［実

行］を選択して、手動でシナリオを再実行します。 バックワード シナリ

オを実行し、同期が完了すると、［スイッチオーバーの実行］をクリック

してスイッチバックできます。 
 

スクリプト リダイレクション 

Arcserve RHA では、ユーザ リダイレクション、またはビルトイン方式でカ

バーされていない追加手順を実行するために、カスタム スクリプトまた

はバッチ ファイルを実行できます。 上記の方式が適切でない、またはす

べての要件を満たさない場合は、「Arcserve RHA 管理者ガイド」でスクリ

プト リダイレクション方式の詳細を参照してください。 
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vCenter Server 環境はさまざまな方法で設定できるので、リダイレクショ

ンでは、障害発生時に vCenter Server、Web Access、データベース、ライセ

ンス サーバのすべてにアクセスできるようにする必要があります。 

vCenter の Managed IP 機能を使用することをお勧めします。 この機能を使

用している場合、vCenter Server システムの IP アドレスが変わると、この

システムに接続されている管理対象のホストが自動的に再接続されます。  

 

このリダイレクション方式を

使用している場合 

条件 実行するタスク 

コンピュータ名の切り替

え 

 

SQL Server をデータベースとして

使用し、データベース サーバがマ

スタ上にある場合... 

...追加の操作は不要です。 自動

環境設定により、レプリカ上の 

ODBC 設定はレプリカ上のロー

カルデータベース サーバに変

更されます。 

Oracle をデータベースとして使用

し、データベース サーバがマスタ

上にある場合... 

...追加の操作は不要です。 

データベース サーバ（SQL または 

Oracle）がリモート マシンにある場

合... 

...追加の操作は不要です。 

ライセンス サーバがマスタ上にあ

る場合... 

...レプリカ上のライセンス パ

スを次のレジストリ内のロー

カルのレプリカ ライセンス 

サーバを参照するように変更

します。  

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTW
ARE¥VMware, Inc.¥VMware 
vCenter Server 

キーの値： 
"LicensePath"="xxxxx@localhost
" 

ライセンス サーバがリモート マ

シンにある場合... 

...追加の操作は不要です。 

IP アドレスの移動 IP アドレスを使用して、vCenter 

Server にアクセスしている場合... 

...追加の操作は不要です。 自動

環境設定は、レジストリのライ

センス サーバのパスを変更し

ます。  
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このリダイレクション方式を

使用している場合 

条件 実行するタスク 

DNS  ホスト名を使用して、vCenter 

Server にアクセスしている場合... 

...DNS リダイレクション モー

ドを有効にします。 
 

スイッチオーバーとスイッチバック 
スイッチオーバーとスイッチバックは、マスタサーバとレプリカサーバ間

でアクティブな役割とパッシブな役割を交換し、マスタが現在アクティブ

な場合、スイッチオーバー後にパッシブに変わって、アクティブな役割を

レプリカに渡すことができるようにするプロセスのことです。 レプリカ

がアクティブな場合、スイッチオーバー後にパッシブに変わって、アク

ティブな役割をマスタに渡します。 スイッチオーバーは、ボタンをクリッ

クすると起動し、マスタが使用できないことが検出された場合には 

Arcserve RHA によって自動的に起動されます（［スイッチオーバーとリ

バース レプリケーションの開始］ダイアログ ボックスで［自動スイッチ

オーバーの実行］オプションをオンにしている場合）。 このオプション

をオフにすると、マスタ サーバがダウンしているので、Arcserve RHA マ

ネージャから手動でスイッチオーバーを開始できることがシステムに

よって通知されます。  
 

スイッチオーバーとスイッチバックの動作のしくみ 

HA シナリオの実行開始後、同期プロセスが完了すると、レプリカはマス

タが動作しているかどうか定期的にチェックします。デフォルトの間隔は 

30 秒です。 以下のタイプのモニタリング チェックを選択できます。  

■ Ping -- マスタに送信され、マスタが動作中で応答していることを検証

するリクエストです。 

■ データベース チェック -- 適切なサービスが実行中で、すべてのデータ

ベースがマウント済みであることを検証するリクエストです。 

■ ユーザ定義チェック -- 特定のアプリケーションをモニタするようにカ

スタマイズできる、カスタム リクエストです。 
 

これらのいずれかでエラーが発生すると、チェック全体が失敗と見なされ

ます。 設定されているタイムアウト期間中（デフォルトは 5 分）、すべて

のチェックが失敗する場合、マスタ サーバは停止しているものと見なさ

れます。 その後、HA シナリオの設定によって、Arcserve RHA はアラート

を送信するか、自動的にスイッチオーバーを開始します。  
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スイッチオーバーの開始方法は、HA シナリオの作成時に定義します。  

■ ［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ページで、

［スイッチオーバーを手動で開始する］オプションを選択している場

合は、手動スイッチオーバーを実行します。 詳細については、「スイッ

チオーバーの開始 (P. 64)」を参照してください。  

■ ［スイッチオーバーを自動的に開始する］オプションを選択している

場合でも、マスタの稼働中に手動スイッチオーバーを実行できます。 

システムをテストする場合や、マスタで何らかのメンテナンスを実行

している間、レプリカ サーバでアプリケーション サービスを続行する

場合などに、スイッチオーバーを開始できます。 トリガによる（自動）

スイッチオーバーは、管理者が［スイッチオーバーの実行］ボタンを

クリックして手動で開始するスイッチオーバーとほぼ同じですが、開

始が手動ではなく、マスタ サーバ上のリソースの障害によってトリガ

される点が異なります。 タイムアウト パラメータは変更できます。詳

細については、「Arcserve RHA  管理者ガイド」を参照してください。 
 

HA シナリオの作成時に、リバース シナリオを開始する方法を定義します。  

■ ［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ページで

［リバース レプリケーションを自動的に開始する］オプションを選択

している場合、元のマスタ サーバがオンラインであれば、逆方向のレ

プリケーション（レプリカからマスタ）がスイッチオーバーが正常に

完了した後に自動的に開始されます。  

■ ［リバース レプリケーションを手動で開始する］オプションをオンに

している場合、マスタ障害のないクリーンなスイッチオーバーのテス

ト後であっても、レプリカからマスタにデータを再同期する必要があ

ります。  
 

リバース レプリケーション機能をオフにしている場合、スイッチオー

バー発生後にリバース レプリケーションを開始するには、［実行］ボタ

ンをクリックします。 この機能の利点は、マスタ サーバとレプリカ サー

バがオンライン状態にあり、スイッチオーバーの間も接続されていた場合、

リバース方向での再同期の必要がない点です。 再同期では、マスタ サー

バとレプリカ サーバのデータの比較が行われ、リアルタイム レプリケー

ションの開始前に、どちらの変更データを転送するかが決められます。こ

の処理には時間がかかります。 自動リバース レプリケーションがオンに

なっており、スイッチオーバーの間も両方のサーバがオンラインだった場

合、再同期が行われずにレプリケーションがリバースされます。 この場

合のみ、再同期が必要ありません。 
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スイッチオーバーの開始 

自動または手動でスイッチ オーバーが開始された後は、すべて自動で処

理が行われます。 

注： 以下の手順では Exchange のシナリオを例として示していますが、すべ

てのサーバ タイプで手順は同様です。  

手動スイッチオーバーを開始する方法 

1. ［マネージャ］を開いて［シナリオ］ペインから該当するシナリオを

選択します シナリオが実行中であることを確認します。 

2. ［スイッチオーバーの実行］をクリックします。 

確認メッセージが表示されます。 
 

3. ［OK］をクリックします。  

マスタ サーバからレプリカ サーバへのスイッチオーバーが開始され

ます。 
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スイッチオーバー プロセスについての詳細な情報は、スイッチオー

バー中にイベント ペインに表示されます。 

スイッチオーバーが完了すると、シナリオは停止されます。 

 

注： 自動リバース レプリケーションが［自動開始］に指定されている

場合に限り、スイッチオーバー終了後もシナリオが継続実行される可

能性があります。  

［イベント］ペインに、「スイッチオーバーが完了しました」という

メッセージに続き、「シナリオは停止しています」というメッセージ

が表示されます。 

これで、マスタがスタンバイ サーバになり、レプリカがアクティブ 

サーバになります。 
 

スイッチバックの開始 

スイッチオーバーの開始後、それを手動と自動のどちらで開始したかにか

かわらず、ある時点でサーバの役割を逆にし、元のマスタをアクティブな

サーバに戻し、レプリカをスタンバイ サーバにする必要が生じます。 サー

バ間の役割を元に戻す前に、元のレプリカ サーバのデータで元のマスタ

のデータを上書きするかどうかを決定します。 上書きする場合は、最初

に「バックワード シナリオ」と呼ばれるリバース シナリオを実行する必

要があります。 

注： 以下の手順は、どのサーバ タイプでも同じです。  
 

手動スイッチバックを開始する方法 

1. ネットワーク上でマスタ サーバおよびレプリカ サーバが使用可能で

あること、およびエンジンが稼働中であることを確認します。  

2. ［マネージャ］を開いて［シナリオ］ペインから該当するシナリオを

選択します  
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3. 以下のいずれかを実行します。  

■ シナリオがすでに実行中の場合は、手順 4 に進みます。 

■ シナリオが実行されていない場合は、手順 1 ～ 3 を実行してから手

順 4 に進みます。   

a. ツールバー上で［実行］をクリックして、シナリオを開始しま

す。  

  Arcserve RHA はスイッチオーバーの実行を検出し、その状態と

設定を検証します。 検証完了後、検知された既存のエラーや警

告があればそれらが［検証結果］ダイアログ ボックスに一覧表

示され、さらにバックワード シナリオの実行を承認するように

促すメッセージが表示されます。 必要に応じて、［詳細設定］

ボタンをクリックして、シナリオに関連しているホストの詳細

情報を表示する別のペインを開きます。 

 
 



スイッチオーバーとスイッチバックの動作のしくみ 

 

第 2 章： VMware vCenter Server 環境の保護  67  
 

b. ［実行］ダイアログ ボックスで同期方法を選択し、［OK］を

クリックして再同期を開始します。  

注： 同期方法の詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を

参照してください。  
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  再同期が完了すると、［イベント］ペインに「同期処理中の変

更はすべてレプリケートされました」というメッセージが表示

されます。 この時点で、アクティブ サーバからスタンバイ サー

バへのレプリケーションが開始されます。 
 

 

注： これで、マスタ サーバとレプリカ サーバ間で役割を元に戻す

準備が整いました。  
 

4. サーバの役割を交代するには、シナリオの実行中にツールバーの［ス

イッチオーバーの実行］をクリックします。 確認メッセージが表示さ

れます。  

5. ［はい］をクリックしてメッセージをクリアし、スイッチバック プロ

セスを開始します。  

スイッチバックが完了すると、サーバの役割が元に戻り、シナリオは

自動的に停止します。  

注： ［リバース レプリケーションの開始］オプションが［自動開始］

に定義されている場合、スイッチバック終了後もシナリオは継続して

実行されます。  

これで、シナリオを元（フォワード）の状態で実行できます。  
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スイッチオーバーに関する注意事項 

データの上書きを防ぐため、［スイッチオーバー］または［リバース レ

プリケーションの開始］のプロパティのいずれか一方のみを［自動］に設

定するようにしてください。 両方のプロパティが［自動］に設定されて

いると、サーバに障害が発生した際、管理者の知らないうちに Arcserve 

RHA によってスイッチオーバーがトリガされ、障害の原因を調査する前に

リバース レプリケーションが開始されてしまう場合があります。 リバー

ス レプリケーション中、Arcserve RHA は、ユーザの実稼働サーバのデータ

を上書きします。  

スイッチオーバー中にクラッシュや停電が発生すると、アクティブ サー

バのリカバリ手順の実行が必要となる場合があります。  
 

シナリオの実行 

以下の手順を使用して、1 つのシナリオを実行できます。 
 

シナリオを実行する方法 

1. ［シナリオ］ペインから、実行するシナリオを選択します。  

2. 標準のツールバーで［実行］  をクリックします。  

同期およびレプリケーションを開始する前に、Arcserve RHA によって

シナリオの環境設定が検証されます。 検証が正常に完了すると、マ

ネージャに、「シナリオ "scenario_name" を実行してもよろしいです

か?」というメッセージが表示されます。問題が発見されると、検証中

に発見された警告およびエラー メッセージが上部のペインに表示さ

れます。 
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注：  ［シナリオの検証］では、スイッチオーバーが正常に終了するよ

うに、マスタ サーバおよびレプリカ サーバ間のさまざまなパラメータ

がチェックされます。 エラーまたは警告が報告された場合、続行する

にはそれらを解決する必要があります。  

3. 続ける前にエラーを修正します。 エラーは［イベント］ペインに報告

されています。 

注： マウント ポイントのレプリケーションは、エンジンが開始される

前にマウント ポイントがマスタに追加されていた場合のみ問題なく

実行できます。 エンジンがすでに実行されているときにマスタ ルート 

ディレクトリにマウント ポイントを追加した場合、エラーは表示され

ませんがレプリケーションは開始しません。 この場合、レプリケー

ションを開始する前にマスタでエンジンを再起動する必要があります。  

エラーが表示されると、［実行］ダイアログ ボックスが表示され、こ

のダイアログ ボックスには同期オプションが含まれます。 

 

注： データベースをレプリケートするシナリオで ［同期のスキップ］

を使用しないでください。  
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4. サイズが小さいファイルが多数ある場合は、［ファイル レベル同期］

を選択します。 サイズが大きいファイルがある場合は、［ブロック レ

ベル同期］を選択します。 帯域幅が狭い場合は、［オフライン同期］

を選択して外部デバイスにデータを転送し、次に、そのデバイスから

同期を行います。 ［同一サイズ/タイムスタンプのファイルを無視］

を選択し、パス、名前、サイズ、および更新日時が同じファイルの比

較をスキップします。これは、一般に同期時間の短縮と同じです。 ［同

期のスキップ］オプションは、マスタとレプリカの両方のファイルが

確実に同じである場合のみ有効にしてください。 （デフォルトの選択

は［ファイル レベル同期］で、［同一サイズ/タイムスタンプのファ

イルを無視］オプションが有効になっています）。  

5. ［OK］ボタンをクリックします。 データベースのサイズおよびマスタ

とレプリカ間のネットワーク帯域幅によっては、同期処理に時間がか

かることがあります。 同期処理が完了すると、［イベント］ウィンド

ウに 「同期処理中の変更はすべてレプリケートされました」という

メッセージが表示されます。 
 

この時点で、シナリオは使用可能になり、アクティブになります。 デフォ

ルトでは、同期が完了すると、同期レポートが生成されます。 レポート

の表示については、「レポートの表示」を参照してください。 レプリケー

ション レポートを定期的に生成して、各関連サーバのレプリケーション 

プロセスをモニタすることもできます。 詳細については、「Arcserve RHA 

管理者ガイド」を参照してください。  
 

シナリオの停止 

シナリオを停止する方法 

1. ［シナリオ］ペインから、停止するシナリオを選択します。 

2. シナリオを停止するには、標準のツールバーにある［停止］ ボタン

をクリックします。 

シナリオの停止を許可するように求める確認メッセージが表示されま

す。 

3. 確認メッセージで［はい］をクリックします。 シナリオが停止します。 

シナリオを停止すると、シナリオの左側にあった緑色の実行中マーク

は表示されなくなります。また、シナリオのステータスは［ユーザに

より停止］に変わり、［フレームワーク］ペインの［統計情報］タブ

も表示されなくなります。 
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レポートの表示 

Arcserve RHA では、レプリケーション プロセスおよび同期プロセス時にレ

ポートを生成できます。これらのレポートは、任意の場所に保存し、レポー

ト センターから開いて表示することができます。また、指定したアドレ

スへのメール送信、スクリプトの実行のトリガもできます。 

生成されたレポートのデフォルトのストレージ ディレクトリは、

[ProgramFilesFolder]¥Arcserve¥<arcserve>RHA¥Manager¥reports です。 
 

レポートを表示する方法 

注：Exchange のレポートは説明のために示したものですが、手順と画面は

シナリオのタイプにかかわらず同様です。 

1. レポートを表示するには、［ツール］メニューから［レポート］をク

リックし、［シナリオ レポートの表示］を選択します。 
 

レポート センターが新しいウィンドウで開きます。 

 

レポート センターは以下の 2 つのテーブルで構成されています。 

■ 上の［シナリオ別の使用可能レポート］テーブルには、レポート

があるすべてのシナリオのリスト、および各シナリオで参照可能

なレポートのタイプと数が表示されます。 

■ 下の［レポート］テーブルには、上のテーブルで選択したシナリ

オで参照可能なすべてのレポートのリストが表示されます。 
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2. 特定のレポートを表示するには、［シナリオ別の使用可能レポート］

テーブルから、そのレポートが表すシナリオを選択します。次にその

下の［レポート］テーブルで、表示するレポートをクリックします。 

 

注：同期レポートとレプリケーション レポートの場合は、設定により、

サマリ レポートに加えて詳細レポートも生成できます。どちらのレ

ポートも同じ処理を表しますが、詳細レポートには処理に関係する

ファイルのリストも表示されます。 
 

選択したレポートが新しいウィンドウに表示されます。 
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第 3 章： Hyper-V 環境の保護 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Hyper-V サーバ環境設定要件 (P. 75) 

Hyper-V のレプリケーションおよびハイ アベイラビリティ (P. 88) 

スイッチオーバーとスイッチバック (P. 100) 

データ リカバリ プロセス (P. 112) 

追加情報とヒント (P. 117) 

サービスの管理 (P. 120) 
 

Hyper-V サーバ環境設定要件 
■ レプリカ上に、マスタ上に存在するのと同じ数および種類のネット

ワーク接続を設定します。 

■ （Active Directory 環境で）マスタとレプリカの両方のサーバが同じ 

Active Directory フォレストに属しており、同じドメインまたは信頼で

きるドメインのメンバである必要があります。 

■ 仮想マシンのデフォルトの場所を変更する必要があります。デフォル

トの場所は、他の任意の場所に変更できます。 

■ サポートされる Hyper-V バージョンについては、<arcserve> サポートの

「Arcserve RHA Compatibility Matrix」（互換性マトリクス）を参照して

ください。 
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Hyper-V HA 環境設定 

Hyper-V は Windows Server の機能なので、2 台の Windows Server 2008 マシ

ンをセットアップし、1 台をマスタ、1 台をレプリカにして、Arcserve RHA 

を有効にする必要があります。Arcserve RHA を 1 台の Hyper-V サーバのみ

で使用することもできますが、保護はレプリケーションのみに限定されま

す。  

注：サポートされる Hyper-V バージョンについては、<arcserve> サポートの

「Arcserve RHA Compatibility Matrix」（互換性マトリクス）を参照してくだ

さい。 

HA の場合、Hyper-V 環境のすべてのゲスト OS に Hyper-V 統合コンポーネ

ントをインストールする必要があります。このようにして、Arcserve HA で 

VM ホスト名を判別できます。サポートされるゲスト オペレーティング シ

ステムの一覧については、Microsoft の Web サイトを参照してください。  

Arcserve RHA を各 Windows Server 2008 マシンにサーバ（親パーティショ

ン）レベルでインストールします。Hyper-V サーバだけでなく、個別の VM 

レベルでフェールオーバを実現するために、環境内の VM ごとにシナリオ

を作成する必要があります。Arcserve RHA では、シナリオ作成時に複数の 

VM を選択した後、選択したすべての内容を「サブシナリオ」に分割し、1 

つの VM を 1 つのシナリオに割り当てるという効率的な方法が可能です。

各シナリオの名前は、それぞれの仮想マシンの名前を基に付けられます。  

以下の図では、Hyper-V システム上に 2 台の仮想マシンが設定されていま

す。これまで、統合コンポーネントは各ゲスト オペレーティング システ

ムにインストールされていました。このエンジンは、VM ではなく、Hyper-V 

マシンにインストールされます。  

注：Arcserve RHA は、Windows をゲスト オペレーティング システムとする

仮想マシンをサポートします。 
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Hyper-V による VM の自動検出 

Hyper-V シナリオを作成すると、エンジンによって Hyper-V サーバ上の仮

想マシンに関する情報がすべて収集され、このデータがシナリオ環境設定

ファイルに格納されます。 これは .XML ファイルです。 以下の情報が表示

されます。 

仮想マシンの設定 

これらの設定は、<VM GUID>.XML という名前のファイル内に格納され

ます。このファイルでは、VM GUID が仮想マシン用の一意のグローバ

ル識別子になります。 このファイルは、

「%ProgramData%¥Microsoft¥Windows¥Hyper-V¥Virtual Machines」フォ

ルダにあります。  

仮想マシンのフォルダ 

各仮想マシン用のフォルダがあります。また、フォルダの名前は <VM 

GUID> です。 仮想マシンが実行中の場合、このフォルダには VSV ファ

イルと BIN ファイルが含まれます。  

仮想ハード ディスク（VHD） 

VHD は各 VM に関連付けられたハード ディスクです。 これらのファイ

ルは別の場所に存在します。また、これらのファイルの拡張子は.VHD 

です。  

スナップショット 

仮想マシン用のすべてのスナップショットは、スナップショット フォ

ルダに配置されます。 スナップショット内のすべてのファイルがレプ

リケーション対象となります。 スナップショット内の VHD ファイルに

は、.AVHD という拡張子がついています。 VM 用の複数のスナップ

ショットには、複数の AVHD ファイルがあります。 すべてのファイル

が検出およびレプリケートされます。  

ACL 

ファイルとフォルダの他に、各フォルダの ACL および所有者情報のよ

うなセキュリティ データおよびファイルがレプリケートされます。 こ

のセキュリティ情報は、レプリカ サーバ上での仮想マシンの登録およ

び実行に必要です。  

仮想ネットワーク環境設定 

VM が仮想ネットワークに接続する場合、ネットワーク データ設定は 

XML 環境設定ファイルに含まれます。  
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Hyper-V のハイ アベイラビリティ設定 

以下の情報は、Arcserve RHA High Availability にのみ適用されます。 Arcserve 

RHA を使用する場合、通常は Hyper-V のデフォルト設定で十分です。ただ

し、マスタが利用できない場合にレプリカ上の仮想マシンを容易に、正常

に開始できるようにするには、いくつかのデフォルト設定に変更を加える

必要があります。 

■ デフォルトでは統合コンポーネントが必要です。 ただし、［Is Alive］、

［チェック方式］、［DB へ接続］プロパティをオフに設定すると、

Arcserve RHA ではこのチェックがスキップされます。  

■ Snapshot フォルダは、Arcserve RHA によって保護された仮想マシン用

にオーバラップすることはできません。ただし、Microsoft では、デフォ

ルトですべての仮想マシンのスナップショットを同じフォルダに配置

します。  
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以下の手順では、例として Windows ゲストを使用しますが、サポートさ

れるすべての Hyper-V ゲスト オペレーティング システムで実行できます。 

Hyper-V のハイ アベイラビリティを設定する方法 

1. Hyper-V マネージャ ウィザードを起動します。  

2. 仮想マシンの新規作成ウィザード ダイアログ ボックスから名前を入

力し、［仮想マシンを別の場所に格納する］オプションを選択した後、

その場所を指定します。 デフォルト パスを NAS または SAN のボ

リュームに変更することをお勧めします。 ［次へ］をクリックします。  
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3. ［メモリの割り当て］ダイアログ ボックスから、ゲスト メモリを設定

します。 通常、1 つのサービス ゲストに対して 512 MB 必要です。 ［次

へ］をクリックします。  
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4. ［ネットワークの構成］ダイアログ ボックスから、仮想ネットワーク 

アダプタを選択します。 物理ネットワーク アダプタにバインドされて

いる仮想ネットワーク アダプタを選択したことを確認してください。 

［次へ］をクリックします。  
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5. 仮想ハード ディスクへの接続を設定するダイアログ ボックスから、

［仮想ハード ディスクを作成する］オプションを選択します。 デフォ

ルトでは、仮想ディスクは VM フォルダの下に作成されます。 また、

既存のディスクを使用することもできます。 ［次へ］をクリックしま

す。  
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6. ［インストール オプション］ダイアログ ボックスから、［後でオペレー

ティング システムをインストールする］を選択し、［次へ］をクリッ

クします。  

 
 

7. ［仮想マシンの新規作成ウィザードの完了］ウィザード ダイアログ 

ボックスから、作成後に仮想マシンを起動するオプションを選択した

後、［完了］をクリックします。   
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8. スナップショット フォルダは、自動的に仮想マシンのフォルダに設定

されます。 ［OK］をクリックします。  

 

9. オペレーティング システムが準備できたら、仮想マシンに接続します。 

［アクション］メニューをクリックした後、［統合サービス セットアッ

プ ディスクの挿入］を選択します。  

 

10. ゲスト OS に統合サービスをインストールします。  
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また、以下のように Hyper-V レプリカを設定する必要があります。  

■ マスタ サーバに 64 ビット版の Microsoft Windows Server 2008 をイン

ストールし、Hyper-V のパッチ Windows6.0KB950050-x86.msu を適用し

ます。マスタは、Hyper-V を実行できる CPU とマザーボードを備えて

いる必要があります。 レプリカ サーバは Windows ベースのどのよう

なシステムでも実行できます。  

■ レプリカ上のネットワーク接続の数を、マスタ上に存在するのと同じ

数に設定します。  
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WAN で Hyper-V シナリオを使用する場合の考慮事項 

このセクションでは、Hyper-V シナリオを作成し、WAN 環境内の異なるサ

ブネットを対象にフェールオーバをスムーズに行う方法について説明し

ます。 最初に、追加の IP アドレスをセットアップし、次に、Hyper-V シナ

リオの作成中に詳細を指定します。 

1. マスタ Hyper-V サーバ上で実行中の VM に追加の NIC をセットアップ

します。 この NIC の IP アドレスは VM のフェールオーバ後にレプリカ

上で使用されます。  

注： IP アドレスとサブネットが適切に動作するように、ルーティング 

テーブルのエントリを適切に追加または更新してください。 

2. Hyper-V シナリオを通常どおりに作成します。 ただし、ハイ アベイラ

ビリティ プロパティを以下の手順に従って設定します。 

a. スイッチオーバーを展開し、仮想ネットワーク マッピングをク

リックし、適切なネットワーク マッピングを選択します。 追加し

た NIC/IP をマップします。 レプリカ サーバに引き継がれる際、こ

の IP アドレスが使用されます。 

b. DNS サーバの IP 詳細を入力します。  

注： RHA エンジンによって DNS レコードを更新できることを確認

します。 「ログオン アカウントの条件 (P. 12)」を参照してくださ

い。  

c. ［ネットワーク トラフィック リダイレクション］を展開し、［DNS 

リダイレクト］をクリックします。 ［オン］を選択し、以下の詳

細を入力します。 

DNS 内のレプリカ サーバ上の仮想マシン IP 

     IP アドレス 

 マスタ サーバ上の仮想マシンの IP アドレスを指定します。 

DNS 内のレプリカ サーバ上の仮想マシン IP 

     IP アドレス  

 手順 1 で指定した追加の IP アドレスを指定します。 
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Hyper-V のレプリケーションおよびハイ アベイラビリティ 

新規 Hyper-V レプリケーション シナリオの作成 

レプリケーション設定プロパティはシナリオに格納されます。 保護する

各サーバのシナリオを作成する必要があります。  

注： Hyper-V HA/DR シナリオの場合、RHA は Hyper-V CSV (クラスタ共有ボ

リューム) クラスタをサポートしません。 

Hyper-V DR シナリオを作成する方法 

1. マネージャを開いて［シナリオ］-［新規］を選択するか、［新規シナ

リオ］ボタンをクリックします。  

［ようこそ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

2. ［新規シナリオの作成］を選択し、リストからグループを選択した後、

［次へ］をクリックします。  

注： 作成するシナリオはすべて、このシナリオ グループに配置されま

す。 名前を変更しない場合、最終グループ名の一部としてマスタ サー

バ名が含まれます。  

3. ［サーバおよび製品タイプの選択］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 ［Hyper-V］-［レプリケーションおよびデータ リカバリ シナリオ 

（DR）］を選択し、［次へ］をクリックします。 
 

4. ［マスタおよびレプリカ ホスト］ダイアログ ボックスが表示されます。 

シナリオ グループ名を選択または入力し、マスタ サーバとレプリカ 

サーバの両方のホスト名、IP アドレス、ポート番号を入力します。次

に、［ホスト上の Arcserve RHA エンジンを検証］オプションを有効に

して、［次へ］をクリックします。  
 

5. エンジンの検証が完了するまで待ちます。 片方または両方のサーバで

エンジン サービスをアップグレードする必要がある場合は、［インス

トール］をクリックします。 準備ができたら、［次へ］をクリックし

ます。  

6. ［レプリケーション用のデータベースの選択］ダイアログ ボックスが

表示されます。 マスタ サーバ上で自動検出された結果のリストを確認

します。 デフォルトでは、すべての VM がレプリケートされます。 必

要があれば選択内容をクリアして、［次へ］をクリックします。  
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7. ［レプリカ ルート ディレクトリ］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 デフォルトの設定をそのまま使用するか、レプリカの別のルート 

ディレクトリを選択して［次へ］をクリックします。 

8. ［シナリオのプロパティ］ダイアログ ボックスが表示されます。 必要

に応じてプロパティを設定し、［次へ］をクリックします。 
 

9.  ［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログ ボックスが開きます。 

必要に応じてプロパティを設定し、［次へ］をクリックします。  
 

10. シナリオの検証が完了するまで待ちます。 警告またはエラーに対応し

た後、［次へ］をクリックします。  

11. ［シナリオ実行］ダイアログ ボックスで［今すぐ実行］をクリックし

て同期を開始した後、シナリオを有効にします。または、［終了］を

クリックし、後でシナリオを実行します。  
 

Hyper-V レプリケーション プロパティ 

ウィザードで作成したシナリオの変更または追加の設定を行う場合は、

［プロパティ］ペインを使用してシナリオを変更できます。  

［プロパティ］ペインとそのタブはコンテキストに依存し、シナリオ フォ

ルダから選択するノードに応じて変わります。 プロパティを設定する前

にシナリオを停止する必要があります。 一部の値は、一度設定すると変

更できません。そのような値には、その旨が明記されています。 シナリ

オのプロパティの設定方法の詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイ

ド」を参照してください。 
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プロパティは、マネージャのフレームワーク ペインのタブにまとめられ

ています。 これらのタブは、サーバ タイプ、Arcserve RHA ソリューション、

およびシナリオのステータスに基づいて表示されます。 プロパティを変

更するシナリオを選択し、該当するタブを選択します。 以下の画面に例

を示します。  

 
 

［ルート ディレクトリ］タブの設定 

［シナリオ］ペインから［マスタ サーバ］を選択します。 ［ディレク

トリ］フォルダをダブルクリックして、マスタ ルート ディレクトリを

追加または削除します。 Hyper-V ルート ディレクトリを直接更新する

ことはできません。 ディレクトリをダブルクリックすると、自動検出

が起動し、マスタ上のすべての仮想マシンが表示されます。 自動検出

の結果ダイアログで、仮想マシンを追加または削除できます。   

［シナリオ］ペインから［レプリカ サーバ］を選択します。 マスタ ルー

ト ディレクトリごとに、レプリカ ルート ディレクトリを指定する必

要があります。 レプリカ サーバの［ディレクトリ］フォルダをダブル

クリックします。 必要に応じてフォルダの横のチェックボックスをオ

ンまたはオフにして、対応するマスタ ディレクトリを保持します。  
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［プロパティ］タブの設定 

シナリオのプロパティ 

これらの設定により、シナリオ全体のデフォルトの動作が決定さ

れます。  

■ 一般プロパティ -- 一度作成すると、変更できません。 

■ レプリケーション プロパティ -- レプリケーション モード（［オ

ンライン］または［スケジュール］）、同期値（［ファイル］

または［ブロック］、［同一サイズ/時刻のファイルを無視］）

およびオプション設定（［NTFS 圧縮属性をレプリケート］、

［NTFS ACL をレプリケート］、［Windows 共有を同期］、［エ

ラー発生時の自動再同期を禁止］）を選択します。  

■ イベント通知プロパティ -- 実行するスクリプトの指定、電子

メール通知の選択、またはイベント ログへの書き込みを行いま

す。 

■ レポート処理 -- レポートの設定、電子メールの配信またはスク

リプトの実行を指定します。 
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マスタとレプリカのプロパティ  

これらの設定により、マスタとレプリカの両方でサーバのプロパ

ティを確立します。 一部の設定はサーバタイプごとに異なります。  

■ ホスト接続のプロパティ -- IP アドレス、ポート番号およびマス

タとレプリカの完全修飾名 

■ レプリケーションのプロパティ -- マスタに対して Hyper-V の

スケジュール済みブックマークを有効にします。 これらのプロ

パティは、マスタとレプリカで異なります。 詳細については、

「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

■ スプールのプロパティ -- サイズ、最小ディスク空き容量、およ

びディレクトリ パスを設定します。 詳細については、「スプー

ル ディレクトリの設定 (P. 119)」を参照してください。  

■ イベント通知のプロパティ -- 実行するスクリプトを指定する

か、電子メール通知を選択します。結果はイベント ログに書き

込まれます。 

■ レポートのプロパティ -- 同期レポートまたはレプリケーショ

ン レポートを選択し、配布またはスクリプトの実行を指定しま

す。 

■ （レプリカ）リカバリのプロパティ -- 遅延またはデータのリワ

インドのプロパティを設定します。  
 

Hyper-V HA プロパティ 

ウィザードで設定されたシナリオの変更、または追加の設定を行う場合は、

［プロパティ］ペインを使用して、シナリオを変更できます。  

［プロパティ］ペインとそのタブはコンテキストに依存し、シナリオ フォ

ルダから選択するノードに応じて変わります。 プロパティを設定する前

にシナリオを停止する必要があります。 一部の値は、一度設定すると変

更できません。そのような値には、その旨が明記されています。 シナリ

オ プロパティの設定の詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を

参照してください。 
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プロパティは、マネージャのフレームワーク ペインのタブにまとめられ

ています。 これらのタブは、サーバ タイプ、Arcserve RHA ソリューション、

およびシナリオのステータスに基づいて表示されます。 プロパティを変

更するシナリオを選択し、該当するタブを選択します。 以下の画面に例

を示します。  

 
 

［ルート ディレクトリ］タブの設定 

［シナリオ］ペインから［マスタ サーバ］を選択します。 ［ディレク

トリ］フォルダをダブルクリックして、マスタ ルート ディレクトリを

追加または削除します。 Hyper-V ルート ディレクトリを直接更新する

ことはできません。 ディレクトリをダブルクリックすると、自動検出

が起動し、マスタ上のすべての仮想マシンが表示されます。    

［シナリオ］ペインから［レプリカ サーバ］を選択します。 マスタ ルー

ト ディレクトリごとに、レプリカ ルート ディレクトリを指定する必

要があります。 レプリカ サーバの［ディレクトリ］フォルダをダブル

クリックします。   
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［プロパティ］タブの設定 

シナリオのプロパティ 

これらの設定により、シナリオ全体のデフォルトの動作が決定さ

れます。  

■ 一般プロパティ -- 一度作成すると、変更できません。 

■ レプリケーション プロパティ -- レプリケーション モード（［オ

ンライン］または［スケジュール］）、同期値（［ファイル］

または［ブロック］、［同一サイズ/時刻のファイルを無視］）

およびオプション設定（［NTFS 圧縮属性をレプリケート］、

［NTFS ACL をレプリケート］、［Windows 共有を同期］、［エ

ラー発生時の自動再同期を禁止］）を選択します。  

■ イベント通知のプロパティ -- 実行するスクリプトを指定する

か、電子メール通知を選択します。結果はイベント ログに書き

込まれます。 

■ レポート処理 -- レポートの設定、電子メールの配信またはスク

リプトの実行を指定します。 
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マスタとレプリカのプロパティ  

これらの設定により、マスタとレプリカの両方でサーバのプロパ

ティを確立します。 一部の設定はサーバタイプごとに異なります。  

■ ホスト接続のプロパティ -- IP アドレス、ポート番号およびマス

タとレプリカの完全修飾名を入力します。 

■ レプリケーションのプロパティ -- マスタに対して Hyper-V ス

ケジュール済みブックマークの有効化を設定します。 これらの

プロパティは、マスタとレプリカで異なります。 詳細について

は、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

■ スプールのプロパティ -- サイズ、最小ディスク空き容量、およ

びディレクトリ パスを設定します。 詳細については、「スプー

ル ディレクトリの設定 (P. 119)」を参照してください。  

■ イベント通知のプロパティ -- 実行するスクリプトを指定する

か、電子メール通知を選択します。結果はイベント ログに書き

込まれます。 

■ レポートのプロパティ -- 同期レポートまたはレプリケーショ

ン レポートを選択し、配布またはスクリプトの実行を指定しま

す。 

■ （レプリカ）リカバリのプロパティ -- 遅延またはデータのリワ

インドのプロパティを設定します。 データのリワインドは、デ

フォルトでオンになっています。 
 

［HA プロパティ］タブの設定  

これらの設定でスイッチオーバーおよびスイッチバックの実行方法を

制御します。  

■ スイッチオーバーのプロパティ -- 自動または手動のスイッチオー

バーを選択し、スイッチオーバー ホスト名、仮想ネットワーク 

マッピング、リバース レプリケーションの設定を指定します。 

■ ホストのプロパティ -- マスタとレプリカの完全修飾名を指定しま

す。 

■ Is Alive のプロパティ -- ハートビート周期およびチェック方式を設

定します。 

■ 成功時のアクションのプロパティ -- 使用するカスタム スクリプト

および引数を定義します。  
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新規 Hyper-V ハイ アベイラビリティ シナリオの作成 

Hyper-V の場合、Hyper-V サーバ全体ではなく、個別の VM レベルでスイッ

チオーバーを実行できます。つまり、Hyper-V 環境のすべての仮想マシン

に個別の HA シナリオが必要になります。 シナリオを簡単に作成するため

に、マスタから同じシナリオ プロパティを継承する複数の VM を選択でき

ます。 この複数の VM のシナリオは、次にサブシナリオに分割されるため、

各仮想マシンを個別に管理できます。   

新規 Hyper-V HA シナリオの作成方法 

1. マネージャを起動します。 ［ファイル］-［作成］-［新規シナリオ］

を選択するか、［新規シナリオ］ボタンをクリックします。  

［ようこそ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

2. ［新規シナリオの作成］をクリックしてシナリオ グループ名を入力す

るか、一覧からシナリオ名を 1 つ選択した後、［次へ］をクリックし

ます。  

注： シナリオ グループ名を割り当てない場合は、作成するすべてのシ

ナリオがデフォルトでシナリオ グループに割り当てられます。 このグ

ループは、シナリオ名の一部として含まれ、シナリオ ウィザードが完

了した後、自動的に Hyper-V に更新されます。  

［サーバおよび製品タイプの選択］ダイアログ ボックスが表示されま

す。  
 

3. ［MS Hyper-V］-［ハイ アベイラビリティ シナリオ（HA）］を選択し

て、［次へ］をクリックします。  

［マスタおよびレプリカ ホスト］ダイアログ ボックスが表示されます。  

4. シナリオ名を入力し、マスタ サーバとレプリカ サーバの両方のホスト

名または IP アドレスとポート番号を入力します。次に、［ホスト上の 

CA ARCserve RHA エンジンを検証］を有効にした後、［次へ］をクリッ

クします。  

ユーザ認証情報の入力を求められる場合があります。 その場合は、適

切なユーザ認証情報を入力して、［OK］をクリックします。  

エンジンの検証を有効にした場合、［エンジンの検証］ダイアログ 

ボックスが表示されます。  
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5. エンジンの検証が完了するまで待ちます。 ［インストール］をクリッ

クして、指定されたホストにエンジンをインストールするか、［次へ］

をクリックします。 

［レプリケーション用データベース］ダイアログ ボックスが表示され、

指定したマスタ サーバで自動検出された仮想マシンが一覧表示され

ます。 デフォルトでは、すべての仮想マシンがレプリケーション用に

選択されています。 HA の場合、関連するすべてのファイルを含む VM 

全体を選択する必要があります。  
 

6. レプリケーション用に仮想マシンを選択するか、または選択解除して、

［次へ］をクリックします。 

［シナリオのプロパティ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

7. 必要に応じてプロパティを変更して、［次へ］をクリックします。 詳

細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログ ボックスが開きます。  
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8. 必要に応じてプロパティを変更して、［次へ］をクリックします。 ス

ケジュール済みブックマークは、自動的にオンになり、デフォルトで

「1 時間」に設定されます。この設定は必要に応じて変更できます。 詳

細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

［スイッチオーバー プロパティ］ダイアログ ボックスで情報が処理さ

れる間、待ちます。  

9. ［スイッチオーバー プロパティ］が開いたら、［クリックして仮想

ネットワーク マッピングを編集］を選択します。  

［仮想ネットワーク マッピング］ダイアログ ボックスが表示されます。  
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10. 一覧表示された仮想マシンをレプリカ上の必要な仮想ネットワークに

マッピングし、レプリカ アダプタ設定方法を選択します。  

 マスタ アダプタ情報の適用 

レプリカ上の仮想マシンがマスタと同じネットワーク アダプタ情

報を使用するように指定します。 

アダプタ情報のカスタマイズ 

仮想マシンの IP アドレス、DNS、WINS、およびゲートウェイの情

報を手動で入力できるように指定します。 

注: ダイナミック ディスクにブート ボリュームを持つ仮想マシンの場

合、スイッチオーバー後にネットワーク情報が正常に設定されない場

合があります。 仮想マシンの起動後に IP アドレスの手動設定が必要に

なる場合があります。 

制限： Hyper-V シナリオで保護された VM sys ボリュームがダイナミッ

ク ディスクである場合、スイッチオーバー プロセス中に、一部のネッ

トワーク マッピング設定はレプリカ VM に適用できません。 RHA は、

このタイプの仮想マシンのネットワーク マッピングをサポートしま

せん。 

11. 必要に応じてその他のスイッチオーバー プロパティを設定して、［次

へ］をクリックします。  

［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ダイアログ 

ボックスが表示されます。 ［スイッチオーバー］を［自動］に設定し、

［リバース レプリケーション］を［手動］に設定することをお勧めし

ます。  
 

12. スイッチオーバーとリバース レプリケーションを開始するために必

要なメソッドを選択して、［次へ］をクリックします。  

［シナリオの検証］プロセスが完了するまで待ちます。  

［シナリオの検証］でエラーが表示される場合、続行するにはそれら

のエラーを解決する必要があります。 警告が表示される場合も、続け

るにはそれらの警告を解決する必要があります。 変更を行った後、［再

試行］をクリックして、検証を繰り返します。  

［次へ］をクリックします。 

［シナリオ実行］ダイアログ ボックスが表示されます。  

13. ［今すぐ実行］をクリックして、同期を開始し、シナリオを有効にし

ます。 ［終了］をクリックすると、あとでシナリオを実行できます。  
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スイッチオーバーとスイッチバック 
スイッチオーバーとスイッチバックは、マスタサーバとレプリカサーバ間

でアクティブな役割とパッシブな役割を交換し、マスタが現在アクティブ

な場合、スイッチオーバー後にパッシブに変わって、アクティブな役割を

レプリカに渡すことができるようにするプロセスのことです。 レプリカ

がアクティブな場合、スイッチオーバー後にパッシブに変わって、アク

ティブな役割をマスタに渡します。 スイッチオーバーは、ボタンをクリッ

クすると起動し、マスタが使用できないことが検出された場合には 

Arcserve RHA によって自動的に起動されます（［スイッチオーバーとリ

バース レプリケーションの開始］ダイアログ ボックスで［自動スイッチ

オーバーの実行］オプションをオンにしている場合）。 このオプション

をオフにすると、マスタ サーバがダウンしているので、Arcserve RHA マ

ネージャから手動でスイッチオーバーを開始できることがシステムに

よって通知されます。  
 

スイッチオーバーとスイッチバックの動作のしくみ 

HA シナリオの実行開始後、同期プロセスが完了すると、レプリカはマス

タが動作しているかどうか定期的にチェックします。デフォルトの間隔は 

30 秒です。 以下のタイプのモニタリング チェックを選択できます。  

■ Ping - マスタ上の VM に送信され、VM が動作中で応答していることを

検証するリクエストです。 「Is Alive」チェックで False が返された場

合は、レプリカが自動的に VM を起動します。  

■ ユーザ定義チェック - 特定のアプリケーションをモニタするようにカ

スタマイズできる、カスタム リクエストです。 

■ データベースへの接続 -- マスタに送信され、適切なサービスが実行さ

れていること、VM がアクティブであること、また Ping に応答してい

ることを検証するリクエストです。  
 

これらの確認は順番に実行されます（有効に設定されている場合）。 こ

れらのいずれかでエラーが発生すると、チェック全体が失敗と見なされま

す。 設定されているタイムアウト時間（デフォルトは 5 分）ですべての

チェックが失敗した場合、マスタ サーバ上の VM は停止しているとみなさ

れます。 その後、HA シナリオの設定によって、Arcserve RHA はアラート

を送信するか、自動的にスイッチオーバーを開始します。  
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スイッチオーバーの開始方法は、HA シナリオの作成時に定義します。  

■ ［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ページで、

［スイッチオーバーを手動で開始する］オプションを選択している場

合は、手動スイッチオーバーを実行します。 詳細については、「スイッ

チオーバーの開始 (P. 102)」を参照してください。  

■ ［スイッチオーバーを自動的に開始する］オプションを選択している

場合でも、マスタの稼働中に手動スイッチオーバーを実行できます。 

システムをテストする場合や、マスタで何らかのメンテナンスを実行

している間、レプリカ サーバでアプリケーション サービスを続行する

場合などに、スイッチオーバーを開始できます。 トリガによる（自動）

スイッチオーバーは、管理者が［スイッチオーバーの実行］ボタンを

クリックして手動で開始するスイッチオーバーとほぼ同じですが、開

始が手動ではなく、マスタ サーバ上のリソースの障害によってトリガ

される点が異なります。 サーバの Ping 応答、アプリケーション サー

ビスのステータス、および VM の接続性がモニタリングされます。 タ

イムアウト パラメータは変更できます。詳細については、「Arcserve 

RHA  管理者ガイド」を参照してください。 
 

HA シナリオの作成時に、リバース シナリオを開始する方法を定義します。  

■ ［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ページで 

［リバース レプリケーションを自動的に開始する］オプションを選択

している場合、逆方向のレプリケーション（レプリカからマスタ）が

スイッチオーバー後に自動的に開始されるため、元のマスタ サーバが

再度使用できるようになります。  

■ ［リバース レプリケーションを手動で開始する］オプションを選択し

ている場合は、スイッチバックを手動で実行する必要があります。 手

動オプションを選択していて、手動スイッチバックを実行しない場合

は、マスタ障害のないクリーンなスイッチオーバーのテスト後であっ

ても、レプリカからマスタにデータを再同期する必要があります。  
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リバース レプリケーション機能をオフにしている場合、スイッチオー

バー発生後にリバース レプリケーションを開始するには、［実行］ボタ

ンをクリックします。 この機能の利点は、マスタ サーバとレプリカ サー

バの両方がオンラインで、スイッチオーバー中に接続されていた場合、逆

方向の再同期を必要としない点です。 再同期では、マスタ サーバとレプ

リカ サーバのデータの比較が行われ、リアルタイム レプリケーションの

開始前に、どちらの変更データを転送するかが決められます。この処理に

は時間がかかります。 自動リバース レプリケーションがオンになってお

り、スイッチオーバーの間も両方のサーバがオンラインだった場合、再同

期が行われずにレプリケーションがリバースされます。 この場合のみ、

再同期が必要ありません。 
 

スイッチオーバーの開始 

自動または手動でスイッチ オーバーが開始された後は、すべて自動で処

理が行われます。 

手動スイッチオーバーを開始する方法 

1. ［マネージャ］を開いて［シナリオ］ペインから該当するシナリオを

選択します シナリオのステータスが「実行中」になっていることを確

認します。 

2. ［スイッチオーバーの実行］ボタンをクリックするか、［ツール］メ

ニューから［スイッチオーバーの実行］を選択します。 

 

確認メッセージが表示されます。 
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3. ［スイッチオーバーの実行］確認メッセージで［OK］をクリックしま

す。 この手順により、マスタ サーバからレプリカ サーバへのスイッ

チオーバーが開始されます。 

 

スイッチオーバー プロセスについての詳細な情報は、スイッチオー

バー中［イベント］ペインに表示されます。 

4. スイッチオーバーが完了すると、シナリオは停止されます。 

 

注： 自動リバース レプリケーションが［自動開始］と定義されている

場合に限り、スイッチオーバー終了後もシナリオが継続実行される可

能性があります。  

［イベント］ペインに、［スイッチオーバーが完了しました。］とい

うメッセージに続き、［シナリオは停止しています。］というメッセー

ジが表示されます。 

これでマスタがパッシブになり、レプリカがアクティブになりました。 
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スイッチバックの開始 

スイッチオーバーの開始後、それを手動と自動のどちらで開始したかにか

かわらず、ある時点でサーバの役割を逆にし、元のマスタをアクティブな

サーバに戻し、レプリカをスタンバイ サーバにする必要が生じます。 サー

バ間の役割を元に戻す前に、元のレプリカ サーバのデータで元のマスタ

のデータを上書きするかどうかを決定します。 上書きする場合は、最初

に「バックワード シナリオ」と呼ばれるリバース シナリオを実行する必

要があります。 

注： 以下の手順は、どのサーバ タイプでも同じです。  
 

手動スイッチバックを開始する方法 

1. ネットワーク上でマスタ サーバおよびレプリカ サーバが使用可能で

あること、およびエンジンが稼働中であることを確認します。  

2. ［マネージャ］を開いて［シナリオ］ペインから該当するシナリオを

選択します  
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3. 以下のいずれかを実行します。  

■ シナリオがすでに実行中の場合は、手順 4 に進みます。 

■ シナリオが実行されていない場合は、手順 1 ～ 3 を実行してから手

順 4 に進みます。   

a. ツールバー上で［実行］をクリックして、シナリオを開始しま

す。  

  Arcserve RHA はスイッチオーバーの実行を検出し、その状態と

設定を検証します。 検証完了後、検知された既存のエラーや警

告があればそれらが［検証結果］ダイアログ ボックスに一覧表

示され、さらにバックワード シナリオの実行を承認するように

促すメッセージが表示されます。 必要に応じて、［詳細設定］

ボタンをクリックして、シナリオに関連しているホストの詳細

情報を表示する別のペインを開きます。 
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b. ［実行］ダイアログ ボックスで同期方法を選択し、［OK］を

クリックして再同期を開始します。  

注： 同期方法の詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を

参照してください。  
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  再同期が完了すると、［イベント］ペインに「同期処理中の変

更はすべてレプリケートされました」というメッセージが表示

されます。 この時点で、アクティブ サーバからスタンバイ サー

バへのレプリケーションが開始されます。 
 

 

注： これで、マスタ サーバとレプリカ サーバ間で役割を元に戻す

準備が整いました。  
 

4. サーバの役割を交代するには、シナリオの実行中にツールバーの［ス

イッチオーバーの実行］をクリックします。 確認メッセージが表示さ

れます。  

5. ［はい］をクリックしてメッセージをクリアし、スイッチバック プロ

セスを開始します。  

スイッチバックが完了すると、サーバの役割が元に戻り、シナリオは

自動的に停止します。  

注： ［リバース レプリケーションの開始］オプションが［自動開始］

に定義されている場合、スイッチバック終了後もシナリオは継続して

実行されます。  

これで、シナリオを元（フォワード）の状態で実行できます。  
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スイッチオーバーに関する注意事項 

データの上書きを防ぐため、［スイッチオーバー］または［リバース レ

プリケーションの開始］のプロパティのいずれか一方のみを［自動］に設

定するようにしてください。 両方のプロパティが［自動］に設定されて

いると、サーバに障害が発生した際、管理者の知らないうちに Arcserve 

RHA によってスイッチオーバーがトリガされ、障害の原因を調査する前に

リバース レプリケーションが開始されてしまう場合があります。 リバー

ス レプリケーション中、Arcserve RHA は、ユーザの実稼働サーバのデータ

を上書きします。  

スイッチオーバー中にクラッシュや停電が発生すると、アクティブ サー

バのリカバリ手順の実行が必要となる場合があります。  
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ウィザード以外からのシナリオの実行 

シナリオを作成したら、それを実行してレプリケーション プロセスを開

始する必要があります。 通常、マスタ上のデータの変更をレプリカにレ

プリケートする前に、マスタとレプリカを同期する必要があります。 こ

のため、レプリケーションを開始する最初の手順は、マスタ サーバとレ

プリカ サーバの同期です。  サーバの同期の完了後、自動的にオンライン 

レプリケーションが開始され、マスタで発生するすべての変更が継続的に

レプリカに反映されます。 

注： レプリケーション プロセスを正常に動作させるには、エンジンを実行

しているユーザがマスタに対する読み取り権限を保持していること、また

各レプリケーションのルート ディレクトリとそこに含まれているファイ

ル、すべてのレプリカ ホストに対する読み取り/書き込み権限を保持して

いることを確認してください。 

シナリオを開始する方法 

1. ［シナリオ］ペインから、実行するシナリオを選択します。 

2. シナリオを実行するには、標準のツールバーにある［実行］ボタンを

クリックします 。 

Arcserve RHA は実行前にシナリオを検証します。 

シナリオが正しく設定されていない場合、または関連ホストで問題が

発生した場合、［イベント］ペインにエラーが報告されます。 

注： 

■ エラーが表示されている場合、シナリオは実行できません。 レプ

リケーション プロセスを開始するには、まずこれらのエラーを修

正する必要があります。 

■ マウント ポイントのレプリケーションは、エンジンが開始される

前にマウント ポイントがマスタに追加されていた場合のみ問題な

く実行できます。 エンジンがすでに実行されているときにマスタ 

ルート ディレクトリにマウント ポイントを追加した場合、エラー

は表示されませんがレプリケーションは開始しません。 この場合、

レプリケーションを開始する前にマスタでエンジンを再起動する

必要があります。  

エラーが報告されない場合、［実行］ダイアログ ボックスが表示され

ます。  

3. ［実行］画面から以下を選択して、［OK］をクリックします。  
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■ 同期方法 -- データベースおよび仮想マシンのアプリケーションの

場合、通常は［ブロック レベル同期］が最適ですが、小さなファ

イルが多数あるファイル サーバやその他のアプリケーションの場

合、［ファイル レベル同期］を選択します。 詳細については、

「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

■ 同一サイズ/タイムスタンプのファイルを無視 -- データベース ア

プリケーションの場合、このオプションを無効にします。 ファイ

ル サーバ アプリケーションでこのオプションを有効にすると、比

較プロセスが高速化され、全体的な同期時間が短縮されます。 詳

細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

■ 同期のスキップ -- マスタ ルート ディレクトリとレプリカ ルート 

ディレクトリのデータが同一の場合のみ、このオプションを選択

します。  

マネージャでは、シナリオの左側に表示される緑色の実行中マークでシナ

リオが実行中であることが表示されます。また、シナリオのステータスも

［実行中］に変わります。 

 

シナリオが実行されると、［統計情報］タブが［フレームワーク］ペイン

の下部に表示され、レプリケーション プロセスが GUI で表示されます。 

デフォルトでは、同期が発生すると、同期レポートが生成されます。 レ

ポートの表示については、「レポートの表示 (P. 72)」を参照してください。  

注： レプリケーション レポートを定期的に生成して、各関連サーバのレプ

リケーション プロセスをモニタすることもできます。 詳細については、

「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。 
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シナリオの停止 

シナリオを停止する方法 

1. ［シナリオ］ペインから、停止するシナリオを選択します。 

2. シナリオを停止するには、標準のツールバーにある［停止］ ボタン

をクリックします。 

シナリオの停止を許可するように求める確認メッセージが表示されま

す。 

3. 確認メッセージで［はい］をクリックします。 シナリオが停止します。 

シナリオを停止すると、シナリオの左側にあった緑色の実行中マーク

は表示されなくなります。また、シナリオのステータスは［ユーザに

より停止］に変わり、［フレームワーク］ペインの［統計情報］タブ

も表示されなくなります。 
 

レポートの表示 

Arcserve RHA では、レプリケーション プロセスおよび同期プロセス時にレ

ポートを生成できます。 これらのレポートは、任意の場所に保存し、レ

ポート センターから開いて表示することができます。また、指定したア

ドレスへのメール送信、スクリプトの実行のトリガもできます。 

生成されたレポートのデフォルトのストレージ ディレクトリは、

［Program Files フォルダ］¥CA¥XOsoft¥Manager¥reports です。 
 

レポートを表示する方法 

1. レポートを表示するには、まずレポート センターを開く必要がありま

す。 開く方法は 2 つあります。 

■ 概要ページで、左側の［クイック スタート］ペインにある［レポー

ト センター］リンクをクリックします。 

■ ［ツール］-［レポート］-［シナリオ レポートの表示］を選択しま

す。 
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レポート センターが新しいウィンドウで開きます。 

レポート センターは以下の 2 つのテーブルで構成されています。 

■ 上の［シナリオ別の使用可能レポート］テーブルには、レポート

があるすべてのシナリオのリスト、および各シナリオで参照可能

なレポートのタイプと数が表示されます。 

■ 下の［レポート］テーブルには、上のテーブルで選択したシナリ

オで参照可能なすべてのレポートのリストが表示されます。 
   

2. 特定のレポートを表示するには、［シナリオ別の使用可能レポート］

テーブルから、そのレポートが表すシナリオを選択します。 次にその

下の［レポート］テーブルで、表示するレポートをクリックします。 

 

注： 同期レポートとレプリケーション レポートの場合は、設定により、

サマリ レポートに加えて詳細レポートも生成できます。 どちらのレ

ポートも同じ処理を表しますが、詳細レポートには処理に関係する

ファイルのリストも表示されます。 
 

選択したレポートが新しいウィンドウに表示されます。 
 

データ リカバリ プロセス 

なんらかのイベントが原因でマスタ データが損失した場合、任意のレプ

リカからデータをリストアできます。 リカバリ プロセスは、同期処理を

逆方向（レプリカからマスタ）に行うものです。 レプリカからマスタへ

損失データをリカバリすることができます。このオプションは逆方向の同

期プロセスであり、シナリオを停止する必要があります または、特定の

イベントやある時点から損失データのリカバリ（データのリワインド）を

実行できます。このオプションでは、タイムスタンプ付きのチェックポイ

ントとユーザ定義のブックマークを使用し、マスタ上の破損データを破損

前の時点までロールバックします。  

重要： リカバリを開始するには、レプリケーションを停止する必要があり

ます。 
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ブックマークの設定 

ブックマークは、リワインド バックする時点をマークするために手動で

設定するチェックポイントです。 データの不安定要因になる可能性があ

るアクティビティが発生する直前にブックマークを設定することをお勧

めします。 ブックマークは、過去のイベントに対してではなく、リアル

タイムに設定されます。 

注： 

■ このオプションは、レプリカ プロパティの一覧で［リカバリ］ - ［デー

タのリワインド］オプションを［オン］に設定した場合にのみ使用で

きます。  

■ 同期処理中はブックマークを設定できません。 

■ Hyper-V HA では、ブックマークのスケジュールを設定できます。 

ブックマークの設定方法 

1. 対象のシナリオが実行中の場合は、リワインド データの取得先のレプ

リカ ホストを選択します。  

2. メニューから、［ツール］-［リワインド ブックマークの設定］を選択

します。 

［リワインド ブックマーク］ダイアログが表示されます。 

 

［リワインド ブックマーク］ダイアログに表示されるテキストは、

ブックマークの名前として［リワインド ポイントの選択］ダイアログ

に表示されます。 デフォルトの名前には、日付と時間が含まれます。 

3. ブックマークのデフォルト名をそのまま使用するか、別の名前を入力

します。 あとから目的のブックマークを見つけやすいように、意味の

ある名前にすることをお勧めします。 次に［OK］ボタンをクリックし

ます。 

ブックマークが設定されます。 
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［マスタとレプリカのプロパティ］では、［スケジュール済みブックマー

クの有効化］オプションがデフォルトではオフに設定されています。 ブッ

クマークをスケジュールすることによって、［データのリワインド］オプ

ションを（デフォルトではオフに設定）使用できます。 ［スケジュール

設定］の［値］列をクリックし、通常のブックマークのスケジュールを設

定します。  
 

Hyper-V マシン上のデータをリストアする方法 

Hyper-V 仮想マシンからデータをリストアするプロセスは、以下の条件の

他のシナリオでデータをリストアするプロセスによく似ています。  

■ VM を停止 -- Arcserve RHA がリカバリ実行前に自動的に VM の電源を

オフにし、既存の VM を上書きできるようにします。 リストアが完了

した後、VM を手動で再起動する必要があります。  

■ ブックマークを選択 -- ブックマークまたはリワインド ポイントと呼

ばれる特定の時点にデータをロールバックする必要があります。 デ

フォルトの頻度は 1 時間ですが、ブックマークは指定した頻度に設定

できます。 Hyper-V シナリオを作成したら、［マスタとレプリカのプ

ロパティ］画面で［スケジュール済みブックマークの有効化］が［オ

ン］に設定されていることを確認します。 既存のプロパティの場合、

このプロパティを手動で編集できます。 

■ データの同期 -- ファイル レベルの同期またはブロック レベルの同期

を使用します。 
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リワインド ポイントによる Hyper-V データのリカバリ 

Hyper-V シナリオでは、データのリワインド リカバリ方法も適用されます。  

Hyper-V Server HA シナリオでリワインド ポイントを使用して失われたデータをリ

カバリする方法 

1. マネージャから必要なシナリオを選択し、それを停止します。  

2. マネージャから［データのリストア］オプションを有効にするレプリ

カホストを選択します。  

3. ［ツール］メニューから［データのリストア］を選択するか、［デー

タのリストア］ボタンをクリックして、［リカバリ方法］ダイアログ 

ボックスを開きます。  

4. データのリワインド方法の選択は、リワインド データをマスタに同期

して戻すか、レプリカにのみ残すかに応じて行います。 ［データのリ

ワインド］オプションを選択すると、リカバリ シナリオが自動的に作

成されます。 このリカバリ シナリオは、リワインド プロセスの最後

まで実行されます。 ［次へ］をクリックして続行します。 

5. ［リワインド ポイントの選択］ダイアログ ボックスで情報が処理され

るまで待ちます。 ［リワインド ポイントの選択］ボタンが有効になっ

たら、このボタンをクリックして、操作を続けます。  

6. Hyper-V の［リワインド ポイントの選択］ダイアログ ボックスが開き

ます。  
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このダイアログ ボックスには、Hyper-V シナリオ固有の情報が表示さ

れます。 リワインド ポイントは、ファイル名別または開始時間別のど

ちらで表示するかを選択できます。 必要なリワインド ポイントを選択

し、［OK］をクリックして、［リワインド ポイントの選択］ダイアロ

グ ボックスに戻ります。このダイアログ ボックスには選択したリワイ

ンド ポイントが表示されています。  

7. ［次へ］をクリックして、［同期方法］ダイアログ ボックスを表示し

ます。 

8. ［ブロック レベル同期］を選択して、［終了］をクリックします。  

Arcserve RHA は、選択したポイントまでデータをリワインドします。 リワ

インド プロセスが終了すると、［イベント］ペインに「リワインド プロ

セスが正常に完了しました」というメッセージが表示されます。  

レプリカ上のデータでマスタ上のデータを置換するように選択している

場合、Arcserve RHA はレプリカからマスタへの同期処理を開始します。 同

期処理が完了すると、一時的なリカバリ シナリオは停止して削除されま

す。 必要であれば、デフォルトで生成される同期レポートを表示できま

す。 その後、元々のシナリオでレプリケーションを再開できます。  
 

レプリカ サーバ上で Hyper-V VM を開始する方法 

仮想マシンがレプリカ サーバにフェールオーバーすると、Arcserve RHA は

レプリカ上の仮想マシンを自動的に起動します。  
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追加情報とヒント 

このセクションでは、アプリケーションに関する情報について説明します。  

■ デフォルトでは、スプール フォルダは Arcserve RHA installation/tmp 

ディレクトリにあります。 このデフォルトの場所は、スプール ディレ

クトリのパス名を修正すれば変更できます。 スプール ディレクトリは、

SQL 以外のデータベースやログ ファイルのドライブに設定することを

お勧めします。 スプール フォルダの専用ボリュームを使用すると、高

負荷の環境でもパフォーマンスを向上させることができます。 スプー

ルの場所を変更する場合は、変更したパスをアンチウイルス スキャン

（スケジュール スキャンとリアル タイム スキャン）対象から外して

ください。  

■ Arcserve RHA は、帯域幅制限と帯域幅制限スケジューリングをサポー

トしています。 これらの機能が必要な場合は、「Arcserve RHA 管理者
ガイド」を参照してください。  

 

Hyper-V のトラブルシューティング 

以下の情報は特定の問題の解決に役立つように提供されています。 

CV01378  Hyper-V HAシナリオによって仮想ネットワーク マッピングが割り当て

解除されました 

原因：  

作成したシナリオがレプリカ上に複数の仮想ネットワークを検出しまし

た。 追加の仮想ネットワークを手動でマッピングする必要があります。  

処置： 

［ハイ アベイラビリティ プロパティ］から［スイッチオーバー］プロパ

ティを展開して、［クリックして仮想ネットワーク マッピングを編集］

をクリックして、仮想ネットワークを手動でマッピングします。  
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仮想ネットワーク マッピングを編集できませんでした 

原因： 

これは内部エラーです。 

処置： 

1. コントロール サービスを再起動します。 

2. シナリオを再作成します。 

3. ログ メッセージとシナリオの .xmc ファイルを収集します。 

4. テクニカル サポートに問い合わせます。 
 

レプリカから仮想ネットワークのリストを取得できませんでした 

原因： 

これは内部通信エラーですが、シナリオはおそらく正しく設定されていま

す。 

処置： 

1. ログ メッセージとシナリオの .xmc ファイルを収集します。 

2. テクニカル サポートに問い合わせます。 
 
 

 

 

レプリカ サーバに仮想ネットワークが定義されていません。 レプリカ で 

Hyper-V の役割が有効になっていないか、仮想ネットワークが設定されていな

い可能性があります。 

原因：  

レプリカ サーバに仮想ネットワークが定義されていません。 レプリカ で 

Hyper-V の役割が有効になっていないか、仮想ネットワークが設定されて

いない可能性があります。  

処置： 

レプリカ サーバで Hyper-V の役割が有効になっていることを確認します。 

少なくとも 1 つの仮想ネットワークが定義されていることを確認します。  
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編集エラー 

原因： 

必須フィールドを空白のままにしたか、無効なエントリを入力しました。 

処置： 

すべてのフィールドが入力され、エントリが有効であることを確認します。  
 

スプール ディレクトリの設定 

Arcserve RHA スプールは、レプリケートされる変更データがバックアップ

（スプール）されるディスク上のフォルダで、変更データをリアルタイム

で転送するための帯域幅が十分でない場合に使われます。 データは、一

時的なネットワークの切断、ネットワークの輻輳、または単純にネット

ワーク帯域幅がサーバ上で変更されたデータを転送するために十分でな

い場合にスプールされます。 スプール領域は、帯域幅が使用可能になる

まで変更データを一時保管するのに加えて、通常の同期プロセスの一部と

しても使用されます。 そのため、一部のスプールは通常の同期プロセス

中に蓄積されます。 

スプール フォルダは、専用ボリュームまたはブート/システム ボリューム

など比較的使用率の低いドライブに配置してください。 頻繁にアクセス

されるシステム（OS）、ユーザ、またはアプリケーション データを含む

ボリュームには配置しないてください。 例としては、データベース、共

有ファイル、またはシステム ページファイルを含むボリュームがありま

す。 デフォルトでは、スプール フォルダは Arcserve RHA インストール ディ

レクトリの tmp フォルダ内にあります。 マスタおよびレプリカの［プロ

パティ］タブ上、または［新規シナリオ］ウィザードで設定するスプール 

パラメータで、スプールで使用可能なディスク容量を決定します。 ほと

んどの場合、デフォルト値で問題ありません。 この値を変更する場合は、

レプリカを行うデータ サイズ合計の少なくとも 10% 以上にする必要があ

ります。 たとえば、サーバ上にある 50GB のデータを複製する場合、少な

くとも 5GB のスペースをスプール用に確保する必要があります。  

重要： スプールの場所を変更する場合は、変更したパスをファイル単位の

アンチウイルス スキャン（スケジュール スキャンとリアル タイム スキャ

ン）対象から外してください。 

注： スプール ディレクトリは、事前に割り当てられた領域ではなく、必要

な場合にのみ使用されます。 
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サービスの管理 

シナリオの作成または変更中に、管理するサービスを指定できます。 シ

ナリオ作成中、サービスの管理用画面がシナリオ作成ウィザードに表示さ

れます。 既存のシナリオについては、 Arcserve RHA マネージャの［ルート 

ディレクトリ］タブからサービスを管理することもできます。  

指定されたマスタ サーバ上で発見されたサービスは、シナリオ作成ウィ

ザードの［サービス ディスカバリ結果］画面に自動的に表示されます。  

以下は、カスタム アプリケーション シナリオ用の手順です。  

サービスを管理する方法 

 

– すべて - マスタ サーバ上で検出されたすべてのサービスをリスト

表示します。 

– 管理対象サービス - チェックされたサービスのみをリスト表示し

ます。 

– Oracle データベース - 現在のホストに Oracle がインストールされ

ている場合、Oracle に関連するサービスがリスト表示されます。 

– Microsoft SQL Server - 現在のホストに SQL Server がインストールさ

れている場合、SQL Server に関連するサービスがリスト表示されま

す。 
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– Microsoft IIS Server - 現在のホストに IIS Server がインストールされ

ている場合、IIS Server に関連するサービスがリスト表示されます。 

– Microsoft SharePoint Server - 現在のホストに SharePoint Server がイ

ンストールされている場合、SharePoint Server に関連するサービス

がリスト表示されます。 

– VMware vCenter Server - 現在のホストに vCenter Server がインス

トールされている場合、vCenter Server に関連するサービスがリス

ト表示されます。 

– Microsoft Exchange Server - 現在のホストに Microsoft Exchange 

Server がインストールされている場合、Microsoft Exchange Server に

関連するサービスがリスト表示されます。 

– Microsoft Dynamics CRM Server - 現在のホストに Microsoft Dynamics 

CRM Server がインストールされている場合、Microsoft Dynamics 

CRM Server に関連するサービスがリスト表示されます。 

1. モニタするサービスを選択します。 モニタする各サービスの左の

チェック ボックスをオンにします。 

重要： 1 つのシナリオ内でマスタ サーバ上のすべてのサービスをモニ

タする場合にサービスの管理を使用しないでください。 このシナリオ 

タイプはサーバ全体を保護するようには設計されていません。  

2. ［次へ］をクリックして［サービス設定］画面に移動します。  
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3. 選択した各サービスの［開始順序］列に、開始順序を数値で指定しま

す。 順序が問題にならないサービスについては、デフォルト値(未設定)

を使用します。 値の設定を進めるに従って、ドロップダウン リストの

利用可能なオプションが更新されます。 最初のサービスには、「未設

定」と「1」の 2 つのオプションしかありません。 2 番目のサービスで

は、「未設定」、「1」、「2」の 3 つのオプションが表示され、以降

同様に更新されます。 2 つのサービスに対して同じ開始順序を割り当

てた場合、Arcserve RHA により自動的に順序が並べ替えられます。   

4. レプリケーション シナリオでは、［クリティカル］列は無効になって

います。 HA シナリオでは、サービスが失敗した場合にスイッチオー

バーをトリガするように指定するには［クリティカル］列を使用しま

す。 デフォルトでは、すべてのサービスが「クリティカル」として表

示されています。 失敗してもスタンバイ サーバへのスイッチオーバー

が必要でないサービスについては、チェック ボックスをオフにしてく

ださい。   
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フル システム シナリオでは、物理システムの保護、または仮想マシンへ

の移動を行うことができます。 フル システム シナリオでは、物理マシン

の仮想サーバへの手動でまたは自動切り替え、アシュアード リカバリ テ

ストの実行、ブックマークの設定を行うことができます。ブックマークは、

元のマシンまたは新規マシンのいずれかへのリストア ポイントとして使

用できます。  

Arcserve RHA では、シンプル、ストライプ、ミラー、スパン、RAID-5 ボリュー

ムを含むダイナミック ディスクがサポートされます。 マスタとレプリカ

の両方をダイナミック ディスクとして使用できます。 ダイナミック ディ

スクを使用すると、複数のディスクにわたるボリュームを作成できます。  

注： ブックマークを作成すると、RHA エンジンは、アプリケーションの VSS 

ライタを呼び出し、アプリケーションの整合性を保つスナップショットを

マスタ上に作成します。 RHA は ws_rep.cfg ファイルに 4 つのパラメータ

（EnableVSSWriters、ExcludedWriterList、IncludedWriterList、

StartWriterServicesList）を持ち、これらにより、RHA エンジンがアプリケー

ションの VSS ライタを呼び出してスナップショットを作成する方法をカ

スタマイズすることができます。  

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

フル システム シナリオの動作の仕組み (P. 125) 

フル システム シナリオに対する Unified Extensible Firmware Interface 

（UEFI）のサポート (P. 129) 

Windows 2012 のサポート (P. 130) 

フル システム シナリオ用のマスタおよびレプリカの設定 (P. 131) 

フル システム シナリオの作成 (P. 133) 

事前定義済みレプリカ詳細を含むシナリオ テンプレートを使用したフル 

システム シナリオの作成 (P. 140) 

Hyper-V プラットフォーム用のフル システム シナリオの作成 (P. 149) 

複数のレプリカを追加するためのフル システム カスケード シナリオの作

成 (P. 153) 

クラウド サービス接続のための Web プロキシの設定 (P. 162) 

フル システム シナリオの追加プロパティ (P. 186) 

フル システム EC2 シナリオでの追加プロパティの設定 (P. 187) 

フル システム シナリオ用のリダイレクト方式 (P. 190) 

フル システム HA シナリオの実行 (P. 190) 

仮想マシン上の操作 (P. 190) 

フル システムのリストア (P. 193) 

DNS 更新ツールを使用した DNS リダイレクション (P. 198) 

ベア メタル リカバリの実行 (P. 199) 

フル システムのアシュアード リカバリ テストの実行 (P. 238) 
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フル システム シナリオ用のアクティブ サーバ リカバリ (P. 239) 

その他のツール (P. 240) 
 

フル システム シナリオの動作の仕組み 

アプリケーション タイプにかかわらず、任意のサーバを保護するには、

フル システム シナリオを使用します。レプリケーション、ハイ アベイラ

ビリティおよびアシュアード リカバリがサポートされます。フル システ

ム シナリオはアプリケーションに依存しないため、すべてのシステム ス

テータス情報を含め物理マシン（マスタ）を仮想化されたレプリカに転送

できます。レプリカは、アクティブ サーバのゲスト オペレーティング シ

ステムをサポートします。  
 

フル システム シナリオでは、以下の仮想化環境がレプリカ サーバとして

サポートされています。  

■ Microsoft Hyper-V  

■ Citrix XenServer (Xen)  

注：XenServer を使用する前に、www.citrix.com で「XenServer 

Configuration Limitations」（XenServer 設定の制限事項）の項目を確認

してください。 

■ ESXi/vCenter Server 

■ Amazon EC2 

注：サポートされているバージョンについては、「Arcserve RHA リリース 

ノート」または <Arcserve> サポートの「Compatibility Matrix」（互換性マ

トリクス）を参照してください。 
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物理マスタのデータは標準の Arcserve RHA シナリオ内にあるため、物理レ
プリカではなく、VM に格納されている仮想ハード ドライブ ファイルにレ

プリケートされます。フル システム シナリオ内でアプライアンスと呼ば

れる、この仮想マシンは、仮想プラットフォーム ホスト上で実行され、

Arcserve RHA エンジンで設定されます。スイッチオーバーの実行時に物理

マスタが無効になり、新しい仮想マシンが仮想プラットフォーム ホスト

上に作成されます。また、仮想ディスク ファイルがディスクとしてマウ

ントされます。新しい VM が起動し、統合サービスが展開されます。  

注：同じ物理マスタを保護する 2 つのフル システム シナリオを実行する

ことはできません。 

 

以下のリストは、フル システム シナリオでプライマリ Arcserve RHA がど

のように動作するかを説明しています。  

シナリオ作成 -- 物理マシンをマスタ サーバ、仮想マシンをアプライアン

ス（レプリカ）およびそのアプライアンス VM をホストする仮想プラット

フォームとして識別するフル システム シナリオを作成します。仮想プ

ラットフォーム タイプに応じて、フル システム シナリオ固有の情報を指

定します。 

■ ボリューム リスト -- シナリオに追加するマスタ上のボリュームを選

択できます。システム ボリュームとブート ボリュームは保護する必要

があるため、デフォルトで常に選択されます。  

■ ルート ディレクトリ リスト -- フル システム シナリオにはルート 

ディレクトリの概念がないので、このリストは仮想ディスクにレプリ

ケートされるデータを示すために使用されます。 
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■ VM 上のローカル ディレクトリ -- 仮想マシン サーバ上に格納された

仮想ディスクの場所です。仮想ディスクはすべてここに格納されます。

また、仮想ディスク ボリュームのマウント ポイントも格納します。

Arcserve RHA は、物理マスタ上のソース ディレクトリから仮想レプリ

カ上のマウント ポイントにデータをレプリケートします。  

■ ネットワーク アダプタ リスト -- 物理マシン上のすべてのネットワー

ク アダプタ情報（アダプタ名、アダプタ ID、IP アドレス、MAC アドレ

スなど）が格納されます。この情報は、物理マシンのアダプタと仮想

マシンのアダプタ間のネットワーク マッピング リストを作成するた

めに使用されます。  
 

■ ネットワーク マッピング リスト -- 仮想マシンの作成時、VM 上のネッ

トワーク アダプタは、このリストの情報に基づいて設定されます。  

■ CPU/メモリの値 -- 仮想マシンの作成時、Arcserve RHA では、このシナ

リオに定義された設定プロパティに基づいて、CPU 番号および VM の

メモリ サイズを設定します。  

■ リソース プール -- vCenter または ESXi プラットフォームについては、

VM の共有リソースを指定するリソース プールを選択します。  

■ データ ストア -- vCenter または ESXi プラットフォームについては、VM 

ファイルの保存先を指定するデータストアを選択します。  
 

シナリオの開始 -- 保存したシナリオが Arcserve RHA によって検証され、必

要な場合に正常なスイッチオーバーを妨げるエラーが存在しないことを

確認します。  

同期 -- 物理マスタによって仮想ディスク ファイルが作成され、仮想レプ

リカ上のローカル ディレクトリに転送されます。転送後、仮想ディスク 

ファイルは、シナリオ作成中に［ルート レプリカ ディレクトリ］ダイア

ログ ボックスで指定したディレクトリに格納されます。  

レプリケーション -- 物理マスタによって、レプリカ上に格納されている仮

想ディスク ファイルに変更がリアル タイム モードでレプリケートされま

す。仮想ディスク ファイルは、ディレクトリとして Hyper-V サーバ ファ

イル システムにマウントされます。  
 



フル システム シナリオの動作の仕組み 
 

128  仮想サーバ環境 Windows 版操作ガイド 
 

スイッチオーバー -- 物理マスタが利用できない場合、Arcserve RHA はシナ

リオ作成中に設定したプロパティに基づいてスイッチオーバーを開始し

ます。Arcserve RHA はフル システム シナリオを停止し、物理マシン ネッ

トワークを無効にします。仮想マシンは、物理マスタと同じ名前を使用し

て、サーバ上に作成されます。仮想ディスクがマウントされます。また、

仮想マシン用のネットワーク アダプタが、格納されたシナリオで定義さ

れているネットワーク マッピング リストに基づいて追加されます。最後

に、仮想マシンが起動されます。エンド ユーザが失敗した物理ディスク

にアクセスしている場合、スイッチオーバーに数分かかります。  

データ リカバリ -- データ リカバリ ウィザードを起動し、リストア ポイン

トを選択します。リストアするボリューム、およびこれらのボリュームの

リストア先となるターゲットを選択できます。Arcserve RHA はリストア シ

ナリオを作成した後、開始します。  
 

アシュアード リカバリ -- アシュアード リカバリを手動または自動で実行

できます。仮想レプリカを選択し、［レプリカ整合性テスト］をクリック

した後、アシュアード リカバリのタイプを選択して続行します。Arcserve 

RHA はジャーナルの変更の適用を停止し、指定した仮想ディスクを使用し

て仮想マシンを作成することによって AR プロセスを開始した後、VM を

起動します。AR が停止されると、Arcserve RHA は ジャーナルの変更の適

用を再開します。  
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フル システム シナリオに対する Unified Extensible Firmware 

Interface （UEFI）のサポート 

Unified Extensible Firmware Interface （UEFI）は、オペレーティング システ

ムと仮想プラットフォームのファームウェア間のインターフェースを定

義する仕様です。 UEFI の詳細については、http://www.uefi.org/home/ を参

照してください。 

Arcserve RHA では、UEFI ファームウェアを持つコンピュータをマスタ サー

バとして選択できます。 その際は、以下の点を考慮する必要があります。 

■ フル システム HA または AR シナリオを作成するためにマスタ 

サーバとして UEFI ファームウェアのマシンを使用する場合、仮想

プラットフォームも UEFI ファームウェア（ESX 5.1 など）からの

ブートをサポートしている必要があります。 

■ フル システム DR シナリオを作成するためにマスタ サーバとして、

UEFI ファームウェアのマシンを使用し、仮想プラットフォームが 

UEFI ファイル システム（ESX 4.0 など）からのブートをサポートし

ていない場合、VM 操作の開始に失敗します。 
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Windows 2012 のサポート 

Arcserve RHA のフル システム シナリオは、MS Windows 2012 をサポートし

ます。サポートには ReFS、データ デュプリケーションおよびストレージ ス

ペースが含まれます。マスタまたはアプライアンスとして MS Windows 

2012 を選択できます。ただし、以下の制限があります。 

■ フル システム HA/AR シナリオを作成するために Windows 2012 をマス

タ サーバとして使用する場合、仮想プラットフォームも Windows 2012 

をサポートしている必要があります。たとえば、ESXi 5.1 や Hyper-V 3.0 

などです。 

■ Windows 2012 をマスタ サーバとして使用してフル システム DR シナ

リオを作成し、仮想プラットフォームで Windows 2012 がサポートされ

ていない場合（ESX 4.0 など）、VM 開始コマンドは失敗します。仮想

マシンは作成されますが、オペレーティング システムが Windows 2012 

であるため開始できません。  

■ ボリューム レベル同期は、ReFS ボリュームではサポートされていませ

ん。フル システム シナリオについては、マスタが ReFS ボリューム上

にある場合、ボリューム レベル同期は無効です。  

■ 一部の NTFS 属性は ReFS によってサポートされていません。NTFS から 

ReFS にレプリケートするシナリオを作成する場合、それらの NTFS 属

性に関連するイベントをレプリケートする際に、エラーが発生する場

合があります。 

■ ストレージ スペースによって作成されるストレージ プール上のデー

タの整合性は保証され、フル システム シナリオはストレージ スペー

ス設定を保持しません。 
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フル システム シナリオ用のマスタおよびレプリカの設定 

フル システム シナリオでは、他の標準的な Arcserve RHA シナリオと異な

り、2 つではなく 3 つのホストが必要です。  

■ マスタ サーバ - 保護対象のホストです。 このホストは物理または仮想

のいずれでもかまいません。  

■ アプライアンス - Arcserve RHA エンジンをインストールした VM です。 

■ 仮想プラットフォーム ホスト - アプライアンス VM を実行している

サーバです。  

マスタ サーバを設定する方法 

フル システム シナリオでは、マスタは物理または仮想の Windows マシン

になります。これは、仮想環境におけるゲスト OS としておよび Arcserve 

RHA エンジンによってサポートされます。 サポート対象オペレーティング 

システムの完全なリストについては、「Arcserve RHA リリース ノート」を

参照してください。  

アプライアンスを設定する方法 

仮想マシンを以下のように設定します。 

■ Xen プラットフォームについては、アプライアンス VM 上に XenServer 

Tools をインストールします。 

以下の推奨事項に注意してください。 

■ XenServer 6.1.0 は、標準およびレガシーという、XenServer ツール

の 2 つのバージョンを提供します。 Xenserver 6.0 および旧バー

ジョンは、レガシー バージョンのみをサポートします。 マスタが 

Xenserver 6.1 で、Xenserver 6.0 でそれを保護する場合は、ツールの

レガシー バージョンをインストールします。 すでに標準バージョ

ンがある場合は、それをレガシー バージョンに置換します。 レガ

シー バージョンのインストール方法、および標準バージョンのレ

ガシー バージョンへの置換方法の詳細については、リンク 

http://support.citrix.com/article/CTX135099 を参照してください。  

■ 仮想プラットフォームが Citrix Xen 6.0 である場合は、保護されてい

るマスタに .NET 4.0 Framework をインストールします。 .NET 4.0 

Framework は、アプライアンスが作成した仮想マシンに XenServer 

ツールをインストールするのに必要です。 

■ ESXi および vCenter プラットフォームについては、アプライアンス VM 

上に VMware Tools をインストールします。 
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■ アプライアンス VM 上に Arcserve RHA エンジンをインストールします。 

■ Amazon EC2 の場合は、日付と時刻が正確であり、ご使用のシステムと

同期しており、ネットワークが AWS にアクセスできることを確認しま

す。 

フル システム シナリオでは、アプライアンス VM はレプリカとして動作

します。 データは、アプライアンス内に格納された仮想ディスク ファイ

ルにレプリケートされます。 フェールオーバがトリガされると、新しい 

VM が作成され、レプリケートされたマスタ データを含む仮想ディスクは、

この新しい VM に接続されます。  

重要： 仮想マシン、その設定、および仮想ディスク ファイルを手動で削除

しないようにしてください。削除すると、シナリオが失敗する場合があり

ます。 
 

「スナップショット チェーンは長すぎます」というエラーのトラブルシューティング  

ブックマークを作成しているか、Citrix XenServer 上で実行されている

アプライアンスに対して AR 試験を実行している場合に、以下のエラー

が発生する可能性があります。 

スナップショット チェーンは長すぎます 

このエラーの解決方法については、以下のリンクを参照してください。 

http://support.citrix.com/article/CTX133470 
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vCenter Server システムでの HTTP 通信プロトコルの設定 

デフォルトでは、バックアップ プロキシ システムおよび vCenter Server シ

ステムは HTTPS プロトコルを使用して通信します。 代替プロトコルを指

定する場合は、HTTP プロトコルを使用して通信するバックアップ プロキ

シ システムおよび ESX/ESXi Server システムを設定することができます。 

注： 以下の手順は、vCenter Server 4.0 システムに加え、vCenter Server 4.1 お

よび vCenter Server 5.0/5.1 システムにも該当します。 

vCenter Server システムで HTTP 通信プロトコルを設定する方法 

1. vCenter Server システムにログインします。 

以下のファイルをテキスト エディタで開きます。 

C:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥VMware¥VMware 

VirtualCenter¥proxy.xml  

SDK でサポートされている Web サービスの設定を含むエンドポイン

トのリストを見つけます。 

注： エンドポイントは、<EndpointList> タグで識別できます。    

ネストされたタグは以下のように記述されています。 

<e id="5"> 

<_type>vim.ProxyService.LocalServiceSpec</_type> 

<accessMode>httpsWithRedirect</accessMode> 

<port>8085</port> 

<serverNamespace>/sdk</serverNamespace> 

</e> 
 

2. accessMode を以下のように変更します。 

httpAndHttps 

proxy.xml を閉じて保存します。 

3. コマンド ラインまたは Windows サービス コントロール パネルから 

vCenter Service を再起動します。  
 

フル システム シナリオの作成 

フル システム シナリオでは、物理マスタ サーバから仮想ディスクを作成

し、仮想プラットフォーム ホスト上にそれらを格納します。スイッチオー

バまたはフェールオーバ発生時には、この仮想ディスクを使用して、仮想

プラットフォーム ホスト上に仮想マシンが作成されます。   
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フル システム シナリオは、以下の仮想プラットフォーム上でサポートさ

れています。  

■ Hyper-V  

注：フル システム HA/DR シナリオの場合、RHA は Hyper-V CSV （クラス

タ共有ボリューム）クラスタをサポートしません。 

■ Citrix XenServer  

注：XenServer を使用する前に、www.citrix.com で「XenServer 

Configuration Limitations」（XenServer 設定の制限事項）の項目を確認

してください。 

■ ESXi/vCenter Server 

■ Amazon EC2 

注：サポートされているバージョンについては、「Arcserve RHA リリース 

ノート」または <Arcserve> サポートの「Compatibility Matrix」（互換性マ

トリクス）を参照してください。 
 

ほとんどの Arcserve RHA シナリオでは 2 つのホスト（マスタおよびレプリ

カ）を指定する必要がありますが、フル システム シナリオでは、以下の 3 

つのホストを指定する必要があります。 

■ マスタ - これは、保護対象の物理マシンまたは論理マシンです。 

■ アプライアンス - これは、レプリカ サーバとして機能する仮想マシン

です（Arcserve RHA エンジンはここにインストールされる必要があり

ます）。Hyper-V 仮想プラットフォームを使用している場合、このフィー

ルドは適用されず、利用できません（選択不可表示になります）。  

■ 仮想プラットフォーム ホスト - これは、レプリカ サーバとして機能す

るアプライアンス VM をホストするマシンです。  
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以下の手順は vCenter、ESX および XEN のフル システム シナリオに適用さ

れます。Hyper-V のフル システム シナリオの作成手順については、「フル 

システム シナリオの作成 - Hyper-V (P. 149)」を参照してください。  

Hyper-V 以外のすべてのプラットフォームのフル システム シナリオを作成する

方法 

1. Arcserve RHA マネージャを開始します。［ファイル］-［作成］-［新規

シナリオ］を選択するか、ツールバー上の［新規シナリオ］ボタンを

クリックします。  

［ようこそ］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［新規シナリオの作成］をクリックします。シナリオ グループ名を入

力するか、リストから 1 つ選択して、［次へ］をクリックします。  

［サーバおよび製品タイプの選択］ダイアログ ボックスが表示されま

す。  

3. ［フル システム］を選択し、HA または DR、および、レプリカ上の必

要なタスクを選択してください。レプリカ上のタスクの詳細について

は、「アシュアード リカバリ」を参照してください。［次へ］をクリッ

クします。  
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［マスタおよびレプリカ ホスト］ダイアログ ボックスが表示されます。  

 

4. 以下のように画面を完了し、完了時に［次へ］をクリックします。 

■ シナリオ名： シナリオ名を入力します。デフォルト値はシナリオ 

タイプ（たとえば［フル システム］）です。 

■ マスタ ホスト名/IP およびポート： 保護対象の物理マシンを指定す

るか、または参照して 1 つ選択します。ポート番号を入力します。 

■ サーバ タイプ： VM をホストするマシンの仮想プラットフォーム

（たとえば、ESX Server）を選択します。  

■ 仮想プラットフォーム ホスト名/IP および ポート： ［サーバ タイ

プ］で選択した仮想マシン プラットフォームを実行する物理マシ

ンを指定するか、または参照して 1 つ選択します。ポート番号を

入力します。 

■ (オプション) SSL 接続： 代わりに SSL ポート番号を指定する場合は、

このオプションをクリックします。これは、Hyper-V 以外のすべて

の仮想プラットフォーム タイプについて行うことができます。  

■ アプライアンス ホスト名/IP および ポート： このシナリオでレプ

リカ サーバとして機能する VM の仮想マシン ホスト名または IP 

アドレスを指定します。サーバ タイプが Hyper-V である場合、こ

のフィールドは利用できません。  
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■ ホスト上の Arcserve RHA エンジンを検証： シナリオで指定されて

いるすべてのサーバに最新バージョンのエンジンがインストール

されていることを確認するために、このオプションを有効にしま

す。 

入力を促された場合は、指定されたマシンに該当する認証情報を入力

します。  
 

5. 検証が完了するまで待ちます。必要に応じて、任意のサーバ上に 

Arcserve RHA エンジンをインストールできます。エラーが発生する場

合は、［再検証］をクリックして解決を試みます。RPC サービス エラー

が発生する場合は、セキュリティ管理者に問い合わせてください。  

エンジンがホスト上で検証されたら、［次へ］をクリックします。 

［ボリューム設定］ダイアログ ボックスが開きます。Arcserve RHA は、

指定されたマスタ サーバ上のボリュームを自動検出します。 

 

6. 保護するボリュームを指定します。（オプション）［ディレクトリと

ファイルの除外の有効化］オプションを有効にします。Arcserve RHA は 

Windows の pagefile.sys、hiberfil.sys、システム ボリューム情報、Recycler、

ごみ箱のファイルおよびフォルダをデフォルトで自動的にフィルタし

ます。［次へ］をクリックします。  

このサーバの認証情報を入力するように促される場合があります。  

［リソース プール選択］画面が開きます。  
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7. ［次へ］をクリックします。 

［ストレージ選択］画面が開きます。  

8. 仮想マシンを格納する場所を指定します。必要に応じ、［オンデマン

ドで割り当ておよびコミットされた領域］オプションを有効にします。

［次へ］をクリックします。 

［シナリオのプロパティ］ダイアログ ボックスが表示されます。  

9. 必要に応じてプロパティを変更し、［次へ］をクリックします。詳細

については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログ ボックスが開きます。  
 

10. 必要に応じてプロパティを変更し、［次へ］をクリックします。以下

の情報が取得されます。CPU 番号、VM 上のメモリ サイズ、物理マス

タのアダプタ情報、およびネットワーク マッピング リスト。また、シ

ナリオ作成ウィザードを使用しないで、これらの設定を変更する場合

があります。詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照

してください。  

11. Arcserve RHA がスイッチオーバー プロパティを取得する間待機します。   

12. ［スイッチオーバー プロパティ］ダイアログ ボックスが表示されたら、

［ネットワーク トラフィック リダイレクション］プロパティを展開し

ます。このダイアログ ボックスで、必ず物理ネットワーク マッピング

を編集します。  
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物理ネットワーク マッピングの編集方法  

– ［クリックして物理ネットワーク マッピングを編集］を選択しま

す。  

［ネットワーク アダプタのマッピング］ダイアログ ボックスが表

示されます。マスタ サーバとレプリカ サーバの両方に仮想ネット

ワーク アダプタが 1 つしかない場合、それらが自動的にマッピン

グされます。［レプリカ ネットワーク アダプタ］列のドロップダ

ウンをクリックし、［マスタ ネットワーク アダプタ］列にリスト

表示されているアダプタにマップするアダプタを選択します。   

マスタ アダプタ情報の適用 -- （デフォルト）マスタ アダプタが 

DHCP モードの場合は、このオプションを選択します。 

アダプタ情報のカスタマイズ -- ［IP 設定］および ［DNS&WINS］

タブを有効にするために、このオプションを選択します。  

■ IP 設定 -- IP アドレス、サブネット マスク、およびゲートウェ

イを追加または削除できます。 

■ DNS&WINS -- DNS IP アドレス、プライマリまたはセカンダリ 

WINS を追加または削除できます。 

［ネットワーク アダプタ マッピング］ダイアログ ボックスを閉じる

には［OK］をクリックし、続行するには［次へ］をクリックします。  

［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ダイアログ 

ボックスが表示されます。  
 

13. スイッチオーバーを自動的にまたは手動で開始する必要があるかどう

かを指定します。このシナリオでは、リバース レプリケーションは指

定できません。［次へ］をクリックします。  

14. ［シナリオの検証］プロセスが完了するまで待ちます。  

［シナリオの検証］でエラーが表示される場合、続行するにはそれら

のエラーを解決する必要があります。警告が表示される場合も、続け

るにはそれらの警告を解決する必要があります。変更を行った後、［再

試行］をクリックして、検証を繰り返します。［次へ］をクリックし

ます。  
 

［シナリオ実行］ダイアログ ボックスが表示されます。  

15. 同期を開始し、シナリオを有効にするには、［今すぐ実行］をクリッ

クします。フル システム シナリオについては、［ボリューム同期］を

選択します。現在の設定を保存し、後でシナリオを実行するには、［終

了］をクリックします。  
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事前定義済みレプリカ詳細を含むシナリオ テンプレートを使用

したフル システム シナリオの作成 

共通のプロパティを持つ複数のシナリオを生成する必要がある場合は、テ

ンプレート シナリオを作成します。 たとえば、複数のマスタ サーバが共

通のレプリカ サーバを使用しているとします。 その場合、事前定義済み

のレプリカ詳細を含むこのテンプレートを使用して、シナリオを複数回作

成できます。 シナリオを作成するときには、マスタ サーバ詳細のみを指

定し、レプリカ詳細は再利用できます。 

以下の図に、定義済みレプリカ詳細を含むシナリオ テンプレートを使用

してフル システム シナリオを作成するプロセスを示します。 

 
 

テンプレートを使用してフル システム シナリオを作成するには、以下の

タスクを実行します。 

1. テンプレートの作成 (P. 141) 

2. レプリカ詳細の変更 (P. 144) 

3. テンプレートからのフル システム シナリオの作成 (P. 146) 

4. シナリオの検証 (P. 148) 
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テンプレートの作成 

最初に、基本情報を指定してテンプレートを作成します。テンプレートを

作成したら、そのテンプレートを変更してレプリカ詳細を指定します。 
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次の手順に従ってください： 

1. 管理者として <arcserve> RHA にログインし、RHA マネージャを開きま

す。 

2. ［シナリオ］-［新規］をクリックするか、［新規］ボタンをクリック

します。 

シナリオ作成ウィザードが表示されます。 

3. ［新規テンプレートの作成］をクリックします。 

［サーバおよび製品タイプの選択］画面が表示されます。 

4. 以下のオプションを選択して、［次へ］ボタンをクリックします。 

■ サーバ タイプの選択：フル システム 

■ 製品タイプの選択：ハイ アベイラビリティ シナリオ（HA）または

レプリケーションおよびデータ リカバリ シナリオ（DR） 

■ 統合オプション：なし 

［テンプレート名およびコメント］画面が表示されます。 

5. テンプレートの名前と説明を入力します。［次へ］をクリックします。 

［テンプレート プロパティ］画面が表示されます。 

6. 必要なテンプレート プロパティを設定して、［次へ］をクリックしま

す。 

［マスタとレプリカのプロパティ］画面が開きます。 

7. 必要なマスタおよびレプリカ プロパティを設定して、［次へ］をク

リックします。 

テンプレートが作成されます。このテンプレートはシナリオ ビューで

参照できます。 
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テンプレートへのレプリカ詳細の追加 

テンプレートを作成したら、そのテンプレートを変更してレプリカ詳細を

追加します。 このテンプレートを使用することにより、事前定義済みの

レプリカ詳細を含むシナリオを作成できます。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャからシナリオを開きます。 

2. テンプレートからレプリカ ノードを選択します。 

［レプリカ プロパティ］パネルが右側に表示されます。  

3. ［仮想マシン］を展開し、［仮想プラットフォーム設定］をクリック

します。 

［フル システム プラットフォーム設定］ウィザードが表示されます。 
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4. サーバ タイプを選択し、仮想プラットフォームおよびアプライアンス 

ホスト詳細を入力します。 

［リソース プール選択］画面が開きます。 
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5. リソース プールを選択し、［次へ］ボタンをクリックします。 

［ストレージ選択］画面が開きます。 

 

6. 仮想マシンのストレージ容量を選択し、［完了］をクリックします。 

レプリカ詳細がテンプレートに追加されます。 シナリオ ビューからレプ

リカ詳細を確認します。  
 

テンプレートを使用したシナリオの作成 

事前定義済みレプリカ詳細を含むテンプレートが準備できました。 この

テンプレートを使用して、シナリオを作成します。 このテンプレートで

は、マスタ サーバ詳細のみを指定します。 仮想プラットフォームおよび

仮想マシン詳細は、テンプレートに含まれています。 
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次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャを開いて、［シナリオ］-［新規］を選択するか、［新

規］ボタンをクリックします。 

シナリオ作成ウィザードが表示されます。 

2. ［テンプレートからの新規シナリオの作成］を選択し、［次へ］をク

リックします。 

［テンプレートの選択］画面が表示されます。 

 



事前定義済みレプリカ詳細を含むシナリオ テンプレートを使用したフル システム シナリオの作成 
 

148  仮想サーバ環境 Windows 版操作ガイド 
 

3. 使用するテンプレートを選択します。 

［マスタおよびレプリカ ホスト］画面が表示されます。 

 

この手順以降、ウィザード ページは新規シナリオの作成で使用したもの

と同様です。 フル システム シナリオの作成手順については、「フル シス

テム シナリオの作成 (P. 133)」を参照してください。 

シナリオが作成されます。上記の手順を繰り返すことにより、同じレプリ

カを使用する複数のシナリオを作成できます。  
 

シナリオの検証 

事前定義済みレプリカ詳細を含むテンプレートを使用してシナリオを作

成すると、そのシナリオは RHA マネージャのシナリオ ビューに表示され

ます。 シナリオがシナリオ ビューに表示され、そのレプリカ設定が適切

であることを検証します。 
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Hyper-V プラットフォーム用のフル システム シナリオの作成 

Hyper-V 環境用のフル システム シナリオの作成は、他の仮想プラット

フォーム用の手順とは若干異なり、シナリオ作成ウィザードで異なる画面

が表示されます。 Hyper-V フル システム シナリオでは、仮想プラット

フォーム ホスト名もアプライアンスもありません。 代わりに、Arcserve 

RHA エンジンがインストールされている Hyper-V ホスト名を指定します。  

注： Microsoft Hyper-V のセットアップ中、仮想マシンのデフォルトの場所

を変更したことを確認してください。 デフォルトの場所は、他の任意の

場所に変更できます。 

Hyper-V プラットフォーム用のフル システム シナリオの作成方法 

1. Arcserve RHA マネージャを開始します。 ［ファイル］-［作成］-［新規

シナリオ］を選択するか、ツールバー上の［新規シナリオ］ボタンを

クリックします。  

［ようこそ］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［新規シナリオの作成］をクリックします。 シナリオ グループ名を入

力するか、リストから 1 つ選択して、［次へ］をクリックします。  

［サーバおよび製品タイプの選択］ダイアログ ボックスが表示されま

す。  

3. ［フル システム］を選択し、［ハイ アベイラビリティ］および目的の

［レプリカ上のタスク］を選択します。 レプリカ上のタスクの詳細に

ついては、「アシュアード リカバリ (P. 238)」を参照してください。 

［次へ］をクリックします。  

［マスタおよびレプリカ ホスト］ダイアログ ボックスが表示されます。  
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4. 以下のように画面を完了し、完了時に［次へ］をクリックします。 

■ シナリオ名： シナリオ名を入力します。 デフォルト値はシナリオ 

タイプ（たとえば［フル システム］）です。 

■ マスタ ホスト名/IP およびポート： 保護対象の物理マシンを指定す

るか、参照して 1 つ選択します。 ポート番号を入力します。 

■ サーバ タイプ： VM （たとえば、Hyper-V）をホストするマシンの

仮想プラットフォームを選択します。 

■ Hyper-V ホスト名/IP およびポート： Arcserve RHA エンジンがイン

ストールされている Hyper-V ホストを指定します。 これはレプリ

カ サーバとして使用されます。 ポート番号を入力します。  

■ ホスト上の Arcserve RHA エンジンを検証： シナリオで指定されて

いるすべてのサーバに最新バージョンのエンジンがインストール

されていることを確認するために、このオプションを有効にしま

す。 

ユーザ認証情報の入力を求められる場合があります。 その場合は、適

切なユーザ認証情報を入力して、［OK］をクリックします。  

5. 検証が完了するまで待ちます。 必要に応じて、選択したサーバ上に 

Arcserve RHA エンジンをインストールする場合があります。 エンジン

がホスト上で検証されたら、［次へ］をクリックします。 

［ボリューム設定］ダイアログ ボックスが開きます。 Arcserve RHA は、

指定されたマスタ サーバ上のボリュームを自動検出します。 
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6. 保護するボリュームを指定します。 ［次へ］をクリックします。  

7. ［ストレージ選択］ダイアログ ボックスが開きます。 Hyper-V VM が

格納される場所を指定します。 Arcserve RHA でプロビジョニングする

には、［オンデマンドで割り当ておよびコミットされた領域］オプショ

ンを有効にします。 ［次へ］をクリックします。  

8. ［シナリオのプロパティ］ダイアログ ボックスが表示されます。 必要

に応じてプロパティを変更し、［次へ］をクリックします。 詳細につ

いては、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログ ボックスが開きます。  

9. 必要に応じてプロパティを変更し、［次へ］をクリックします。 詳細

については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」を参照してください。  

Arcserve RHA がスイッチオーバー プロパティを取得する間待機します。 

以下の情報が取得されます。CPU 番号、VM 上のメモリ サイズ、物理

マスタのアダプタ情報、およびネットワーク マッピング リスト。 ま

た、シナリオ作成ウィザードを使用しないで、これらの設定を変更す

る場合があります。  

10. ［スイッチオーバー プロパティ］ダイアログ ボックスが表示されたら、

［ネットワーク トラフィック リダイレクション］プロパティを展開し、

［クリックして物理ネットワーク マッピングを編集］を選択します。  
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［ネットワーク アダプタのマッピング］ダイアログ ボックスが表示さ

れます。 マスタ サーバとレプリカ サーバの両方に仮想ネットワーク 

アダプタが 1 つしかない場合、それらが自動的にマッピングされます。 

マスタ サーバの下にリスト表示されているアダプタを、レプリカ上の

目的の仮想ネットワークにマップします。 ［レプリカ ネットワーク ア

ダプタ］の下のドロップダウンをクリックして、1 つ選択します。  

■ マスタ アダプタ情報の適用 -- （デフォルト） 

■ アダプタ情報のカスタマイズ -- ［IP 設定］および［DNS&WINS］タ

ブを有効にするには、このオプションを選択します。  

■ IP 設定 -- IP アドレス、サブネット マスク、およびゲートウェ

イを追加または削除できます。  

■ DNS&WINS -- DNS IP アドレス、プライマリおよびセカンダリ 

WINS を追加または削除できます。  

［ネットワーク アダプタ マッピング］ダイアログ ボックスを閉じる

には［OK］をクリックし、続行するには［次へ］をクリックします。  

［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］ダイアログ 

ボックスが表示されます。  

11. Hyper-V シナリオについては、［スイッチオーバー］オプションの選択

のみが可能です。 スイッチオーバを自動的にまたは手動で開始するよ

うに指定し、［次へ］をクリックします。  

12. ［シナリオの検証］プロセスが完了するまで待ちます。  

［シナリオの検証］でエラーが表示される場合、続行するにはそれら

のエラーを解決する必要があります。 警告が表示される場合も、続け

るにはそれらの警告を解決する必要があります。 変更を行った後、

［再試行］をクリックして、検証を繰り返します。 ［次へ］をクリッ

クします。  

［シナリオ実行］ダイアログ ボックスが表示されます。  

13. 同期を開始し、シナリオを有効にするには、［今すぐ実行］をクリッ

クします。 現在の設定を保存し、後でシナリオを実行するには、［終

了］をクリックします。  
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複数のレプリカを追加するためのフル システム カスケード シ

ナリオの作成 
シナリオ作成ウィザードを使用してフル システム シナリオを作成する場

合、シナリオには 1 つのレプリカ サーバのみを定義できます。 別のレベ

ルでさらにレプリカ サーバをシナリオに追加するには、カスケード フル 

システム HA シナリオ機能を使用します。 アプライアンス ホストが別の仮

想プラットフォームにある場合でも、フル システム シナリオに対してあ

らゆるトポロジを作成して柔軟性を持たせることが可能になります。 各

アプライアンス ホストには、それぞれの仮想プラットフォームおよび仮

想マシン設定があり、これらの設定は別々に指定できます。 また、アプ

ライアンス ホストおよび関連仮想プラットフォームごとに、AR テスト、

VM の開始/停止、VM リソースの削除など、さまざまな操作を実行するこ

とができます。 手動スイッチオーバーの場合、どのレプリカにスイッチ

オーバーするかを選択できます。  

以下の図は、フル システム カスケード シナリオを作成および実行する方

法を示しています。 
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複数のレプリカを追加するためのフル システム カスケード シナリオの作成 

 

第 4 章： フル システムの保護  155  
 

複数のレプリカを追加するためにフル システム カスケードを作成および

実行するには、以下のタスクを実行します。 

1. 前提条件の確認 (P. 155) 

2. フル システム シナリオの作成 (P. 155) 

3. シナリオへのレプリカの追加 (P. 156) 

4. ネットワーク アダプタのマッピング (P. 159) 

5. カスケード シナリオの実行 (P. 160) 

6. レプリカ上でのアシュアード リカバリ テストの実行 (P. 161) 

7. スイッチオーバーの実行 (P. 161) 
 

前提条件の確認 

フル システム シナリオにレプリカ サーバを追加する前に、以下の前提条

件を確認します。 

■ マスタとレプリカを定義することにより、フル システム シナリオがす

でに作成されている。 フル システム シナリオの作成の詳細について

は、「フル システム シナリオの作成 (P. 133)」を参照してください。  

■ アプライアンス マシンが存在する仮想プラットフォーム ホストが決

定されている。 たとえば MS Hyper-V サーバまたは ESX サーバなどです。 
 

フル システム シナリオの作成 

レプリカをさらに追加する前に、フル システム シナリオを作成する必要

があります。 

フル システム シナリオを作成するには、「フル システム シナリオの作成 

(P. 133)」を参照してください。 
 



複数のレプリカを追加するためのフル システム カスケード シナリオの作成 
 

156  仮想サーバ環境 Windows 版操作ガイド 
 

シナリオへのレプリカの追加 

フル システム シナリオを作成したら、既存のシナリオにレプリカ サーバ

を追加できます。 さまざまなレベルでレプリカを追加することにより、

柔軟なレプリカ トポロジおよび安全な保護が実現します。 

次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャを開き、作成したシナリオに移動します。 

2. レプリカを右クリックし、［ホストの挿入］をクリックします。  

第 2 レベルのレプリカを追加するためにレプリカを右クリックします。 

第 1 レベルのレプリカを追加するには、マスタを右クリックします。 
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3. アプライアンスの IP アドレスを入力し、［プロパティ］タブをクリッ

クします。 

4. 仮想マシンのプロパティを展開します。 

注： 仮想マシン プロパティは、シナリオ プロパティからレプリカ プロ

パティ内に移動しました。 

5. ［仮想プラットフォーム設定］をクリックします。 

［フル システム プラットフォーム設定］ダイアログ ボックスが表示

されます。 
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6. ［サーバ タイプ］を選択し、仮想プラットフォーム IP アドレスとポー

ト番号を入力します。 ［次へ］をクリックします。 

［リソース プール選択］ダイアログ ボックスが表示されます。 

7. 仮想マシンが属するリソース プールを選択します。 ［次へ］をクリッ

クします。 

［ストレージ選択］ダイアログ ボックスが開きます。 

8. 仮想マシンを格納するストレージを選択します。 ［完了］ボタンをク

リックします。 

レプリカが第 2 レベルのレプリカとしてシナリオに追加されます。 同様に、

さまざまなレベルでレプリカを追加できます。 たとえば、第 1 レベルのレ

プリカを追加するには、最初にマスタを右クリックし、残りの手順に従い

ます。 
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ネットワーク アダプタのマッピング 

より多くのレプリカがシナリオに追加されています。 このカスケード シ

ナリオを実行するには、追加のレプリカごとにネットワーク アダプタを

マップする必要があります。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャを開き、作成したカスケード シナリオに移動します。 

2. 作成したレプリカをクリックします。  

3. ［プロパティ］タブをクリックし、［仮想マシン設定］プロパティを

展開します。 

 

4. ［物理ネットワーク マッピング］をクリックします。  

［ネットワーク アダプタのマッピング］ダイアログ ボックスが表示さ

れます。 

5. 必要に応じてネットワーク設定を適用し、［OK］をクリックします。 

6. ［保存］をクリックします。 

シナリオ設定が保存されます。 

レプリカ ネットワーク アダプタがマップされ、使用できるようになりま

した。 同様に、他のレプリカをマップできます。 
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カスケード シナリオの実行 

ネットワークをマップし、シナリオ設定を保存したら、レプリカを同期す

るためにカスケード シナリオを実行します。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャを開き、作成したカスケード シナリオに移動します。 

2. シナリオを選択し、［実行］をクリックします。  

検証プロセスにより、各レプリカが確認され、設定が正しくない場合

にはエラー メッセージが表示されます。 

［検証結果］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. ［実行］をクリックします。 

［実行］ダイアログボックスが表示されます。 

4. 必要に応じて同期方法を選択し、［OK］をクリックします。 

レプリケーション プロセスが開始され、仮想マシンが同期されます。 

仮想マシンの開始、仮想マシンの停止、仮想マシンリソースの削除など、

さまざまな操作を実行できるようになりました。 これらの操作を実行す

るには、レプリカの 1 つを選択して右クリックし、希望の操作を選択しま

す。 すべてのレプリカ上のリソースを削除するには、シナリオまたはマ

スタを選択します。 これらの操作の詳細については、「仮想マシン上の

操作 (P. 190)」を参照してください。 
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レプリカ上でのアシュアード リカバリ テストの実行 

同期が完了したら、各レプリカ上でアシュアード リカバリ（AR）テスト

を実行できます。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャを開き、作成したカスケード シナリオに移動します。 

2. 作成した追加のレプリカの 1 つを右クリックし、［アシュアード リカ

バリを使用したレプリカ整合性テスト］をクリックします。 

［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テスト］ダイアロ

グ ボックスが表示されます。 

3. ［OK］をクリックします。 

AR テストが開始されます。  

注： 複数のレプリカに対して同時に AR テストを実行できます。 

AR テストのステータスは［イベント］ペインで監視できます。 AR テスト

が成功したら、スイッチオーバーを実行することができます。 
 

スイッチオーバーの実行 

AR テストがすべてのレプリカに対して完了している場合、スイッチオー

バーを実行できます。 スイッチオーバーを行うレプリカを選択できます。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャを開き、作成したカスケード シナリオに移動します。 

2. ［スイッチオーバーの実行］をクリックします。 

［スイッチオーバーの実行］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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3. スイッチオーバーを実行するレプリカを選択し、［はい］をクリック

します。 

スイッチオーバー プロセスが開始されます。ステータスは［イベント］

ペインで監視できます。 

スイッチオーバー後の考慮事項 

スイッチオーバーが発生した場合、アクティブなサーバに対するすべての

更新は他のレプリカに適用されません。 同様に、BMR の場合には、他の

すべてのレプリカは更新されません。 そのため、スイッチオーバー後に

更新は元のマスタにリストアされますが、他のレプリカには適用されませ

ん。 すべてのレプリカ サーバに変更を適用するには、カスケード シナリ

オを実行する必要があります。 
 

 
 

クラウド サービス接続のための Web プロキシの設定 

［クラウド アカウントの追加］ダイアログ ボックスで［クラウド サービ

スへの接続にプロキシを使用］オプションを使用するためには、EC2 リ

ソース管理に使用する Web プロキシを設定しておく必要があります。  

Web プロキシを設定するには、［Web プロキシの設定］ツールバー ボタ

ン  をクリックし、Web プロキシ設定情報（サーバ、ポート、ユーザ認

証情報など）を入力します。 プロキシ設定を検証するためのテスト リク

エストがサーバに送信されます。 検証が完了すると、プロキシ設定は AWS 

アカウントに保存されます。  
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新しいクラウド アカウントの追加 

［クラウド ビュー］パネルで EC2 を参照して管理するには、AWS 認証情

報を使用して新しいクラウド アカウントを追加しておく必要があります。  

新しいクラウド アカウントの追加方法 

1. ツールバーの［クラウド アカウントの追加］ボタン  をクリックし

ます。 

［クラウド アカウントの追加］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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2. 以下のフィールドに情報を入力します。 

クラウド プロバイダ 

クラウド プロバイダ サービスの名前を指定します。 

クラウド アカウント 

クラウド アカウントを指定します。通常、これは AWS アカウント

を登録するために使用した電子メール アドレスです。 

アクセス キー ID 

AWS アカウント用のアクセス キー ID を入力します。 

秘密アクセス キー 

AWS アカウントによって提供される秘密アクセス キーを入力しま

す。 

（オプション）クラウド サービスへの接続にプロキシを使用 

AWS Web サービス サーバとの通信に Web プロキシを使用するか

どうかを指定します。 このチェック ボックスをオンにしてオプ

ションを有効にする場合は、このプロキシが設定 (P. 162)済みであ

ることを確認します。 

注： これらのフィールドに必要な情報は、以下に示すセキュリティ認

証情報のタブを使用して、AWS アカウント ホーム ページから取得で

きます。 

 

3. ［OK］をクリックします。 
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［クラウド アカウントの追加］ダイアログ ボックスが閉じます。 登

録済みクラウド アカウントとしてクラウド アカウントが［クラウド 

ビュー］パネルに表示され、このアカウントに属するすべての EC2 イ

ンスタンスも表示されます。 
 

デフォルト AWS 領域の変更 

EC2 インスタンスの管理時、［クラウド ビュー］パネルで別の AWS 領域

を選択することができます。 デフォルト AWS 領域を変更するには、ツー

ルバーの［デフォルト領域の変更］ボタン  をクリックします。 ［デフォ

ルト領域の変更］ダイアログ ボックスで、ドロップダウン リストから別

の領域を選択します。 ［クラウド ビュー］パネルに、選択した領域で使

用可能なインスタンスが表示されます。 
 

クラウド アカウント情報の更新 

以前設定したクラウド アカウントの認証情報を更新することができます。 

たとえば、Amazon 管理コンソールを使用してアクセス キー ID と秘密アク

セス キーが変更された場合（新しいペアが生成され、以前のペアは無効

になる）、AWS アカウント認証情報を手動で更新する必要があります。 ク

ラウド アカウント認証情報を更新するには、［クラウド ビュー］パネル

で更新するクラウド アカウントを選択し、ツールバーの［クラウド アカ

ウントの更新］ボタン  をクリックします。 新しい認証情報を入力して

［OK］をクリックします。 ［クラウド ビュー］ペインのクラウド アカウ

ント情報が更新されます。 
 

クラウド アカウントの削除 

使用しなくなったクラウド アカウントを削除することができます。 クラ

ウド アカウント認証情報を削除するには、［クラウド ビュー］パネルで

削除するクラウド アカウントを選択し、ツールバーの［クラウド アカウ

ントの削除］ボタン  をクリックします。 クラウド アカウントが［クラ

ウド ビュー］パネルのリストから削除されます。 
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新しい EC2 レプリカ インスタンスの作成 

フル システム データ レプリケーション シナリオまたはハイ アベイラビ

リティ シナリオで Arcserve RHA のクラウド機能を使用するには、EC2 レプ

リカ インスタンスを作成する必要があります。 この手順を開始する前に、

以下の要件が満たされることを確認します。 

■ Amazon Web サービス（AWS） アカウントが作成済みである 

■ Amazon Virtual Private Cloud （VPC）が作成され、VPN を使用してオン

プレミス ネットワークと接続されている  

注： Amazon VPC の詳細については、Amazon の Web サイトを参照して

ください。 

■ AWS アカウントが Arcserve RHA マネージャに登録済みである 

注： インスタンス詳細とキー ペアの作成（この手順に必要）を含む、EC2 の

詳細は、Amazon の Web サイトのユーザ ドキュメント「Amazon EC2」に記

載されています。  

新しい EC2 レプリカ インスタンスの作成方法 

1. Arcserve RHA マネージャの ［クラウド ビュー］パネルを選択します。 

指定された領域について、すでに作成されたインスタンスが［クラウ

ド アカウントおよびインスタンス］リストに表示されます。 ツール

バーの［デフォルト領域の変更］ボタン  をクリックして、別のデフォ

ルト領域を指定します。 

2. 使用する AWS アカウントを右クリックして［インスタンスの作成］を

選択します。 

インスタンス作成ウィザードが表示されます。 

http://aws.amazon.com/vpc/
http://aws.amazon.com/documentation/ec2/
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3. ［AMI の選択］ダイアログ ボックスで Amazon Machine Image （AMI）

を選択し、［次へ］をクリックします。 

注： EBS に接続された Windows AMI のみ使用できます。 

［接続の選択］画面が表示されます。 
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4. インスタンスを割り当てる VPC サブネットを指定し、［次へ］をクリッ

クします。 

注： インスタンスには、割り当てられたサブネットの IP 範囲にある 

DHCP アドレスが自動的に割り当てられます。 

［インスタンス詳細］画面が表示されます。 
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5. インスタンス数、使用可能ゾーン、およびインスタンス タイプを指定

して［次へ］をクリックします。 これらのインスタンスを使用すると、

長期間の契約を結ばずに、時間単位の従量制でコンピュータ処理を利

用できます。これにより、高い固定コストから大幅に低い変動コスト

に移行できます。 

［キー ペアの作成］画面が表示されます。 
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6. 既存のキー ペアを選択するか新しいキー ペアを作成して、インスタン

スの起動後に安全に接続できるようにします。 新しいキー ペアを作成

した場合は、お使いのコンピュータに秘密鍵を保存するように促す

メッセージが表示されます。 ［次へ］をクリックします。 

注： キー ペアは一度作成すればよく、インスタンスの展開ごとに毎回

作成する必要はありません。 

［セキュリティ グループの選択］画面が表示されます。 
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7. セキュリティ グループを選択し、［次へ］ボタンをクリックします。  

既存のセキュリティ グループのリストが表示されます。  

［確認］画面が表示されます。  
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8. 指定した情報を確認し、［終了］をクリックします。 

インスタンスが作成され、デフォルトのパスワードがユーザに送信さ

れます。 

注： 

■ ［クラウド ビュー］パネルでは、VPC ベースのインスタンスの作

成のみが可能です。 VPC の外にインスタンスを割り当てることは

できないため、VPC の設定は必ず必要です。 

■ AWS の管理ツール（AWS Management Console 内）を使用して、VPC 

インスタンスでないインスタンス（パブリック インスタンス）を

作成できます。 これらのパブリック インスタンスは ［クラウド 

ビュー］パネルに表示されます。 しかし、シナリオ作成ウィザー

ドは「プライベートからプライベート」シナリオ、または、プラ

イベート オンプレミス ネットワークから VPC へのレプリケー

ションしかサポートしないため、 これらのインスタンスはシナリ

オ作成ウィザードで使用できません。  

■ 領域を選択してリソース参照をフィルタすることができます。 

AWS ユーザが利用できる領域は 7 つあります。EU 西部（アイルラ

ンド）、米国東部（バージニア）、米国西部（北 カリフォルニア、

米国西部（オレゴン）、南米（サンパウロ）、アジア太平洋（東

京）およびアジア太平洋（シンガポール）です。 現在 AWS では、

AWS アカウントごとに 1 つの VPC 作成しか許可されていません。 

各 VPC には、それに関連付けられた複数のサブネットワークが存

在する場合があります（インスタンスの割り当て時にサブネット

ワーク ID を選択します）。 サブネットワークは 4 つの領域のうち

の 1 つ内に存在する場合があります。 特定のサブネットワークに

インスタンスを割り当てる場合、まず［デフォルト領域の変更］

ドロップダウンで該当する領域を選択する必要があります。ただ

し、RHA でサポートされるのは、米国東部（バージニア）、EU 西

部（アイルランド）、アジア太平洋（東京）、アジア太平洋（シ

ドニー）、南アメリカ（サンパウロ）の 5 つの領域のみであるこ

とに注意してください。 
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EC2 レプリカ インスタンスの起動 

停止された EC2 インスタンスを［クラウド ビュー］パネルで開始するには、

開始する EC2 インスタンスを選択して、ツールバーの［インスタンスの起

動］ボタン  をクリックします。 ［クラウド ビュー］パネルの選択した 

EC2 インスタンスのステータスが［停止］から［保留実行］、その後［実

行中］に変わります。 
 

EC2 レプリカ インスタンスの停止 

使用されなくなった EC2 インスタンスを［クラウド ビュー］パネルで停止

するには（シャットダウンするが削除しない）、停止する EC2 インスタン

スを選択して、ツールバーの［インスタンスの停止］ボタン  をクリッ

クします。 ［クラウド ビュー］パネルの選択した EC2 インスタンスのス

テータスが［実行中］から［停止］に変わります。  
 

EC2 レプリカ インスタンスの削除 

使用されなくなった EC2 インスタンスを［クラウド ビュー］パネルで削除

するには、削除する EC2 インスタンスを選択して、ツールバーの［インス

タンスの削除］ボタン  をクリックします。 削除された EC2 インスタン

スは、［クラウド ビュー］パネルのインスタンス リストから削除されま

す。 
 

新規 EC2 データ レプリケーション シナリオの作成 

EC2 データ レプリケーション シナリオを作成して、［シナリオ作成ウィ

ザード］で指定した EC2 インスタンスがレプリカ サーバとして使用される

ように設定できます。 この手順で起動されるウィザードによって、デー

タ レプリケーション シナリオ作成に必要な手順が段階的に示されます。 

ただし、プロパティはウィザードを使用せずに設定することもできます。  

新規 EC2 データ レプリケーション シナリオの作成方法 

1. マネージャを開いて、［シナリオ］-［新規］を選択するか、［新規シ

ナリオ］ボタンをクリックしてウィザードを起動します。 

［ようこそ］画面が開きます。  
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2. ［新規シナリオの作成］を選択し、リストから［グループ］を選択し

て、［次へ］をクリックします。  

［サーバおよび製品タイプの選択］画面が表示されます。 

 
 

1. ［サーバ タイプ］を選択し、［レプリケーションおよびデータ リカバ

リ シナリオ（DR）］を選択し、［次へ］をクリックします。  

注： Microsoft Hyper-V については、クラウド ベースのデータ レプリ

ケーションは現在サポートされていません。 
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［マスタおよびレプリカ ホスト］画面が表示されます。 

 
 

2. シナリオ名を入力し、マスタ サーバ用のホスト名または IP アドレス、

およびポート番号を入力します。 レプリカ サーバとして Amazon EC2 

を指定します。 ［クラウドへのレプリケート］チェック ボックスをオ

ンにし、［クラウド ホストの選択］ボタンをクリックして、EC2 レプ

リカ インスタンス（アプライアンス）を指定します。 ［ホスト上の 

Arcserve RHA エンジンを検証］オプションが有効（デフォルト）であ

ることを確認し、［次へ］をクリックします。  

［クラウド インスタンス選択］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. ［クラウド プロバイダ］、［クラウド アカウント］および［領域］に

情報を入力し、［OK］をクリックします。 

注： ［リフレッシュ］ボタンをクリックして、インスタンスのリスト

をリフレッシュします。 
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［エンジンの検証］画面が表示されます。 

 

4. エンジンの検証が完了するまで待って、［次へ］をクリックします。 必

要に応じて［インストール］をクリックして一方または両方のサーバ

でエンジンをアップグレードし、［再検証］をクリックします。  
 

［ボリューム設定］画面が開きます。 

5. 情報を入力し、［次へ］をクリックします。  
 

［シナリオのプロパティ］画面が表示されます。  
 

6. デフォルト値をそのまま使用するか、必要に応じて新しい値を設定し

てから、［次へ］をクリックします。  

注： シナリオのプロパティによって、シナリオ全体が制御されます。 こ

れらのプロパティは、ウィザードを使用せずに設定することもできま

す。 詳細については、「シナリオのプロパティの設定」を参照してく

ださい。  
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［マスタとレプリカのプロパティ］画面が開きます。  

 
 

7. マスタとレプリカのプロパティはホスト サーバにのみ適用されます。 

デフォルト値をそのまま使用するか、必要に応じて値を変更し、［次

へ］をクリックします。  

注： デフォルトで無効になっている［シナリオの停止時にインスタン

スをシャットダウンする］プロパティを除くすべてのクラウド レプリ

カ プロパティは読み取り専用です。 詳細については、「クラウドのプ

ロパティ」を参照してください。  
 
 

8. ［次へ］をクリックします。  

シナリオの検証が完了するまで待ちます。  

9. エラーや警告が表示された場合は、続ける前にそれらを解決します。 

準備ができたら、［次へ］をクリックします。  

［シナリオ実行］画面が表示されます。  

10. 同期を開始してシナリオを有効にする場合は［今すぐ実行］を、後で

シナリオを実行する場合は［終了］をクリックします。  
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新しいフル システム EC2 ハイ アベイラビリティ シナリオの作成 

フル システム EC2 ハイ アベイラビリティ シナリオを作成し、オンプレミ

スの Windows システム全体を、EBS 接続されたオフラインの Windows AMI 

にレプリケートできます。Windows AMI は、マスタ サーバに障害が発生し

た場合、オンラインになります。 この手順で起動されるウィザードによっ

て、ハイ アベイラビリティ シナリオ作成に必要な手順が段階的に示され

ます。 ただし、プロパティはウィザードを使用せずに設定することもで

きます。  

新しい フル システム EC2 ハイ アベイラビリティ シナリオの作成方法 

1. マネージャを開いて、［シナリオ］-［新規］を選択するか、［新規シ

ナリオ］ボタンをクリックしてウィザードを起動します。 

［ようこそ］画面が開きます。  
 

2. ［新規シナリオの作成］を選択し、リストから［グループ］を選択し

て、［次へ］をクリックします。  
 

［サーバおよび製品タイプの選択］画面が表示されます。 
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3. ［フル システム］-［ハイ アベイラビリティ シナリオ（HA）］を選択

して、［次へ］をクリックします。  
 

［マスタおよびレプリカ ホスト］画面が表示されます。 

 
 

4. ［マスタおよびレプリカ ホスト］画面で以下を実行します。 

a. シナリオ名を入力し、マスタ サーバ用のホスト名または IP アドレ

ス、およびポート番号を入力します。  

b. レプリカ サーバとして Amazon EC2 を指定します。 

c. EC2 レプリカ インスタンス（アプライアンス）を指定します。  

ボタンをクリックし、AWS アカウントおよび EC2 レプリカ インス

タンス（アプライアンス）を参照して選択します。 

［クラウド インスタンス選択］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 
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d. AWS アカウント、クラウド レプリカ（アプライアンス）、および

領域を選択し、［OK］をクリックします。 

e. ［コントロール サービス DNS 設定を使用］チェック ボックスを、

必要に応じてオンまたはオフにします。 このチェック ボックスを

オンにすると、コントロール サービス サーバから EC2 レプリカ イ

ンスタンス（アプライアンス）ホストに DNS 設定が適用されます。  

f. ［ホスト上の Arcserve RHA エンジンを検証］オプションが有効で

ある（デフォルト）ことを確認し、［次へ］をクリックします。 
 

［エンジンの検証］画面が表示されます。 

 

5. エンジンの検証が完了するまで待って、［次へ］をクリックします。 必

要に応じて［インストール］をクリックして一方または両方のサーバ

でエンジンをアップグレードし、［再検証］をクリックします。  
 

［ボリューム設定］画面が開きます。 

6. 保護する物理マシンのボリュームを 1 つ以上選択し、［次へ］をクリッ

クします。  
 

［シナリオのプロパティ］画面が表示されます。  
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7. デフォルト値をそのまま使用するか、必要に応じて新しい値を設定し

てから、［次へ］をクリックします。  

注： シナリオのプロパティによって、シナリオ全体が制御されます。 こ

れらのプロパティは、ウィザードを使用せずに設定することもできま

す。 詳細については、「シナリオのプロパティの設定」を参照してく

ださい。  

注：  複数のレプリカ ネットワーク アダプタがある場合、[ネットワー

ク アダプタのマッピング] ダイアログ ボックスが表示されます。  
 

［マスタとレプリカのプロパティ］画面が開きます。 
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8. マスタとレプリカのプロパティはホスト サーバにのみ適用されます。 

デフォルト値をそのまま使用するか、必要に応じて値を変更し、［次

へ］をクリックします。  

注： デフォルトで無効になっている［シナリオの削除時にクラウド リ

ソースをクリーンアップ］プロパティを除くすべてのクラウド レプリ

カ プロパティは読み取り専用です。 

ネットワーク マッピングを変更するには、［仮想マシン］の下の［物

理ネットワーク マッピング］オプションを展開します。  
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［アシュアード リカバリ ネットワーク アダプタ マッピング］または

［ハイ アベイラビリティ ネットワーク アダプタ マッピング］をク

リックします。  

［ネットワーク アダプタのマッピング］ダイアログ ボックスが表示さ

れます。 

 

マスタ アダプタとレプリカ アダプタの間のネットワーク マッピング

を設定して［OK］をクリックします。 

［マスタとレプリカのプロパティ］が表示されます。 

［次へ］をクリックします。 

［スイッチオーバー プロパティ］画面が表示されます。  

9. スイッチオーバー プロパティを展開し、スイッチオーバー ホスト名を

入力します。 
 

10. ホスト プロパティを展開し、［マスタ ホスト完全修飾名］と［レプリ

カ完全修飾名］を入力します。 
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11. ［ネットワーク トラフィック リダイレクション］プロパティを展開し、

［DNS リダイレクト］、［DNS サーバ IP］および［DNS サーバ内マス

タ IP］などのリダイレクション オプションを指定します。 

注： ［DNS リダイレクト］オプションを「オフ」に設定すると、［DNS 

内のレプリカ サーバ上の仮想マシン IP］オプションにも値を指定でき

ます。 ［DNS リダイレクト］プロパティの値が「オン」である場合、

［DNS 内のレプリカ サーバ上の仮想マシン IP］オプションはリスト内

に表示されません。  
 
 

［スイッチオーバーとリバース レプリケーションの開始］画面が表示

されます。  
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12. スイッチオーバー オプションを選択します。 ［自動］はお勧めしませ

ん。 詳細については、「スイッチオーバー」を参照してください。 ［次

へ］をクリックします。 

シナリオの検証が完了するまで待ちます。  

13. エラーや警告が表示された場合は、続ける前にそれらを解決します。 

準備ができたら、［次へ］をクリックします。  

［シナリオ実行］画面が表示されます。  

14. 同期を開始してシナリオを有効にする場合は［今すぐ実行］を、後で

シナリオを実行する場合は［終了］をクリックします。  
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フル システム シナリオの追加プロパティ 

シナリオ作成プロセスが完了した後、以下のプロパティを手動で変更でき

ます。 

仮想マシンのローカル ディレクトリ（［シナリオのプロパティ］タブ） 

レプリカ ルート ディレクトリのリストで、仮想マシンのローカル 

ディレクトリをダブルクリックし、新しい場所を参照して選択します。 

［OK］をクリックした後、ディスク アイコンをクリックして変更した

シナリオを保存します。  

CPU コア（［レプリカ プロパティ］タブ） 

［ハイ アベイラビリティ プロパティ］タブで、仮想マシンの設定を展

開します。 ［CPU コア］をクリックし、数値を変更します。  

メモリ サイズ（［レプリカ プロパティ］タブ） 

［メモリ サイズ］をクリックし、値を変更します。  

仮想ネットワーク マッピング（［シナリオのプロパティ］タブ） 

［仮想ネットワーク マッピング］設定の他に、［クリックして仮想

ネットワーク マッピングを編集］エントリをクリックすると、［物理

ネットワーク マッピング］ダイアログ ボックスが表示されます。  

仮想マシン名（［レプリカ プロパティ］タブ） 

必要に応じて、仮想マシン名を変更します。 デフォルトでは、マスタ 

ホスト名が使用されます。  

これらの設定変更が終了した後、変更したシナリオを保存します。 

注： レプリカ プロパティを動的に変更することもできます。 シナリオの実

行中に、CPU コア、メモリ サイズ、仮想ネットワーク マッピング、仮想

マシン名を変更できます。 変更はすぐに反映されます。 
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フル システム EC2 シナリオでの追加プロパティの設定 

フル システム EC2 シナリオでは、環境に応じてクラウドおよび仮想マシン

の追加プロパティを指定できます。 

フル システム EC2 プロパティを設定するには、「新しいフル システム EC2 

ハイ アベイラビリティ シナリオの作成 (P. 178)」の説明に従ってシナリオ

を設定します。 ［マスタとレプリカのプロパティ］画面で、クラウドお

よび仮想マシンのプロパティを展開し、以下のオプションを設定します。 

クラウド プロパティ 

クラウド プロバイダ 

選択されたクラウド インスタンスを実行するクラウド サービスの名

前を表示します。 このプロパティは、読み取り専用です。 

クラウド アカウント ID 

AWS アカウントのアカウント ID を表示します。 このプロパティは、

読み取り専用です。 

クラウド領域 

AWS アカウントの VPC 領域を表示します。 このプロパティは、読み取

り専用です。 

クラウド インスタンス ID 

クラウド インスタンスの ID を表示します。 このプロパティは、読み

取り専用です。 

シナリオ削除時のクラウド リソースのクリーンアップ 

シナリオを削除する際に、クラウド リソースをクリーンアップするか

どうかを指定できます。 フル システム EC2 データ レプリケーション

またはハイ アベイラビリティ シナリオでは、フェールオーバ、ボ

リューム、スナップショットに使用するクラウド インスタンスのよう

に、いくつかのクラウド リソースが使用される場合があります。 シナ

リオを削除した後、これらのクラウド リソースが不要になる場合、こ

のオプションをオンにすると、これらのリソースを削除できます。 こ

のオプションは、デフォルトで無効になっています。 

シナリオの停止時にインスタンスをシャットダウンする 
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シナリオの停止時にレプリカ インスタンスを自動的にシャットダウ

ンするかどうかを指定します。 このオプションはデフォルトではオフ

に指定されています。つまり、シナリオを停止してもレプリカ インス

タンスは自動的には停止されません。 

仮想マシン プロパティ 

仮想プラットフォーム設定 

以下の読み取り専用プロパティの設定を確認できます。 

仮想プラットフォーム タイプ 

クラウド アカウントの仮想プラットフォーム タイプを示します。 

仮想プラットフォーム 

クラウド アカウントの仮想プラットフォーム サーバを示します。  

ポート 

仮想マシンとの接続に使用されたポート番号を示します。 

SSL 接続 

SSL （セキュア ソケット レイヤー）接続のオン/オフを示します。 
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仮想マシン設定 

以下のプロパティを定義できます。 

EC2 インスタンス タイプ 

仮想マシンの EC2 インスタンスに割り当てるサイズを指定します。 

マスタのオペレーティング システムおよびユーザの環境要件に基

づいた適切なインスタンス タイプを指定できます。 インスタンス 

タイプ オプションには次のものが含まれます。  

■ スモール インスタンス 

■ ラージ インスタンス  

■ エクストラ ラージ インスタンス 

■ ハイメモリ エクストラ ラージ インスタンス 

■ ハイメモリ ダブル エクストラ ラージ インスタンス 

■ ハイメモリ クアドラプル エクストラ ラージ インスタンス 

■ ハイ CPU ミディアム インスタンス 

■ ハイ CPU エクストラ ラージ インスタンス     

利用可能なオプションはマスタのプラットフォームによって異な

ります。 マスタが 32 ビット オペレーティング システムである場

合、スモール インスタンスおよびハイ CPU ミディアム インスタン

スのみ利用可能です。 マスタが 64 ビット オペレーティング シス

テムである場合、その他のすべてのタイプを利用できます。 

仮想マシン名 

仮想プラットフォーム サーバで管理される仮想マシンの名前を指

定します。 
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フル システム シナリオ用のリダイレクト方式 

フル システム HA シナリオでは、コンピュータ名の切り替えおよび IP リダ

イレクトはサポートされていません。オプションで、DNS リダイレクトを

選択できます。また、仮想マシン上で使用するネットワーク リソースを

カスタマイズできます。静的な IP を使用する場合、マップされた NIC 上の 

IP、ゲートウェイ DNS および WINS アドレスを指定します。  

自動検出中に、ソフトウェアは DNS サーバ上のマスタ サーバ IP アドレス

を取得します。ユーザが［DNS リダイレクト］を［オン］に設定した場合、

Arcserve RHA は［ネットワーク マッピング］ダイアログ ボックスからス

イッチオーバー VM の IP アドレスを取得します。 

注：アクティブな VM が Anazon EC2 上にある場合に、リバース レプリケー

ション シナリオで DNS リダイレクションをオンにするには、レプリカ 

サーバ上で、DNS で更新する IP アドレスを手動で入力します。 
 

フル システム HA シナリオの実行 

フル システム HA シナリオを開始すると、ソフトウェアは検証チェックの

付いたシナリオ設定を最初に検証します。 同期中、物理マシン上の保護

されているボリュームにあるデータは、レプリカ上の仮想ディスク ファ

イルにレプリケートされます。 ファイル レベル同期、ブロック レベル同

期、ボリューム レベル同期、またはオフライン同期を選択できます。 ボ

リューム レベル同期は LAN ベースの環境でのパフォーマンスがすぐれて

いるので、初回の同期としてはボリューム レベル同期をお勧めします。 た

だし、ボリューム レベル同期はすべてのデータをマスタからレプリカに

同期するので、以降の同期としては負荷を大幅に削減できるファイル レ

ベルまたはブロック レベル同期の実行をお勧めします。 再同期では、ブ

ロック レベルの同期がデフォルトで使用されます。  

レプリケーション中、ソフトウェアによって物理マシン上で発生したすべ

てのファイル システムの変更がレプリカにレプリケートされ、それらの

変更が仮想ディスク上のデータに適用されます。 
 

仮想マシン上の操作 

利用可能な操作を使用して仮想マシンを管理することができます。 これ

らの操作では、すべての VM リソースを開始、停止、および削除できます。   
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仮想マシンの開始と停止 

この操作を使用して、仮想マシンをその最新のシステム ステータスまた

はブックマークから開始または停止します。 シナリオを作成して、マス

タとレプリカを同期した後に、仮想マシンを開始または停止できます。 シ

ナリオが実行されていないときに、この機能を使用します。 この機能は

フル システムの DR および HA シナリオで利用可能です。 開始/停止はトグ

ル メニュー項目です。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］ - ［VM の開始/停止］をクリックします。 

［仮想マシンのセットアップ］ダイアログ ボックスが開きます。 

2. 新しく作成された仮想マシン用にネットワークを設定するための、

ブックマークおよびオプションを選択します。  

この操作の前に、以下の点を考慮してください。 

■ スイッチオーバー、フェールオーバ、VM の開始、アクティブ レプ

リカ サーバのリカバリ、BMR のいずれかの機能を実行する場合、

RHA は自動的に「シナリオの前回の状態へのブックマーク」とい

うブックマークを作成します。 このブックマークは、シナリオの

停止またはスイッチオーバーの実行の前に、シナリオの前回の

データ状態を保存するためのものです。 このブックマークは、次

にフォワード シナリオを実行する際、内部的に削除されます。 

任意の時点で、シナリオの前回の状態に戻ることができます。  

■ RHA では、VM の開始操作を実行する前に、最新のシステム ステー

タスを保存します。 VM を再開すると、「ブックマーク［ブックマー

ク名］の最新システム ステータス」というブックマークがブック

マーク リストに表示されます。  

■  VM が停止された後、別のブックマークを選択して VM を開始する

と、最新のシステム ステータスのすべてのデータ変更が失われま

す。  

この操作により、アプライアンス上で新しい仮想マシンが作成および開始

されます。 プラットフォームに応じて、VMware Tools などの仮想マシン 

ツール、統合サービス、または XenServer ツールなども仮想マシンにイン

ストールされます。 ログインして、データが正確であり、各種サービス

が動作していることを確認します。 
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重要：  VM の起動後は、仮想化プラットフォーム管理ツール（VMware 

vSphere Client、Hyper-V Manager または XenCenter など）を使用して VM ス

ナップショットを作成しないでください。 それを行うと、予期しないエ

ラーが発生する結果になります。 
 

仮想マシン リソースの削除 

フル システム シナリオを実行するときに、一時リソースの一部はディス

ク ファイル、スナップショット、および他のファイルとして作成されま

す。 この操作により、これらのリソースが削除されます。この操作はシ

ナリオが実行されていないときに利用可能です。  

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］ - ［すべての VM リソースの削除］をクリックします。 

保護されているデータがすべて削除されるという警告が表示されます。 

2. すべての VM リソースをクリーンアップするには、［はい］を選択し

ます。  

注： VM がすでに実行中の場合、この操作では最初に VM がシャットダ

ウンされ、その後、VM リソースがすべて削除されます。 

すべての作成済みイメージが、ディスク ファイルおよびスナップショッ

トと共に削除されます。 
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フル システムのリストア 

管理者は、マスタ サーバに障害が発生した場合に、データが確実にレプ

リケートされ、フェールオーバが行われるようにする責任があります。 

フェールオーバまたはスイッチオーバーでは、すべてのデータをレプリカ

からアクティブ サーバにリカバリできます。  

以下の図は、リカバリ プロセスによってデータがどのようにアクティブ 

サーバにリストアされるかを示しています。 

 

データをリストアするには、以下のタスクを行います。  

■ 前提条件の確認 (P. 194) 

■ リカバリ シナリオの作成および実行 (P. 195) 
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前提条件の確認 

アクティブ サーバにデータをリストアする前に、以下の点に注意してく

ださい。 

■ フル システム シナリオが停止しているか、またはスイッチオーバー/

フェールオーバがトリガされている場合にのみリカバリを開始してく

ださい。 

■ 類似のマシンにデータをリストアしてください。 可能な限り同じバー

ジョンのオペレーティング システムとアプリケーションをインス

トールしてください。  

■ 最初に新しいマスタを作成し、次に、リカバリ プロセスを起動してく

ださい。 

■ FSP シナリオの場合は、マスタを開始する前に、スイッチオーバーま

たはフェールオーバを実行していた仮想マシンを手動で停止しないで

ください。  

■ データベース サービスおよび Exchange サーバ サービスなどのリカバ

リ プロセスを起動する前に、重要なサービスを停止してください。 

サービスが実行されていると、アプリケーションによっては使用中の

ファイルをロックし、リカバリ プロセス中に開くことができなくなり

ます。 これらのサービスは、リカバリ後に再度開始してください。  
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リカバリ シナリオの作成および実行 

リカバリを起動する前に、前提条件をよく確認してください。レプリカか

らデータをリストアするには、データ リカバリ ウィザードを使用します。 

次の手順に従ってください： 

1. 管理者として Arcserve RHA にログインします。 

2. ［クイック スタート］ペインから、［シナリオ管理］をクリックし、

Arcserve RHA マネージャを開きます。 

3. ［マネージャ］画面からデータ リカバリ ウィザードを起動します。 

4. メッセージが表示されたら、認証情報を入力します。 

5. ［リカバリ ポイントの選択］画面でリカバリ ポイントを選択します。

たとえば、［最新システム ステータス］をクリックし、次に、［次へ］

をクリックします。  

仮想マシンがシャット ダウンします。  

6. ［マスタ ルート ディレクトリ］画面でソース ホストを展開してから、

チェックボックスをオンまたはオフにして、フォルダをリストに含め

るか、フォルダをリストから除外します。必要に応じて、ファイル フィ

ルタを適用できます。［次へ］をクリックします。  

重要：C:¥Windows フォルダは選択しないようにしてください。特にオ

ペレーティング システムのバージョンが異なる場合、後で何らかの競

合が発生する場合があります。このフォルダを選択した場合、Sam、

Security、Software、および Default などのシステム レジストリ ファイ

ルはリストアされません。 

注：エンジンのバージョンが明らかでない場合、RHA エンジンのフォル

ダ（C:¥Program Files¥CA¥<arcserve> RHA¥Engine）はスキップすること

をお勧めします。  
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7. ［リカバリ ホスト］画面で、必要な認証情報を入力し、［次へ］をク

リックします。  

検証の処理が完了するまで待ちます。  

 

8. ［リカバリ検証］画面が表示されたら、情報を確認するか、［詳細情

報］をクリックして詳細を確認します。［完了］ボタンをクリックし

ます。 

Recovery_<シナリオ名> という名前の新しいシナリオが、［マネー

ジャ］画面上のリストに追加されます。進捗の統計情報を表示します。

選択したデータがリカバリされると、新しいシナリオは自動的に停止

します。必要に応じて、システムが再起動します。  
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DNS 更新ツールを使用した DNS リダイレクション 

このツールを使用して、マスタ サーバの DNS A レコードを、レプリカの IP 

アドレスに解決するように変更します。 このツールは、［VM の開始/停

止］機能を使用して VM を開始または停止した後に使用します。 このリダ

イレクションは、マスタとレプリカが同一または別のサブネット上にある

場合に適用可能です。 RHA エンジンのインストール フォルダにある 

update_dns.exe ファイルを実行して、このツールを使用することができま

す。 

構文： 

Update_dns.exe –dns –hostname –hostip –ttl –username –password –keyfile 

例： マスタ サーバのアドレス「master.rha.com」（199.100.5.1）を、DNS サーバ

のアドレス（199.200.2.1）に更新します。 

Update_dns.exe –dns 199.100.5.1 –hostname master.rha.com –hostip 199.200.2.1 

–username test –password test 

例： ローカル サーバのアドレスを、DNS サーバのアドレス 199.100.4.1 および 

199.100.6.1 に更新します。 

Update_dns.exe –dns 199.100.4.1,199.100.6.1 
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ベア メタル リカバリの実行 
ベア メタル リカバリ（BMR）とは、オペレーティング システムとソフト

ウェア アプリケーションを再インストールし、その後データおよび設定

をリストアすることにより、「ベア メタル」からコンピュータ システム

をリストアするプロセスです。  

ベア メタル リカバリは、多くの場合、マスタ サーバに障害が発生したた

め、データおよびすべてのアプリケーションをリカバリするために実行し

ます。 ベア メタル リカバリでは、データだけではなく、オペレーティン

グ システム、インストールされているアプリケーション、環境設定、必

要なドライバなどに関連するすべての情報がリストアされます。 Arcserve 

RHA を使用すると、リカバリ ポイント、またはフェールオーバ後の仮想マ

シンのいずれかからベア メタル リカバリを実行できます。  

リカバリ ポイントからのベア メタル リカバリの実行 

このリカバリは、特定のリカバリ ポイントからベア メタル マシンに

データをリストアする場合に実行します。 このリカバリは、通常のリ

ストアと似ていますが、データおよびアプリケーションがベア メタル 

マシンにリストアされます。 

フェールオーバ後の VM からのベア メタル リカバリの実行 

このリカバリは、マスタ サーバに障害が発生したときに、指定された

仮想マシンにデータをリストアする場合に実行します。 この方法の場

合、リバース レプリケーションを実行する必要があります。つまり、

仮想マシンからベア メタル マシンにデータをレプリケートします。 

ベア メタル リカバリを実行するには、ベア メタル マシンを起動するため

にスタートアップ CD/DVD または USB メモリが必要となります。 Arcserve 

RHA では、スタートアップ メディア（CD/DVD または USB メモリ）を作成

して新しいコンピュータ システムを初期化し、ベア メタル リカバリ プロ

セスを開始できます。 

注： 元のマスタにダイナミック ディスクおよびダイナミック ボリューム

が存在する場合、ボリューム レベル同期は無効になります。  
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ブート キットの作成方法 

Arcserve RHA では、ブート キット ユーティリティを利用して WinPE 

（Windows Preinstallation Environment）イメージと Arcserve RHA イメージ

を組み合わせて BMR ISO イメージを作成します。 この ISO イメージがブー

ト可能メディアに書き込まれます。 ベア メタル リカバリを実行する場合、

Arcserve RHA ブート可能メディアを使用して新しいコンピュータ システ

ムを初期化し、ベア メタル リカバリ プロセスを開始できるようにします。 

CDDVD または USB メモリ用のブート可能イメージを作成できます。  
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以下の図に、ブート キットの作成プロセスを示します。 
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ブート キットを作成するには以下の作業を実行します。 

1. ブート可能メディアの準備 (P. 203) 

2. ブートキット ウィザードの起動 (P. 206) 

3. （オプション）BMR CD/DVD の作成 (P. 211) 

4. 作成されたブート キットの検証 (P. 212) 
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ブート可能メディアの準備 

プロセスを実行して BMR ISO イメージを作成する前に、CD/DVD または 

USB メモリを準備します。 CD/DVD または USB は、ブート可能ディスクま

たはスタートアップ ディスクとして使用します。  

CD/DVD の場合 

使用する CD/DVD が空であることを確認します。 

USB メモリの場合  

ブート可能 USB BMR メモリを作成するには、USB メモリがシステムを

起動できるよう、アクティブ化されている必要があります。 DiskPart コ

マンドを使用して、USB メモリをアクティブにすることができます。  

次の手順に従ってください： 

1. コマンド プロンプトを開きます。  

2. 「Diskpart」と入力し、Enter キーを押します。  

3. 「List Disk」と入力し、Enter キーを押します。 

検出されたすべてのディスクが一覧表示されます。 表示されたディス

クの中から、USB ディスクを決定します。 

4. 「Select Disk <n>」（「n」 は USB ディスクのディスク番号）と入力し

て USB ディスクを選択し、Enter キーを押します。 

5. 「Clean」と入力し、Enter キーを押します。  

「DiskPart はディスクを正常にクリーンな状態にしました。」という

メッセージが表示されます。 

6. 「create partition primary」と入力し、Enter キーを押します。 

「DiskPart は指定したパーティションの作成に成功しました。」とい

うメッセージが表示されます。 

7. 「select partition 1」と入力し、Enter キーを押します。  

「パーティション 1 が選択されました。 」というメッセージが表示さ

れます。 

8. 「active」と入力し、Enter キーを押します。  

「DiskPart は現在のパーティションをアクティブとしてマークしまし

た。」というメッセージが表示されます。  

9. 必要に応じて、USB メモリを FAT32 または NTFS ファイル システムで

フォーマットします。 
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「format fs=fat32 quick」または「format fs=ntfs quick」と入力します。 

USB メモリは使用できる状態になりました。 
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ブート キット作成ユーティリティの起動 

Arcserve RHA では、「ベア メタル復旧用のブート キットの作成」ユーティ

リティを使用して、WinPE-based ISO イメージを生成できます。この ISO イ

メージには、ベア メタル リカバリ（BMR）の実行に必要な情報がすべて

含まれています。  
 

次の手順に従ってください： 

1. Arcserve RHA 製品インストール画面から、［ベア メタル リカバリ イ

メージの作成］をクリックします。  

ブートキット ウィザード ユーティリティが起動します。 
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注：CBImage.exe を実行して、ブートキット ユーティリティを起動する

こともできます。CBImage.exe は以下のフォルダにあります。 

■ ¥BMR¥CBImagex64¥（64 ビット版 Windows の場合） 

■ ¥BMR¥CBImagex32¥（32 ビット版 Windows の場合） 

BMR フォルダを、RHA iso イメージから自分のマシンに コピーして

から、実行します。 

2. BMR ISO イメージ タイプを選択します。 

BMR イメージが Windows 8 または Windows Server 2012 の機能をサ

ポートする必要がある場合は、Windows 8 カーネルを選択します。BMR 

イメージが Windows 7 または Windows の旧バージョン（Windows Vista、

Windows Server 2008 など）をサポートする必要がある場合は、Windows 

7 カーネルを選択します。 
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ユーティリティは、すぐにコンピュータをチェックし、Windows アセ

スメント & デプロイメント キット（ADK）または Windows 自動インス

トール キット（AIK）がすでにインストールされているかどうかを調べ

ます。Windows ADK/AIK は、Windows オペレーティング システムをコ

ンピュータに展開するための Microsoft ツールです。  

ブート可能 ISO イメージを作成するには、コンピュータに Windows 

ADK または AIK がインストールされている必要があります。 

■ Windows ADK/AIK がインストールされている場合は、機能選択画面

が表示され、ブートキットを作成できます。 

■ Windows ADK/AIK がインストールされていない場合は、Windows ア

セスメント & デプロイメント キット（ADK）/Windows 自動インス

トール キット（AIK）情報画面が表示されます。Microsoft の Web サ

イトから Windows ADK をダウンロードしてインストールする必要

があります。  

注：詳細については、Microsoft の Web サイトの「Windows ADK の

インストール」および「Windows AIK のインストール 
http://msdn.microsoft.com/en-US/library/hh300750(v=WinEmbedded.

21).aspx」を参照してください。 

3. ［次へ］をクリックします。 

［ブートキット方式の選択］画面が表示されます。 

4. ブート可能イメージを作成する方法を選択し、［次へ］をクリックし

ます。 

ブート可能 BMR ISO イメージの作成 

CD/DVD に書き込み可能な ISO イメージを作成します。    

ブート可能 BMR USB メモリの作成 

ISO イメージを作成し、ポータブル USB メモリに直接書き込みます。  

次に、いずれかのブート可能メディアを使用して、新しいコンピュー

タ システムを初期化し、ベア メタル リカバリ プロセスを開始できる

ようにします。保存されたイメージを常に最新バージョンにしておく

ために、<arcserve> RHA を更新するたびに新しい ISO イメージを作成す

ることをお勧めします。 

注：仮想マシン（VM）上で BMR を実行する場合、ISO イメージを CD/DVD 

に書き込まずに、直接 VM に接続し、BMR プロセスを開始することも

可能です。 

［プラットフォームとデスティネーションの選択］ダイアログ ボック

スが表示されます。  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/hh825494.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/hh825494.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-US/library/hh300750(v=WinEmbedded.21).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-US/library/hh300750(v=WinEmbedded.21).aspx
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5. ISO イメージのプラットフォームを選択します。 

2 つのうちのいずれか、または両方を選択できます。両方のプラット

フォームを選択すると、イメージの作成に要する時間が長くなります。 

以下の点に注意してください。 

■ 32 ビット プラット フォームから作成された ISO イメージは、32 

ビット サーバをリストアする場合にのみ使用できます。64 ビット 

プラット フォームから作成された ISO イメージは、64 ビット サー

バをリストアする場合にのみ使用できます。 

■ uEFI ファームウェア システムを起動する場合、x64 プラットフォー

ム オプションを選択する必要があります。 
 



ベア メタル リカバリの実行 
 

210  仮想サーバ環境 Windows 版操作ガイド 
 

デスティネーションを指定します。 

BMR ISO イメージ ファイルを作成および保存する場所を指定または参

照します。 

USB メモリの場合 

USB メモリを挿入し、BMR ISO イメージ ファイルを作成および保存す

る USB フォルダを指定または参照します。 

注：uEFI ファームウェア システムを起動する場合、USB ドライブは 

FAT32 ファイル システムでフォーマットします。 

生成する BMR ISO イメージ ファイルの名前を指定します。 

6. プラットフォームおよび場所を指定したら、［次へ］をクリックしま

す。 

［言語の選択］ダイアログ ボックスが表示されます。  
 

7. 生成した BMR ISO イメージで使用する言語を選択します。BMR の作業

中、ユーザ インターフェースとキーボードには選択した言語が適用さ

れます。 

BMR ISO イメージでは、1 つ以上の言語を選択できます。ただし、選択

する言語が 1 つ増えるごとに、イメージの作成にかかる時間もそれだ

け長くなります。選択した言語が増えると、完了までの時間も長くな

ります。そのため、本当に必要な言語のみを選択してください。 
 

8. ［次へ］をクリックします。 

［ドライバの指定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

9. 必要に応じて、追加で統合するドライバ オプションを選択します。 

有効化されたドライバ ペインで、任意のドライバを追加、または BMR 

ISO イメージから削除できます。 
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10. ［次へ］をクリックします。 

設定の確認ページが表示され、処理をすぐに開始するかどうかを尋ね

られます。  

11. ［OK］をクリックすると、ブート可能 BMR ISO イメージの作成プロセ

スが開始されます。  

処理中は、ステータスが表示されます。  

12. 処理が完了すると確認画面が表示され、BMR ISO イメージが正常に生

成されたことが示されます。この画面では、イメージの場所とプラッ

トフォームが表示されます。また、リンクをクリックすると、イメー

ジの場所が参照されます。 

ISO イメージが作成されます。  

USB メモリがスタートアップ ディスクになりました。この USB メモリを使

用することにより、新しいコンピュータ システムを初期化してベア メタ

ル リカバリ プロセスを開始できます。ブート可能 CD/DVD を作成するに

は、「（オプション）BMR CD/DVD の作成 (P. 211)」を参照してください。 
 

（オプション）BMR CD/DVD の作成 

ISO イメージを作成し、指定した場所に保存したら、ブート可能 CD または 

DVD にイメージを書き込むことができます。 このブート可能メディアを

使用して、新しいコンピュータ システムを初期化し、ベア メタル リカバ

リ（BMR）プロセスを開始できるようにします。 

保存した ISO イメージを常に最新バージョンにするために、以下を行う必

要があります。 

■ Arcserve RHA を更新するたびに、ISO イメージを新規作成します。  

■ ISO イメージをリモートの場所に保存した場合は、BMR を実行するた

めにのみ CD/DVD に書き込みます。  

■ 複数のコンピュータに Arcserve RHA をインストールしている場合は、

更新状態が最新のコンピュータから ISO イメージ（および CD/DVD）を

作成して、BMR を実行します。 この方法により、イメージに最新の 

Arcserve RHA 更新がすべて含まれるようになります。  
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作成されたブート キットの検証 

BMR ISO イメージが作成されると、ブートキット ウィザード ユーティリ

ティは、イメージが保存されている場所へのリンクを表示します。 BMR 

ISO イメージがその場所に保存されていることを確認します。 
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リカバリ ポイントからのベア メタル リカバリの実行 

システム管理者として、実稼働（マスタ）サーバに障害が発生した場合に

データが確実にリストアされるようにする責任があります。 ベア メタル 

リストアでは、既存のリカバリ ポイントからオペレーティング システム、

アプリケーションおよびデータをリストアして、同様のマスタ サーバを

構築できます。 リカバリ ポイントはレプリカ サーバの特定時点のコピー

です。 リカバリ ポイントからオペレーティング システムおよびアプリ

ケーションをリストアするには、ベア メタル マシンが必要です。 ベア メ

タル マシンとは、ソフトウェアが存在しないコンピュータのことです。  

注： 障害が発生したマスタ サーバをフォーマットして、それをベア メタル 

マシンにすることができます。 

ベア メタル リカバリには以下の利点があります。 

■ オペレーティング システム、アプリケーション、データなどがマスタ

と類似したマシンを構築します。 

■ マシンを手動で設定する必要がありません。 

■ 類似していないハードウェアにデータのリカバリを行うことができま

す。 

以下の図は、リカバリ ポイントからベア メタル リストアを実行する方法

を示しています。 
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以下のタスクを実行して、リストア ポイントからベア メタル マシンへア

プリケーションおよびデータをリストアします。  

1. 前提条件の確認 (P. 215) 

2. ベア メタル マシンの準備 (P. 228) 

3. リカバリ シナリオの作成および実行 (P. 217) 

4. ベア メタル マシンのプロパティの確認 (P. 224) 
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前提条件の確認 

ベア メタル マシンにデータをリストアする場合、以下の点に注意してく

ださい。 

■ ベア メタル リストアは、停止したフル システム シナリオにのみ適用

されます。 

■ ベア メタル リストアでは、ベーシックとダイナミックの両方のディス

クがサポートされています。 

■ ブート可能な RHA BMR ISO イメージを作成しておく必要があります。 

■ RHA エンジンを前のリリース（r16 以前）から r16 SP2 以降にアップグ

レードする場合、アップグレードを完了するには、マスタとレプリカ

を少なくとも 1 回同期する必要があります。 
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ベア メタル マシンの準備 

リカバリ シナリオを作成する前に、ネットワークで利用可能になるよう

に、ベア メタル マシンを準備します。このベア メタル マシンにはオペ

レーティング システムがありません。しかし、RHA BMR CD または USB メ

モリを使用してマシンを起動し、RHA エンジンを起動できます。IP アドレ

スがマシンに割り当てられます。リカバリ シナリオを作成する際、この IP 

アドレスを指定します。RHA BMR ISO イメージと <arcserve> RHA ISO イメー

ジがあります。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA BMR CD または USB メモリを光学ドライブ/USB ポートに挿入し、

コンピュータを起動します。  

2. <arcserve> RHA BMR を選択し、システムを起動します。 

3. 言語を選択し、［次へ］をクリックします。 

スタートアップ プロセスにより、ベア メタル マシン上のネットワー

ク アダプタおよびディスクが検出されます。 

4. （オプション）スタートアップ プロセスでネットワーク アダプタおよ

びディスクを検出できない場合は、パネル左側の該当するリンクをク

リックしてインストールします。  

RHA エンジンが起動され、マシンに IP アドレスが割り当てられます。  

仮想マシンとは異なるカスタム レイアウトが必要な場合は、このマシン

用のディスクおよびボリュームのレイアウトを手動で作成できます。ディ

スクおよびボリュームを手動で作成するには、Microsoft DiskPart コマンド

を使用します。DiskPart コマンドの詳細については、「DiskPart コマンドを

使用したディスクとボリュームの作成 (P. 243)」を参照してください。 
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リカバリ シナリオの作成および実行 

ベア メタル マシンが準備できたら、リカバリ シナリオを作成します。リ

カバリ シナリオの作成中に、リストアするベア メタル マシンおよびレプ

リカ ボリュームの詳細を指定します。シナリオを実行すると、アプリケー

ションおよびデータがベア メタル マシンにリストアされます。  

次の手順に従ってください： 

1. 管理者として Arcserve RHA にログインし、 ［シナリオ管理］をクリッ

クして <arcserve> RHA マネージャを開きます。 

フル システム シナリオを選択し、［データのリストア］をクリックし

てデータのリストア ウィザードを開きます。 
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2. ［ベア メタル リカバリ］を選択し［次へ］をクリックします。 

［リカバリ ポイントの選択］画面が開き、フォワード シナリオによっ

て作成されたすべてのリカバリ ポイントが表示されます。 

3. 必要に応じてリカバリ ポイントを選択し、［次へ］をクリックします。 

［リカバリ先］画面が表示されます。 

4. ベア メタル マシンに割り当てられた IP アドレスを［宛先 IP］に入力

し、［検証］をクリックします。 

注：ソース IP アドレスは自動的に入力されます。 

RHA は両方のマシンを検証し、ステータス セクションに検証結果を表

示します。 

5. ［次へ］をクリックします。  

［ボリューム マッピング］画面が開きます。  
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6. ［ボリューム マッピング］画面では、デスティネーション上でリカバ

リするソース ボリュームを選択できます。ソース上の各ボリュームを

クリックして、ボリュームを選択または除外します。選択されたソー

ス ボリュームに基づいて、RHA は自動的にデスティネーション ボ

リュームをマップします。元のハードウェアで BMR を実行する場合は、

デスティネーション上のボリュームはほぼ同じになります。  

カスタム ディスク マッピング： ソース ボリュームを右クリックし、

［カスタム ディスク マッピング］ダイアログ ボックスを開きます。

カスタム ディスク マッピングでは、ソース ボリュームをデスティ

ネーション ボリュームに手動でマップできます。  
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デスティネーションの既存ボリュームを保持： このオプションを選択

すると、ベア メタル マシン（デスティネーション マシン）上の現在

のボリュームを保持できます。ソースのすべてのチェック ボックスは

オフになり、［カスタム ディスク マッピング］ダイアログ ボックス

でディスクを手動でマップする必要があります。  

必要な場合は、デスティネーションの既存のディスクおよびボリュー

ムのレイアウトを変更できます（ソース上にダイナミック ディスクを

作成する場合など）。デスティネーション マシン上で新しいディスク

およびボリューム レイアウトを作成するには、DiskPart コマンドを使

用しできます。DiskPart コマンドの詳細については、「DiskPart コマン

ドを使用したディスクとボリュームの作成 (P. 243)」を参照してくださ

い。  

ディスクとボリュームを作成した後、［リフレッシュ］をクリックす

ると、新しいディスクおよびボリュームが表示されます。  

以下の点に注意してください。 

■ ダイナミック ディスクおよびボリュームをリカバリするには、

［デスティネーションの既存ボリュームを保持］オプションを選

択し、デスティネーション マシン上でディスクとボリュームを手

動で作成します。 

■ ［デスティネーションの既存ボリュームを保持］を選択すると、

ボリューム レベル同期は無効になります。 

7. ［次へ］をクリックします。 

［リカバリ検証］画面が表示されます。RHA は、リカバリが正常に実

行されるようにするために、すべてのシナリオ設定を検証します。エ

ラーは、続行前に解決する必要があります。また、必要な場合は警告

を検証して解決します。  

8. ［実行］をクリックします。 

［実行］ダイアログボックスが表示されます。 

9. 同期方法を選択して［終了］をクリックします。 
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ファイル レベル同期 

同期がファイル レベルで発生するように指定します。 

ブロック レベル同期 

同期がブロック レベルで発生するように指定します。 

オフライン同期 

同期が手動で発生するように指定します。オフライン同期では、デー

タは外部デバイスにレプリケートされ、次にそのデバイスからレプリ

カ サーバにレプリケートされます。この方法は、狭いネットワーク帯

域幅を使用して巨大なデータ ボリュームを転送する場合に効果的で

す。  

オフライン同期を実行するには、以下の手順に従います。 

1. イベント ログを参照してフォルダ名を確認します。 

 

 

2. アプライアンス サーバにログインし、VSS マウント ポイント フォ

ルダを見つけます。 
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3. アプライアンス サーバ上で作成された VSS パス、またはスイッチ

オーバーによって生成された VM から、データを外部デバイスまた

は光学メディア（DVD-R、CD-R）に手動でコピーします。  

外部メディアを BMR サーバに物理的に移動します。移動中、実デー

タ セットはソース データ内のすべての変更をレプリカ スプール

にキャッシュします。 

4. 外部メディアに保存されたデータを、BMR サーバ上の正しいルー

ト ディレクトリにコピーします。  

5. xcopy や fastcopy などのコピー ユーティリティを使用して、すべて

のファイルおよびフォルダをアプライアンス サーバから BMR 

サーバにコピーします。 

xcopy [Source] [Destination] /E /C /H /R 

データ コピーが開始されます。 

6. RHA マネージャに移動し、［オフライン同期管理］ボタンをクリッ

クします。 

ブロック レベル同期が開始します。 

同期プロセスが完了すると、すべてのアプリケーションおよびデータがベ

ア メタル マシンにリストアされます。 
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ベア メタル マシンのプロパティの確認 

アプリケーションおよびデータがリストアされた後に、マシンを再起動し

てアクティブにします。 アプリケーションおよびデータが元のマスタに

類似しているかどうかを確認するには、手動でコンピュータ名、オペレー

ティング システム、アプリケーションおよびデータ コンポーネントを確

認します。  

注： マシンが再起動されると、ドライバが失われる場合があります。 失わ

れたドライバは、手動でインストールしてください。 

リカバリ ポイントからベア メタル マシンにアプリケーションおよびデー

タが正常にリストアされました。 
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フェールオーバ後の仮想マシンからのベア メタル リカバリの実行 

システム管理者は、マスタ サーバでの障害発生時に、確実に実稼働（マ

スタ）サーバ上のデータがレプリケートされ、フェールオーバーが開始さ

れることを保証する責任があります。フェールオーバの開始後、マスタ 

サーバが実稼働環境に復帰するまで、指定されたレプリカ サーバが運用

を引き継ぎます。ベア メタル リストアでは、レプリカ サーバからオペレー

ティング システム、アプリケーションおよびデータをリストアすること

で、同様のマスタ サーバを構築できます。オペレーティング システムお

よびアプリケーションをリストアするには、ベア メタル マシンが必要で

す。ベア メタル マシンとは、ソフトウェアが存在しないコンピュータの

ことです。  

注：障害が発生したマスタ サーバをフォーマットして、それをベア メタル 

マシンにすることができます。 

ベア メタル リストアには以下のような利点があります。 

■ データをリストアする前に、マスタ サーバとほとんど同じマシンを構

築します。 

■ 類似していないハードウェアに対しても、データのリカバリを行うこ

とができます。 

■ データは、ボリューム レベルでリカバリします。 

以下の図に、フェールオーバ後にベア メタル リストアを実行する方法を示します。 
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 ビデオ -- <arcserve> RHA フル システム BMR  

以下のタスクを実行して、ベア メタル マシンへアプリケーションおよび

データをリストアします。  

1. 前提条件の確認 (P. 227) 

2. ベア メタル マシンの準備 (P. 228) 

3. リカバリ シナリオの作成および実行 (P. 229) 

4. （オプション）手動スイッチオーバーの実行 (P. 237) 

5. ベア メタル マシンのプロパティの確認 (P. 237) 
 

http://www.arcserve.com/media/arcserve-r16-videos/tech-videos/ca-arcserve-rha-full-system-bmr.mp4
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前提条件の確認 

ベア メタル マシンにデータをリストアする場合、以下の点に注意してく

ださい。 

■ ベア メタル リストアは、フェールオーバまたはスイッチオーバーを実

行したフル システム シナリオのみに適用されます。 

■ ベア メタル リストアでは、ベーシックとダイナミックの両方のディス

クがサポートされています。 

■ ブート可能な RHA BMR ISO イメージを作成しておく必要があります。 

■ RHA エンジンを前のリリース（r16 以前）から r16 SP2 以降にアップグ

レードする場合、アップグレードを完了するには、マスタとレプリカ

を少なくとも 1 回同期する必要があります。 
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ベア メタル マシンの準備 

リカバリ シナリオを作成する前に、ネットワークで利用可能になるよう

に、ベア メタル マシンを準備します。このベア メタル マシンにはオペ

レーティング システムがありません。しかし、RHA BMR CD または USB メ

モリを使用してマシンを起動し、RHA エンジンを起動できます。IP アドレ

スがマシンに割り当てられます。リカバリ シナリオを作成する際、この IP 

アドレスを指定します。RHA BMR ISO イメージと <arcserve> RHA ISO イメー

ジがあります。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA BMR CD または USB メモリを光学ドライブ/USB ポートに挿入し、

ベア メタル マシンを起動して、ブート メニューを開きます。  

2. <arcserve> RHA BMR および言語を選択します。［次へ］をクリックし

て、RHA エンジンのインストール、ネットワーク アダプタおよびベア 

メタル マシン上のディスクの設定を行います。 

3. （オプション）スタートアップ プロセスでネットワーク アダプタおよ

びディスクを検出できない場合は、パネル左側の該当するリンクをク

リックしてインストールします。  

RHA エンジンが起動し、一意の IP アドレスがマシンに割り当てられます。

これで、リカバリ シナリオを作成し実行する準備ができました。 

仮想マシンとは異なるカスタム レイアウトが必要な場合は、このマシン

用のディスクおよびボリュームのレイアウトを手動で作成できます。ディ

スクおよびボリュームを手動で作成するには、Microsoft DiskPart コマンド

を使用します。DiskPart コマンドの詳細については、「DiskPart コマンドを

使用したディスクとボリュームの作成 (P. 243)」を参照してください。 
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リカバリ シナリオの作成および実行 

ベア メタル マシンへアプリケーションおよびデータをリストアするには、

リカバリ シナリオを作成します。リカバリ シナリオは、レプリカからベ

ア メタル マシンへオペレーティング システム、必要なアプリケーション

およびデータをリストアします。アプリケーションおよびデータのリスト

ア後、スイッチオーバー プロセスが実行され、ベア メタル マシンがマス

タ サーバとして起動されます。このスイッチオーバー プロセスは自動ま

たは手動のどちらにも設定することができます。リカバリ シナリオの作

成中に、スイッチオーバー タイプを指定します。  

注：ベア メタル マシンがネットワーク上で利用できる状態になっていな

いと、リカバリ シナリオを作成して実行することはできません。  

次の手順に従ってください： 

1. 管理者として <arcserve> RHA にログインし、RHA マネージャを開きま

す。 

2. ［クイック スタート］ペインから［シナリオ管理］をクリックして、

<arcserve> RHA マネージャを開きます。 
 

3. フェールオーバを実行したシナリオを選択し、［実行］をクリックし

ます。  

データのリストア ウィザードが開きます。 
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4. ベア メタル マシンに割り当てられた IP アドレスを［宛先 IP］に入力

し、［検証］をクリックします。 

注：ソース IP アドレスは自動的に入力されます。 

RHA は両方のマシンを検証し、ステータス セクションに検証結果を表

示します。 
 

5. ［次へ］をクリックします。 

［ボリューム マッピング］画面が開きます。 
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6. ［ボリューム マッピング］画面から、デスティネーション上でリスト

アするソース ボリュームを選択します。ソース上の各ボリュームをク

リックして、ボリュームを選択または除外します。選択されたソース 

ボリュームに基づいて、RHA は自動的にデスティネーション ボリュー

ムをマップします。元のハードウェア上で BMR を実行している場合、

デスティネーション上のボリュームはほぼ同じになります。  

カスタム ディスク マッピング：ソース ボリュームを右クリックし、

［カスタム ディスク マッピング］ダイアログ ボックスを開きます。

カスタム ディスク マッピングでは、ソース ボリュームをデスティ

ネーション ボリュームに手動でマップできます。  
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デスティネーションの既存ボリュームを保持：このオプションを選択

すると、ベア メタル マシン（デスティネーション マシン）上の現在

のボリュームを保持できます。ソースのすべてのチェック ボックスは

オフになり、［カスタム ディスク マッピング］ダイアログ ボックス

でディスクを手動でマップする必要があります。  

必要な場合は、デスティネーションの既存のディスクおよびボリュー

ムのレイアウトを変更できます（ソース上にダイナミック ディスクを

作成する場合など）。デスティネーション マシン上で新しいディスク

およびボリューム レイアウトを作成するには、DiskPart コマンドを使

用しできます。DiskPart コマンドの詳細については、「DiskPart コマン

ドを使用したディスクとボリュームの作成 (P. 243)」を参照してくださ

い。  

ディスクとボリュームを作成した後、［リフレッシュ］をクリックす

ると、新しいディスクおよびボリュームが表示されます。  

注：以下の点に注意してください。 

■ ダイナミック ディスクおよびボリュームをリカバリするには、

［デスティネーションの既存ボリュームを保持］オプションを選

択し、デスティネーション マシン上でディスクとボリュームを手

動で作成します。 

■ ［デスティネーションの既存ボリュームを保持］を選択すると、

ボリューム レベル同期は無効になります。 
 

7. ［次へ］をクリックします。 

［スイッチオーバー プロパティ］画面が表示されます。 
 

8. レプリカ ネットワーク アダプタをマスタ サーバ ネットワーク アダ

プタにマップします。ワークグループ内のサーバに対しては、DNS リ

ダイレクトを使用します。DNS リダイレクトを使用するには、ドメイ

ン管理者の認証情報を指定します。［次へ］をクリックします。 

［スイッチオーバー タイプ］画面が開きます。 
 



ベア メタル リカバリの実行 

 

第 4 章： フル システムの保護  233  
 

9. 同期の種類を選択します。 

自動スイッチオーバー 

リカバリ シナリオでアプリケーションとデータをリストアした後

にスイッチオーバーが自動的に発生することを示します。  

手動スイッチオーバー 

スイッチオーバーを手動で開始したことを示します。リストアさ

れたアプリケーションおよびデータをスイッチオーバーの前に確

認する場合は、［手動］を選択します。 
 

10. ［次へ］をクリックします。 

［実行］ダイアログボックスが表示されます。 
 

11. 同期方法を選択して［終了］をクリックします。 
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ファイル レベル同期 

同期がファイル レベルで発生するように指定します。 

ブロック レベル同期 

同期がブロック レベルで発生するように指定します。 

オフライン同期 

同期が手動で発生するように指定します。オフライン同期では、デー

タは外部デバイスにレプリケートされ、次にそのデバイスからレプリ

カ サーバにレプリケートされます。この方法は、狭いネットワーク帯

域幅を使用して巨大なデータ ボリュームを転送する場合に効果的で

す。  

オフライン同期を実行するには、以下の手順に従います。 

a. イベント ログを参照してフォルダ名を確認します。 
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b. アプライアンス サーバにログインし、VSS マウント ポイント フォ

ルダを見つけます。 
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c. アプライアンス サーバ上で作成された VSS パス、またはスイッチ

オーバーによって生成された仮想マシンから、データを外部デバ

イスまたは光学メディア（DVD-R、CD-R）に手動でコピーします。  

外部メディアを BMR サーバに物理的に移動します。移動中、実デー

タ セットはソース データ内のすべての変更をレプリカ スプール

にキャッシュします。 

d. 外部メディアに保存されたデータを、BMR サーバ上の正しいルー

ト ディレクトリにコピーします。  

e. xcopy や fastcopy などのコピー ユーティリティを使用して、すべて

のファイルおよびフォルダをアプライアンス サーバから BMR 

サーバにコピーします。 

xcopy [Source] [Destination] /E /C /H /R 

データ コピーが開始されます。 

f. RHA マネージャに移動し、［オフライン同期管理］ボタンをクリッ

クします。 

ブロック レベル同期が開始します。 

同期プロセスが完了すると、スイッチオーバーが開始されます（自動ス

イッチオーバー タイプを選択した場合）。このスイッチオーバー プロセ

スによってレプリカがシャットダウンされ、すべての必要なアプリケー

ションおよびデータを持つマスタ サーバとしてベア メタル マシンが再起

動されます。 
 



ベア メタル リカバリの実行 

 

第 4 章： フル システムの保護  237  
 

（オプション）手動スイッチオーバーの実行 

手動のスイッチオーバー タイプを選択した場合、リカバリ シナリオに

よってアプリケーションおよびデータはリストアされますが、スイッチ

オーバー プロセスは実行されません。スイッチオーバーを行うには、シ

ナリオを選択し、スイッチオーバー プロセスを手動で開始します。 

次の手順に従ってください： 

1. 管理者として <arcserve> RHA にログインし、RHA マネージャを開きま

す。 

2. ［シナリオ］ペインからリカバリ シナリオを選択します。シナリオが

実行されていることを確認します。 

3. RHA マネージャのツールバーから［スイッチオーバーの実行］をクリッ

クします。  

確認メッセージが表示されます。 

4. ［はい］をクリックします。  

スイッチオーバー プロセスが開始されます。このスイッチオーバー プロ

セスによってレプリカがシャットダウンされ、すべての必要なアプリケー

ションおよびデータを持つマスタ サーバとしてベア メタル マシンが再起

動されます。 
 

ベア メタル マシンのプロパティの確認 

スイッチオーバー プロセスの完了後、コンピュータ名、オペレーティン

グ システム、アプリケーションおよびデータ コンポーネントが元のマス

タ サーバと同様であることを手動で確認します。  

注： マシンが再起動されると、一部のドライバが失われる場合があります。 

これらのドライバは、手動でインストールしてください。 

元のフォワード シナリオを実行する場合は、アクティブ サーバのリカバ

リ プロセスを実行して、リカバリされたマスタをアクティブ サーバとし

て設定します。  
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フル システムのアシュアード リカバリ テストの実行 

フル システム HA シナリオ用のアシュアード リカバリ テストを手動また

は自動で実行できます。  

次の手順に従ってください： 

1. RHA マネージャを開き、作成したカスケード シナリオに移動します。 

2. 作成した追加のレプリカの 1 つを右クリックし、［アシュアード リカ

バリを使用したレプリカ整合性テスト］をクリックします。 

［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テスト］ダイアロ

グ ボックスが表示されます。 

（オプション）手動テスト 

手動モードで AR テストを実行します。 

（オプション）ジャーナルがすべて適用されると、テストを開始します  

ジャーナルがすべて適用される場合に限り、AR テストを実行しま

す。 ユーザがこのオプションを選択しない場合、ジャーナルがす

べて適用される前でも、Arcserve RHA は直ちに AR テストを実行し

ます。  

3. ［OK］をクリックします。 

AR テストが開始されます。 

注： 複数のレプリカに対して同時に AR テストを実行できます。 

AR テストのステータスは［イベント］ペインで監視できます。 AR テスト

が成功したら、スイッチオーバーを実行することができます。 

AR テスト中、ソフトウェアによってジャーナル アプリケーションが一時

停止されます。また、仮想ハード ディスク ファイルおよびスナップ ショッ

トを使用して VM が作成され、変更を保存後に VM を起動します。 自動的

な AR テストを選択すると、VMware ツールがインストールされます。 ソ

フトウェアがテストを停止するまで待機します。 手動を選択した場合は、

AR テストを手動で停止する必要があります。  

停止すると、ソフトウェアはジャーナルの変更の適用を再開します。  

詳細については、「Arcserve RHA 管理者ガイド」で、セクション「アシュ

アード リカバリのテスト」 を参照してください。 
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フル システム シナリオ用のアクティブ サーバ リカバリ 

アクティブ サーバのリカバリ プロセスでは、データ同期プロセスを完了

させずに、マスタまたはレプリカ サーバを強制的にアクティブ サーバに

できます。 このアクションは、データを同期しない場合に必要となりま

す。 たとえば、スイッチオーバーは発生したものの、レプリカ サーバ上

のデータが変更されていない場合などです。 この場合、マスタ サーバ上

には、より新しいデータがある可能性があり、レプリカからマスタ サー

バへのデータの同期は望ましくありません。  

このオプションを使用するには、シナリオが停止していることを確認し、

［ツール］メニューから［アクティブ サーバのリカバリ］を選択します。 

アクティブにするサーバに応じて、［マスタのアクティブ化］または［レ

プリカのアクティブ化］を選択します。 マスタをアクティブにすると、

プロセスは（アプライアンスが作成した）仮想マシンを停止し、登録解除

します。 レプリカをアクティブにすると、アプライアンスは仮想マシン

を登録し、起動します。 

注： プラットフォームが Amazon EC2 である場合、アプライアンスは登録

解除を行わずに VM を停止します。 VM は、別途、登録または登録解除し

てください。 
 

重要： このオプションは多くの場合正しい選択となりますが、使用には注

意が必要です。 不適切に使用すると、データが失われることがあります。 

RHA では通常、すべてのデータが同期されるまで、あるホストから別のホ

ストへ切り替えることはできません。 「アクティブ サーバのリカバリ」

を使用すると、どのサーバに正しいデータ セットがあるかに関係なく、

強制的にいずれかのサーバに切り替えられます。 従って、管理者はアク

ティブにするサーバに最新のデータ セットがあることを手動で確認する

必要があります。 
 

アクティブ サーバのリカバリ方式で問題が解決されない場合は、手動で

サーバをリカバリできます。 詳細については、「サーバのリカバリ (P. 40)」

を参照してください。  
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以下のシナリオは、アクティブ サーバのリカバリ プロセスを使用できる

いくつかの例です。 

シナリオ 1： スイッチオーバーまたはフェールオーバの後にマスタ サーバをアク

ティブにする 

スイッチオーバーまたはフェールオーバの後に、マスタ サーバはスタン

バイ サーバになり、レプリカ（アプライアンスが作成した仮想マシン）

がアクティブ サーバになります。 ここで、レプリカをアクティブ サーバ

にしない場合は、この機能を使用してマスタをアクティブにできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］ - ［アクティブ サーバのリカバリ］をクリックします。 

［アクティブ サーバのリカバリ］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［マスタのアクティブ化］をクリックします。 

3. アプライアンスは仮想マシンを登録解除します。 

フォワード シナリオを再度実行できます。 

シナリオ 2： 同期の後にレプリカ サーバをアクティブにする 

シナリオを作成して、マスタとレプリカを同期しました。 この場合、マ

スタはアクティブで、レプリカは非アクティブです。 場合によっては、

レプリカをアクティブにすることもあります。たとえば、レプリカ（仮想

マシン）が利用可能であり、期待通りに動作しているかどうかを確認する

ような場合です。  

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］ - ［アクティブ サーバのリカバリ］をクリックします。 

［アクティブ サーバのリカバリ］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［レプリカのアクティブ化］をクリックします。 

アプライアンスは仮想マシンを登録および開始します。 
 

その他のツール 

このセクションは、以下のツールの詳細を提供します： 

■ 仮想化ハイパーバイザ ログイン設定ツール 

■ DNS 更新ツール 
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仮想化ハイパーバイザ ログイン設定ツール 

このツールを使用して、既存のフル システム シナリオ上で特定の仮想化

ハイパーバイザのログイン認証情報情報をセットアップします。 ログイ

ン認証情報の各レコードは、そのホスト名/IP およびポートによって一意

に識別されます。 このツールを使用するには、アプライアンス サーバ上

の RHA エンジンのインストール フォルダから ws_p2v_log_in_setting.exe 

ファイルを実行し、指示に従います。 
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付録 A: DiskPart コマンドを使用したディスク

とボリュームの作成 
 

以下の例は、DiskPart コマンドを使用してベーシック ディスクおよびダイ

ナミック ディスクを作成する方法を示しています。 

例 1： DiskPart コマンドを使用したベーシック ディスクの作成 

1. Raw またはダイナミック ディスクのいずれかのディスクを選択し、

ベーシック ストレージ タイプに変換します。 

X:¥windows¥system32¥DR>diskpart 

既存のディスクを表示します。 

DISKPART>list disk 

DISKPART>list volume 

ディスク 0 上でブートとシステムのボリュームを作成します 
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DISKPART>select disk 0 

（オプション）必要に応じて GPT スタイルに変換します 

DISKPART>convert gpt 

2. システムおよびブート ボリューム用にベーシック ボリュームを作成

します。 

システム ボリュームを作成します。 

DISKPART>create partition primary size=100 

ブート ボリュームを作成します。 

DISKPART>create partition primary 

DISKPART> list volume 

3. システム パーティションをアクティブにします。 

DISKPART>list partition 

DISKPART>select partition 1 

DISKPART>active 

システム ボリュームのステータスを確認します。 

DISKPART> detail partition. 

注： active コマンドは、システム パーティションにのみ使用します。 
  

4. （オプション）ボリュームにドライブ文字を割り当て、フォーマット

します。 

DISKPART>list volume 

DISKPART>select volume 2 

DISKPART>assign letter=C 

DISKPART>format quick 

例 2： DiskPart コマンドを使用したシステム/ブート ダイナミック ボリュームの作

成 

1. Raw またはベーシック ディスクのいずれかのディスクを選択し、ダイ

ナミック ストレージ タイプに変換します。 

X:¥windows¥system32¥DR>diskpart 

既存のディスクを表示します。 

DISKPART>list disk 

DISKPART>list volume 

ディスク 0 上でブートとシステムのボリュームを作成します。 
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DISKPART>select disk 0  

（オプション）必要に応じて GPT スタイルに変換します。 

DISKPART>convert gpt 

DISKPART>convert dynamic  

2. システムおよびブート ボリューム用にシンプル ダイナミック ボ

リュームを作成します。 

システム ボリュームを作成します。 

DISKPART>create volume simple size=100  

ブート ボリュームを作成します。 

DISKPART> create volume simple    

作成されたボリュームを表示します。 

DISKPART> list volume 

ボリューム 0 をシステム ボリュームとして設定します。 

DISKPART>select volume 0  

DISKPART>retain 

ボリューム 1 をブート ボリュームとして設定します。 

DISKPART>select volume 1 

DISKPART>retain   

DISKPART> select disk 0 

3. （オプション） システム パーティションをアクティブにします。 

パーティションを表示します。 

DISKPART>list partition 

DISKPART>select partition 2 

DISKPART>active   

システム ボリュームのステータスを確認します。 

DISKPART> detail partition  
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4. （オプション）ボリュームにドライブ文字を割り当て、フォーマット

します。 

DISKPART>list volume 

DISKPART>select volume 1 

DISKPART>assign letter=C 

X:¥windows¥system32¥DR>format C: /q 

注： UEFI システム パーティションを作成した場合は、データをリスト

アする前に、FAT32 ファイル システムにフォーマットする必要があり

ます。 retain コマンドを実行する必要はありません。 

例 3： DiskPart コマンドを使用したシステム/ブート以外のディスク ボリュームの

作成 

1. ディスクを選択し、ダイナミック ストレージ タイプに変換します。 

X:¥windows¥system32¥DR>diskpart 

現在のディスクおよびボリュームを表示します。 

DISKPART>list disk   

DISKPART>list volume 

Disk 0 以外の各ディスクをダイナミック ディスクに変換します。  

DISKPART>select disk 1 

DISKPART>convert dynamic  

DISKPART>select disk 2 

DISKPART>convert dynamic  

DISKPART>select disk 3 

DISKPART>convert dynamic  

2. 各ディスク上で RAID-5 ボリュームを作成します。 シンプル、ストライ

プ、または他のダイナミック ディスク タイプも同様に作成できます。 

create volume raid disk=1,2,3 
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3. （オプション）ボリュームにドライブ文字を割り当て、フォーマット

します。 

DISKPART>list volume 

DISKPART>assign letter=E 

X:¥windows¥system32¥DR>format E: /q 

例 4： UEFI システム ボリュームおよびブート ボリュームの作成 

1. ディスクを選択し、GPT タイプに変換します。 

X:¥windows¥system32¥DR> diskpart 

既存のディスクを表示します。 

DISKPART>list disk 

DISKPART>select disk 0  

UEFI パーティションを作成するには、最初にディスクを GPT タイプに

変換する必要があります。 

DISKPART>convert gpt 

2. UEFI System パーティションを作成します。  

UEFI パーティションを作成します。 

DISKPART>create partition efi size=100 

MSR パーティションを作成します。 

DISKPART> create partition msr size=128 

プライマリ パーティションを作成します。 

DISKPART> create partition primary 

DISKPART>convert dynamic 

DISKPART>list volume  
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3. ブート ボリュームを保持します。  

DISKPART>select volume 1 

DISKPART>assign letter=C 

DISKPART>retain 

4. （オプション） システム ボリュームを FAT32 にフォーマットします。  

システム ボリュームとしてボリューム 2 を準備します。 

DISKPART>select volume 2 

DISKPART>format fs=fat32 quick 

DISKPART>list partition 
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注： ブート ボリュームを保持する必要があります。 UEFI パーティショ

ンにデータをリストアするには、マスタ サーバも UEFI パーティション

である必要があります。 

例 5： ミラー システム ボリュームおよびブート ボリュームの作成 

以下の手順では、UEFI ボリューム上にミラー ディスクを作成する方法

について説明します。 UEFI ボリューム上のミラー ディスクの詳細につ

いては、Microsoft のドキュメント

（http://support.microsoft.com/kb/951985）を参照してください。 

1. ディスク 0 を選択し、プライマリ UEFI ブート/システム ボリュームを

作成します。 

DISKPART>list disk 

DISKPART>select disk 0  

DISKPART>convert gpt 

DISKPART>create partition efi size=100 

DISKPART> create partition msr size=128 

DISKPART> create partition primary  



その他のツール 

 

付録 A: DiskPart コマンドを使用したディスクとボリュームの作成  253  
 

DISKPART>convert dynamic 

DISKPART>list volume  

DISKPART>select volume 1 

DISKPART>assign letter=C 

2. セカンダリ ディスクとしてディスク 4 を選択して、ブート/システム 

ボリュームを作成します。 

DISKPART>list disk 

DISKPART>select disk 4  

DISKPART>convert gpt 

DISKPART>list partition 

（オプション、既存のパーティションの削除）ディスク 4 のパーティ

ション 1 を選択し、override コマンドで削除します。 

DISKPART> Select partition 1 

DISKPART> Delete partition override 

DISKPART>create partition efi size=100 

DISKPART> create partition msr size=128 

DISKPART>list partition 

DISKPART>convert dynamic 

3. ブート ボリュームからセカンダリ ドライブへのミラーを作成します。 

DISKPART>select volume C 

DISKPART>add disk=4 

DISKPART>retain 

4. （オプション） システム ボリュームを FAT32 でフォーマットします。 

DISKPART>list volume 

DISKPART> select volume 1 

DISKPART> format fs=fat32 quick 

DISKPART> select volume 2 

DISKPART> format fs=fat32 quick 

注： ブート ボリューム上でミラーを作成し、このボリュームを保持し

ます。 リストアできるのは、1 つのマスタ UEFI システム パーティショ

ンのみです。 
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DiskPart コマンドの詳細については、Microsoft のドキュメント 

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc766465(v=ws.10).aspxを参照し

てください。 
 

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc766465(v=ws.10).aspx
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